
 

 

 

Ⅱ 学校支援地域本部の実践事例 
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【彦根市】子どもたちを地域で育て地域で守る ～学校支援ボランティアの活動～

【東中学校区支援地域本部：城東小学校】

１【事業の趣旨】

・地域の学校図書館支援ボランティアによ

る図書室の環境整備や読み聞かせをとお

して、子どもたちの読書活動への興味・

関心を高め、進んで読書しようとする意

欲や態度を育てる。

・地域ぐるみで児童の登下校時の見守り活

動をすることにより、子どもたちを事故

から守るとともに犯罪の抑止力とする。

○スクールガードの活動２【事業の概要・特色】

○読み聞かせボランティアの活動 地域の方々にスクールガードに登録して

現在、読み聞かせボランティアには２２ いただき、登下校時の安全確保でお世話に

名の方が登録されている。各学期ごとに図 なっている。児童の下校時刻に合わせて交

書館教育主任と相談の上、読み聞かせの計 差点で安全指導をしたり 自宅の近辺で お、 「

画を立て、活動に取り組んでいただいてい 帰り」と声をかけながら下校の様子を見守

る。 ったりと、積極的に協力していただいてい

具体的には、毎週火曜日の午前８時２０ る。朝も毎日交差点に立って横断指導をし

分からの１０分間を「お話ブーケ」の時間 てくださっている方もいる。

とし、ボランティアそれぞれが、子どもた

ちに読ませたい本を選んで持参し、各学級

で読み聞かせを行っていてくださる。

年々、子どもたちと読み聞かせボランテ

、「 」ィアとのかかわりが深まり お話ブーケ

の日を心待ちにしている児童が多い。

３【事業の成果】

・読み聞かせボランティアのお話にじっと

聞き入る子どもたちの姿がどの学級でも

見られる。

・図書環境ボランティアの工夫により読書

活動への興味・関心が高まり、読書の好

きな子どもが増えてきている。

・日々のスクールガードの見守り活動によ

○図書環境ボランティアの活動 り安心・安全な登下校ができている。

４【今後の課題】図書室の本の整理や図書室の廊下側掲示

板の飾りなどを１１名の図書環境ボランテ ・学校支援ボランティアの活動をさらに充

ィアの方にかかわっていただいている。 実させていくためには、学校支援地域本

季節感のある美しい飾りとともに読んで 部を通じて学校が支援してほしいことを

ほしい本の紹介をするなど、子どもたちを 地域に発信し続けていくとともに、地域

読書の世界に誘う工夫が随所に見られる。 コーディネーターとの連携を深め、人材

こうした活動により、子どもたちの読書 の発掘と情報交換に努めることが大切で

への興味・関心が高まっている。 ある。



【彦根市】熟年者と児童の交流事業 ～ふれあいルームの開室～

【東中学校区支援地域本部：佐和山小学校】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

地域の熟年者と本校児童が気軽にふれあい 毎週木曜日の昼には、早くから熟年の方が「ふ、

世代を越えた温かなつながりを育む場を校内に れあいルーム」に集まり、子どもたちの昼休み時

設ける その場を ふれあいルーム と名付け 間を待っていてくださる 『あやとり・折り紙将。 「 」 、 。

空き教室を活用し、熟年の方々に気軽に学校へ 棋・お手玉』など昔の遊びを一緒に楽しんでくだ

、 、 。 、立ち寄っていただき 互いにゆったりと語らい さる 開室日には熟年者７～８人が来校くださり

くつろいでいただく教室として開放する。その 主に低学年３０～４０人の子どもたちとふれあい

教室に休み時間を利用し 児童が遊びに出向き の時間を過ごしていてくださる。子どもたちは昔、 、

地域の「おじいちゃん・おばあちゃん」と手遊 ながらの遊びを新鮮に感じ、あやとりや折り紙が

びやおしゃべりで楽しい時間を過ごすことを目 うまくできた時の喜びを味わい、その顔を見て笑

的とする。 顔になるおばあちゃんと温かな時間を過ごしてい

本事業の展開が地域に開かれた学校、我が地 る。熟年者の方からは「元気がもらえる」と感想

域の学校として信頼される要因のひとつとな をいただいている。

写真②↓『一緒に折り紙を』～長机で～り 熟年者の喜びにも繋がっていくことを願う、 。

２【事業の概要､特色】

( )熟年者との交流を願い1
学校長が３年前からの構想として、前述の事

業実施をめざし、老人クラブ連合会（以下「老

ク連」と表記）の方と構想を温められてきた。

本年度に入り、老ク連会長から実際に各単位

老人クラブに、事業の趣旨とまずは子ども達の

ために、交流会に参加して欲しい旨を呼びかけ

た。その結果、毎週木曜日の昼に「ふれあいル

ーム」を訪問する日として老ク連内で当番表を

作成され、各町老人クラブごとの訪問日が決定

された。

( )ふれあいルームの開室準備2
学校長の指示の元、空き教室を活用して開室

準備を始めた。近隣の中学校の改築に伴い、備

品を譲り受けることができた。教室の一角に畳

写真③↓『あやとり、見て』～ソファで～敷きを準備し、座して遊べる場（写真①）を設

けたり、長机・パイプ椅子を置き、折り紙、ト

、 （ ）ランプなど テーブル遊びをできる場 写真②

を設けたりした。さらに、ソファーを２セット

準備し、ゆったり腰掛けてお話しできる場（写

真③）も設けた。

４【今後の課題】

今後に向けて、下記２点の取組が必要である。

・ ふれあいルーム」地域開放の促進。「

・熟年者と児童との交流を深め、広げる工夫。

写真①『将棋盤を囲んで』～畳敷で～



マーチング活動の充実に向けて        【彦根市】 

【東中学区支援地域本部：旭森小学校】                      

１【事業の趣旨】              

○楽器を愛好する社会人や学生の方々の協

力により、子どもたちのマーチング活動に

対する興味・関心を高め、活性化を図る。

○初めて金管楽器に出会う５年生が、基本的

な楽器の扱い方と手入れの仕方を学ぶ機

会とする。 

 

２【事業の概要・特色】 

・マーチング活動は、６年生全員（金管パート・

打楽器パート・演技パート・指揮パートのい

ずれかに所属）による活動で、木曜日の６時

間目（特設の時間）に練習を行う。 

・年間約２０時間程度の旭森独自の活動で、全

職員で指導にあたる。 

・１１月に「引き継ぎ式」を行い、６年生から

５年生が活動を受け継ぐ。 

・卒業式、運動会、学区の防犯パレード、彦根

 「城祭りパレード」、引き継ぎ式を発表の機

会とする。 

 ヤマハの講師による指導 

  年度当初、金管楽器では、息の入れ方を、

 打楽器については、スティックの持ち方や太

 鼓の演奏の仕方について指導していただい

 た。 

 保護者による支援 

運動会に向けて、保護者が自主練習に励む

子どもたちのために来校してくださった。 

 

学生ボランティアによる支援  

  今年度は、新しい曲を取り入れたため、 

 軽やかに歯切れよくリズムが刻めるように、

 生演奏を聴かせていただいたり、音程が正 

しくとれるように模範演奏をしていただい 

 たりした。   

 特に金管パートの５年生にとっては、初めて

演奏する楽器であるため、期待と不安で一杯で

ある。そこで、学生ボランティアのみなさんに、

楽器の手入れの仕方やマウスピースの練習方

法等のお手本を示していただいた。 

３【事業の成果】 

・楽器の経験が豊富な学生ボランティアさんの

模範演奏が聴けるので、曲のイメージをつか

んで練習することができた。 

・楽器を演奏できたという経験が、中学校の部

 活動への期待感につながっている。 

 

４【今後の課題】 

・学校が必要としている時に、支援を受けるこ

 ができるように、支援地域本部と連携してい

 く。 
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【彦根市】いきいき学習相談における学習支援活動と放課後登校の学習支援活動

【 東中学校区支援地域本部：東中学校 】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

・個に応じた学習指導援助を行い、教科の基 ・受験を目前に控えた３年生は、目的意

礎・基本の定着をはかる。 識も高く、学習に真剣に取り組んでい

・３年生を対象とした学習相談で、学習上の る。

つまづきの解消や学習意欲の向上を図り、 ・学習だけでなく、学生チューターや地

希望する進路の実現に向けて努力する力を 域の方たちの中学生時代の話を聞いた

養う。 り、生徒の話を聞いてもらったりでき

・校内の不登校傾向の生徒に放課後登校して る貴重な時間となっている。

学習する場を与えることで、登校意欲を持 ・教員を目指す学生が、チューターとし

たせる。 て経験を積む機会になっている。

・学校支援ボランティアの方々が持つ経験や ・放課後登校をきっかけに、昨年度全欠

専門性を生かして、生徒の学習活動を支援 であった生徒が、別室に登校できるよ

する。 うになった。

２【事業の概要、特色】

＜いきいき学習相談＞

①実施時期

年 月～ 年３月の毎週月・2011 12 2012
木の週２日、放課後 分程度を原則とす50
る。

②対象生徒

希望する３年生 （男子 名・女子 名）。 9 13
③スタッフ

2 1・学生チューター５名 県立大 名 滋賀大（ 、

名、京都女子大 名、河瀬高 年 名）1 3 1
・地域の学校支援ボランティア９名

④内容

・少人数による学習とし、チューター１人に

４【今後の課題】つき生徒２、３名を指導する。

・数学と英語の基本レベルのテキストを使っ ・スタート当初から学習相談を１、２年

て、学習を進める。 にも広げたいと考えているが、ボラン

ティアの数が確保できない。学生への＜放課後登校＞

①実施時期 募集方法や中学生に教えられる地域の

毎週水曜日（部活なし）の放課後 分程 人材確保が一番の課題である。50
度を原則とする。 ・学習相談はもっと早い時期から始める

②対象生徒 ことが効果的であるが、部活動との兼

希望する不登校の生徒。 ね合いから、どうしても秋以降になっ

③スタッフ てしまう。今年度、長期休業中の補充

・地域の学校支援ボランティア１名 学習にボランティアの方が一人参加し

・教員１名 てくださったが、この活動が継続した

④内容 ものになるように、また、学習相談へ

個々の生徒の実態に応じて学習を進めた とつなげる方策を考えていきたい。

り、相談活動を行う。



【彦根市】「子どもたちと楽しもう会」地域のお年寄りのみなさんの支援

【 】西中学校区支援地域本部：城西小学校

就学予定園児を招いての秋祭りでも支１【事業の趣旨】

祖父母等との３世代同居家庭が比較的 援いただいている。子ども達は、歌やピ

少ない学区であったが、数年前に大規模 アニカ演奏の発表をした。

な新興住宅地ができ、その傾向が強まっ

た。本校では、以前より子どもたちにお 児

年寄りのみなさんへの思いやりの心と感 会童

謝の気持ちを持たせることをねらいとし 員の

てお年寄りの方々とのふれあい交流活動 演

を進めている。交流学年は、下学年が主 奏

で、子ども達とふれあいながら学習活動 を

への支援をしてくださる。色々なことを 聴

教えたり、手作りの人形をプレゼントし く

てくださるという形の支援である。

３年では、昔の生活の学習で支援をい

人 ただいている。七輪を使ってのお餅焼き

大形 でお世話になっている。

喜の

びプ 寒

のレ い

園ゼ 中

児ン 餅七

ト や輪

きで２【事業の概要、特色】

城西学区社会福祉協議会の会員さんが の

主なメンバーで「子どもたちと楽しもう

会」を組織し、それぞれの学年担当と連

３【事業の成果】携して年間通した各学年の活動を支援し

ていただいている。特には 「生活科」 核家族の家庭の子どもたちが多い学年、

や「総合的な学習の時間」における季節 にとっては、こうしたお年寄りの方との

に応じた活動時に交流活動を設定し、そ 交流は大変よかったと言える。お年寄り

こでの支援やふれあいを通して子どもた の方も子どもたちとのふれあいをとても

ちと会員のみなさんとの親交が深まる。 楽しみに待ち望んでいて下さる。子ども

七夕の時期には、１、２年生と会員のみ たちも１年から３年まで交流が続くので

なさんとで七夕集会を開いた。子どもた 本当のおじいちゃん、おばあちゃんのよ

ちが驚く程の大きな笹を何本も用意して うにかかわっている姿が多く見られる。

４【今後の課題】くださり体育館で大きな笹にお年寄りの

方と一緒に製作した笹飾りを願いを込め 御自身の孫が卒業しても支援を続けて

ながら付けることができた。 くださる方も多くおられるが、高齢の方

教 も多いので、参加段階で天候等が大きく

笹室 左右することとも多い。

飾で 会の年間の計画に位置づけていただく

り製 面からも年度当初に期日を決定すること

を作 が望ましいが、学校行事等も多い中で全

つし てを決定することは困難で急な変更で会

けた に迷惑をかけてしまうことも多い。

る



【彦根市】地域のよさを学んだ「ふるさと探訪オリエンテーリング」

【西中学校区支援地域本部：城北小学校】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

本校では、早くから学校支援地域本部事

業が立ち上げられ、地域の自然や生き物、

環境、農業、歴史、産業、福祉などさまざ

まな分野で活躍されている７０名以上の方

々に校区学習人材バンクとして登録してい

ただいている。また、読み聞かせ活動や登

下校の子どもの安全を見守ってくださるス

クールガードにも多数の方々に活動してい

ただいている。毎年実施している「ふるさ

と探訪オリエンテーリング」でも、地域の

方々に地域の歴史的な旧跡や文化財につい

て説明をしていただいたり、グループごと

に引率して安全を見守っていただいたりし

ている。そうした中で、子どもたちと地域 今年度は、事前に６年生の児童が「総合

の方々との温かい交流が深められ、地域の 的な学習の時間」を使って、コース内の旧

よさを学んだり、深めたりすることができ 跡や文化財を見学したり地域の方に話を聞

てている。 いたりして調べたことを、ポイント地点で

縦割り班の児童に説明するという方法で実

施した。班ごとに歩いてたどり着いたポイ２【事業の概要、特色】

◇活動名 ントで、６年生の児童がペープサートを使

「ふるさと探訪オリエンテーリング」 って低学年にも分かるように歴史や地域の

◇ねらい よさについて説明した。

・地域の自然環境や文化財を積極的に学 今回、地域の方々には、見守り隊として

習活動に取り入れることにより、自然 各班やコースの危険箇所に１～２人ずつ就

や文化を愛し、地域から学ぼうとする いてくださり、安全に巡ることができた。

心情や郷土への愛着心を育む。 ６年生の児童の説明を温かい眼差しでうな

・地域の自然や歴史を観察したり、地域 づいてくださったり、説明を付け加えてく

の美化活動に参加したりして地域に触 ださったりして、６年生の児童も安心して

れ、地域を身近に感じながら、地域の 説明することができた。

環境に関心をもつとともに、自然を大

４【今後の課題】切にする心情や奉仕の精神を培う。

・たてわり班で行動することにより高学 この活動以外にも 「朝の読み聞かせ」、

年のリーダー性、班や色集団での協力 や「ミシン操作教室 「音楽指導 「松原」 」

や信頼の気持ちを育てる。 干拓の学習 「東山の竹林を使った竹細工」

◇活動内容 学習」などにも地域の方々にお世話になっ

＊全校児童を１６（４色×４班）の縦割 ている。

り班に分け、班ごとに学区の自然や文 時には、何とか都合を付けていただいて

化的な箇所をめぐる。 必要な人数に依頼できたとしても、天候の

＊「佐和山コース 「彦根城コース 「琵 都合で延期になると人が集まらないという」 」

琶湖浜コース」の３コースを設定し、 場合もある。しかし、学習のねらいを達成

１年ごとにコースを変え、３年で全コ し、学習効果を上げるためには、子どもに

ースを巡るようにする。 どんな力を付けたいのか、そのために何を

＊＜今年度のコース＞ お願いしたいのかをはっきりさせて、どん

学校→ビニールハウス→水主水軍跡→ なに忙しくて時間が取れなくても地域の方

松原橋（旧回転橋）→彦根港→お浜御 との十分な打合せをすることを大切にして

殿→松原浜→学校 取り組んでいきたい。



 

 

西中学校の環境整備支援活動        【 彦 根 市 】  

                                       【西中学校区支援地域本部：西中学校】 

１【事業の趣旨】 

  西中学校の敷地は城跡の内堀でもあり広 

大で、グランドや前庭の草刈や剪定は容易 

ではない。夏になるとグランドも生徒や職 

員・ＰＴＡなどが何回となく作業するのだ 

が追いつかない。前庭も昔からの樹木が歴 

史を感じさせる程で、毎年手を入れなけれ 

ばならない。 

そこで今年から地域コーディネーターが 

地域の方々に呼びかけ、延べ２８名の方々 

に支援していただき、除草と剪定を２回実 

施することができた。 

                   

２【事業の概要・特色】           ３【事業の成果】  

  西中学校の校地の環境整備は、かねて    個々にコーディネーターがお願いする 

からの課題であり、管理職や教職員が空   のもいいのだが、各種団体への依頼にも 

いた時間を除草に費やすことも多く、過   今回成功することができた。 

重負担になっている状況であった。      今回のグランドの除草は、生徒・教職 

この度、学校支援事業の趣旨を生かし、  員・ＰＴＡ、そして地域ボランティアの 

地域のボランティアに支援を呼びかけた   支援という４者での実施であった。 

り、自治会組織にもお願いし、地域の学    夏の暑い日の作業であったため、高齢 

校としての取り組みになるよう働きかけ、  者であれば２時間前後が適当であること 

いい方向で進めることができた。      も確認できた。 

   

                  ４【今後の課題】 

                       地域の支援いただいた方々の意気込み 

                       を生徒やＰＴＡ・職員にも知っていただ 

                          くとともに、地域と学校相互の思いを認 

                          め合う機会になればと思う。 

                       支援いただいた方々の中には、かって  

                      ＰＴＡだった方々が大多数で、２０年ぶ 

                      りに中学校に来た方もあり、懐かしさも 

                      手伝って、「これくらいのことであれば」 

                      と、積極的な支援を表明してくださった 

                      ことが、今後に繋がればと思った。 

                       

 



【彦根市】平田ふれあい遠足の取組

【中央中学校区支援地域本部：平田小学校】

(3) ボランティアの役割１【事業の趣旨】

学校支援ボランティアは各班に１名ずつ(1) ねらい

・異学年色別縦割り班(以後：なかよし班)で 付き、児童の安全のための見守りを行う。

活動することで、お互いを思いやり、共に協 また、平田町や平田川沿いの桜並木につ

力して集団生活を行おうとする態度を育てる いて児童に説明する。。

・平田学区の文化財や自然などに触れて、平

３【事業の成果】田学区を再発見し、ふるさとを大切にしよう

とする心を養う。 なかよし班は各班１３～１４名で、各色６

・地域の人とのふれあいを通して、挨拶をし つの班で構成されている。１名の教員が２つ

たり、安全に気をつけて行動したりすること の班２７～２８名を引率して平田学区を歩く

で地域の一員であることの自覚がもてるよう ことになるため、安全面での課題が大きかっ

にする。 た。しかし、今回２１名の学校支援ボランテ

ィアの協力を得たことにより、安全に校区内

を歩くことができた。２【事業の概要、特色】

さらに、平田町の歴史や文化財、平田川沿(1) 日 程

平成２３年１１月１８日（金） いの桜並木についての話を聞いたり、地域を

９：１５ はじめの会（体育館） 実際に歩いたりすることで、ふるさとや地域

９：３０ 平田町のお話を聞こう についての知識を深め愛情をもって見直す機

１０：１０ 出発 会となった。また、ボランティアの方と児童

コースと コースに分かれて出発する。 が一緒に歩くことで、互いに親しい関係を築A B
平田山班別に５年生が考えたなかよし遊び くきっかけにもなったようだ。

活動を行った。また、近江平公園において桜

並木について説明していただいた。

１２：１０ 学校到着、おわりの会

１２：３０ 反省会

参加いただいたボランティアのみなさんか

ら、今回のふれあい遠足について御意見を伺

った。

４【今後の課題】

コーディネーターが活動支援のための人員

確保をしてくださることが多いが、天候に左

右される活動は、急に変更しなければならな

いので、日程変更のための効率のよい連絡網

等の整備をしなければならない。

また、ボランティアの方の活動に対する思

いは深く、今回も初めての活動ながら熱心に(2) コース

コース 学校→平田山→桜並木→学校 関わっていただいた。今後も活動を続けるにA
コース 学校→桜並木→平田山→学校 当たって、話し合いを深めていきたい。B
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【彦根市】学校と地域の「豊かなつながり」

【中央中学校区支援地域本部：金城小学校】

な ど を 紹 介 し て い た だ１【事業の趣旨】

子どもと地域住民、学校と家庭・地域と き 、 子 ど も た ち と 一 緒

の「豊かなつながり」をつくり、金城学区 に 遊 ん で い た だ い て い

全体として子どもたちの確かな学力や学び る。

の質の向上を図るとともに、安全で安心な 子どもたちは 「○○、

学校づくりをめざそうとするものである。 名 人 」 と し て 憧 れ の 気

持 ち を 抱 き な が ら 、 楽

し く 学 習 を 進 め 、 地 域２【事業の概要、特色】

（１）登下校時の の 方 々 と の 「 豊 か な つ

安全パトロール な が り 」 づ く り に も 役

金城見廻り隊の 立っている。

（ ） （ 、 ）方々が毎日要所に ４ 学校花壇の世話 苗植え 水やり等

立ち、子どもたち Ｆ Ｂ Ｃ 花 壇 や 一

の登下校の安全を 人 一 鉢 栽 培 活 動 に

見守っていてくだ か か わ っ て 苗 植 え

さる あわせて お や 水 や り を 本 年 度。 「

はよう 「お帰り 」の声をかけてくださ よ り お 願 い す る こ。」 。

。 、っている。 とにした 今後も

そ の 日 頃 の 見 守 子 ど も た ち と と も

り に 対 し て 、 子 ど に栽培活動を進めていってもらいたいと考

も 達 は 感 謝 の 気 持 えている。

ち を 込 め た メ ッ セ

３【事業の成果】ー ジ カ ー ド を 贈 っ

ている。 （１）～（３）については、数年来継続

ま た 、 Ｐ Ｔ Ａ も して実施してきている （１）に関しては、。

単位ＰＴＡ大会時にボランティアを招待し 登下校時の子どもたちの安全が確保され、

感謝の意を表している。 子どもたちだけでなく保護者からの安心感

（２）絵本の読み聞かせ も得られている。また、感謝カードなどの

朝の読書活動時を活用し、年間を通して 取組により、ボランティアとのつながりも

。（ ）（ ） 、水・木・金曜日に 深まってきている ２ ３ に関しても

各クラスを回り、 継続された取組により、教育活動の中に定

絵本の読み聞かせ 着し学習上の効果を生み出している。

を行っていただい

４【今後の課題】ている。子どもた

ちはその日を楽し ボランティアに学校側のニーズや願いを

みにし、じっとお 明確に提示しながら、学校がめざす姿を共

話に聞き入ってい 有化したいと考える。そのためには、ボラ

る。 ンティアとのコミュニケーションを充分に

また、毎年、秋の全校集会では、読書の 図る場と時間を生み出す必要がある。

秋にちなんで、絵本を題材にした影絵を全 また、さまざまな教育活動に対応できる

校児童に見せてもらっている。 人材を豊富に確保し、ボランティア活動を

さらに、必要に応じて、図書室の本の整 教育活動の中に位置づけ、定着化と活性化

備にも手を貸していただいている。 を図ることが重要だと考える。

（３）ゲストティーチャー さらに、本事業に対する教職員の理解を

３年生「昔のあそび （総合的な学習の 深めて協力を得ながら、教師とボランティ」

時間）にゲストティーチャーとして地域の アとの「豊かなつながり （信頼関係）を」

方々に昔の遊びを教えに来ていただいてい つくっていくこともめざしていきたい。

る 「輪ゴム鉄砲 「あやとり 「お手玉」。 」 」



 

 

「学校と地域を結ぶボランティア活動」の体制づくり 【彦根市】 

                                     【中央中学校区支援地域本部：中央中学校】 
 
１【事業の趣旨】 
 地 域 住 民 に よ る 学 校 へ の 支 援 体 制 を
構 築 す る こ と に よ っ て 、生 徒 が 様 々 な こ
と を 体 験 し 多 様 な 生 き 方 を 学 ぶ こ と が
で き る 体 制 づ く り を 確 立 す る 。  
 本 校 で は 、今 年 度 か ら 学 校 支 援 地 域 本
部 を 設 置 し 、学 区 内 の ２ 小 学 校 と 連 携 し
な が ら 学 校 と 地 域 が 一 体 と な っ た 学 校
づ く り を 目 指 し て い る 。地 域 コ ー デ ィ ネ
ー タ ー を 中 心 に 学 校 の 教 職 員 と 地 域 ボ
ラ ン テ ィ ア が 現 在 の 子 ど も の 課 題 解 決
と 身 に つ け さ せ た い 力 を 育 成 で き る よ
う 活 動 の 展 開 を 図 っ て い る 。  
 
 
２【事業の概要、特色】 
◇ 広 報 活 動 に よ る 人 材 の 発 掘  
 今 年 度 か ら 始 ま る 事 業 で も あ る た め 、
９ 月 中 旬 に 中 央 中 学 校 区 全 戸 に 学 校 支
援 地 域 本 部 事 業 の 設 置 を 広 く 知 ら せ る
た め 、チ ラ シ を 配 布 し 広 報 活 動 お よ び 学
校 ボ ラ ン テ ィ ア の 募 集 活 動 を 行 っ た 。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 環 境 整 備  
①  校 地 内 （ 花 壇 ） の 整 備  
 重 機 を 必 要 と す る 花 壇 の 整 備 を 行 い 、
今 ま で 雑 然 と し て い た 部 分 が 一 新 さ れ
た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②  樹 木 の 伐 採   
 中 庭 を 中 心 と し た 樹 木 の 伐 採 な ど 、こ
れ ま で 手 の 付 け ら れ な か っ た 場 所 を 重
機 を 使 う こ と で き れ い に 整 備 す る こ と
が で き た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３【事業の成果】 
 初 め て の 取 組 で 、成 果 と い え る と こ ろ
ま で は 言 え な い が 、今 年 度 に お い て は 花
壇 の 整 備 や 中 庭 の 樹 木 の 伐 採 等 、環 境 整
備 を 通 し て 間 接 的 に 学 校 生 活 を サ ポ ー
ト す る 支 援 を 行 っ た 。  
 こ の よ う な 中 で 、ま だ ま だ 潜 在 的 に 多
く の 支 援 者 が お ら れ る の で 、気 軽 に 学 校
へ 来 て い た だ き 、御 自 身 の 経 験 や 専 門 性
を 生 か し な が ら 次 年 度 は 、子 ど も た ち と
一 緒 に 活 動 す る こ と で 成 果 を 上 げ て い
き た い 。  
 ま た 、学 校・家 庭・地 域 の 交 流 を 深 め
る こ と に よ り 、相 互 の 信 頼 関 係 が 強 化 さ
れ 地 域 ぐ る み で 子 育 て や 地 域 の 活 性 化
に つ な が る よ う 努 め て い き た い 。  
 
 
４【今後の課題】 
・  地 域 の 方 の 人 材 登 録 バ ン ク づ く り の

推 進 を 図 る 。  
・  本 事 業 を 実 施 す る ま で は 、「 学 校 は 、

敷 居 が 高 い 」 と い う 思 い を 持 っ た 方
が お ら れ た が 、 広 報 活 動 や Ｐ Ｒ な ど
を 積 極 的 に 進 め て い く こ と で 地 域 と
学 校 の つ な が り を 深 め て い き た い 。  

・  学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア に 対 し て 教 職
員 に 意 識 の 差 が あ る の で 研 修 会 等 を
実 施 し て い き た い 。  

・  地 域 や ボ ラ ン テ ィ ア の 方 か ら の ア イ
デ ア を 取 り 入 れ 、 学 校 を 支 援 す る 輪
を 広 げ て い き た い 。  



【彦根市】地域ぐるみで学校を支援する体制づくり

【南中学校区支援地域本部：城南小学校】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

本校は、970人の大規模校で新興地域が増 ・読書ボランティアの活動では、季節や学

えてきているが、昔からの地域も多く、以 年にあった本を選定してくださるので、

前から農業体験を始め様々な面で地域から 子ども達は読み聞かせを楽しみにしてい

協力をいただいている。今年度から南中学 る。図書室の整備もしてくださるので利

校区で学校支援地域本部を立ち上げたこと 用しやすい環境になっている。

で、今までの取組を継承しながらも、さら ・スクールガード活動では、毎日見守り活

に地域との連携を充実・発展していけるよ 動をしていただいているので、安全に地

うに事業を進めている。 域で過ごすことができている。

・生活科や総合的な学習の時間における学

習支援では、本物にふれる良い機会とな２【事業の概要、活動の実際】

○事業の概要 っている。

①読書ボランティア ～５年生児童の振り返りから～

・朝のさわやかタイムの読み語り （総合・お米博士になろう 稲刈り体験）

・図書室の環境作り 稲刈りをして楽しかったことは、かまで

稲を刈ったことです。稲を刈る感触が気持

ちよかったからです。人の手で稲刈りをす

るのは大変でした。落ち穂拾いをして、お

米一粒一粒の大切さもわかりました。

②スクールガード

・登下校時の通学路の見回り

・下校後の公園等の見回り

４【今後の課題】③「生活科 ・ 総合的な学習の時間」の」 「

学習支援 今は、学校が地域から支援を受けている

１年生活科 「昔からの遊び」 ことが多いが、今後は学校から地域に進ん

２年生活科 「野菜を育てよう」 で働きかけていく活動を積極的に取り入れ

３年総合 「私たちの町の行事調べ」 たい。そのことで、学校と地域がともに活

４年総合 「人にやさしい町・環境」 性化する相乗効果を生み出すと考えるので

５年総合 「お米博士になろう」 さらによりよい関係作りを進めたい。

６年総合 「城南学区の歴史を探ろう」
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【彦根市】人に学び人とふれあう地域の学校づくりをめ ざ して

【南中学校区支援地域本部：城陽小学校】

〔環境サポーター型〕１【事業の趣旨、目的】

◇図書ボランティア地域のよさや地域の歴史、文化に精通さ

れている方や専門的な技術をもった方か 毎日中休みに、図書室の本の貸し出し

ら、子どもたちに御指導いただき、地域の 手続きを作業していただいたり、新刊図

よさや技術を子どもたちに伝えるととも 書が入ったときの本の登録作業や本棚の

に、地域の方々とのふれあいを深める機会 本の整理、本の修理などもしていただい

としたい。 た。

地域の方々が学校に来てくださって指導 七 夕 ・ ク リ

いただくことで、少しでも開かれた学校づ ス マ ス な ど 四

くりにつなげ、地域の方と子どもたちのつ 季 折 々 の 年 中

ながりを深める場としたい。 行 事 に 合 わ せ

て 図 書 室 の 雰

囲 気 づ く り も２【事業の概要、特色】

し て い た だ い〔ゲストティチャー型〕

た。◇地域の歴史や文化についての講話

○ ○ 町 の 歴

〔学習アシスタント型〕史、神社や寺院

◇本の読み聞かせの歴史、カナダ

、やアメリカへの 毎週火曜日の午前８：３０～８：４０

移民の歴史等、 各学級に読み聞かせボランティアとして

地域のよさや歴 本の読み聞かせをしていただいた。

◇音楽指導史について、写

真や書物等の資 特に音楽会の時期に、音楽の堪能な方

料を使って子どもたちに説明いただいた。 に合唱や合奏の指導をお願いし、子ども

たちだけでなく担任も音楽指導のあり方◇キャリア教育

保育士・介護士・調理師・美容師・看護 を学ぶよい機会となった。

◇校外学習時の引率補導師・カメラマン・アスリートなどの仕事を

されている方から、それぞれの職業のよさ 校区内の町探検活動時に各地域毎に引

や苦労等について講話いただき、６年生の 率の補助をしていただいた。

子どもたちが準備していた質問に対して質

３【事業の成果】疑応答の場を設定してきた。

それまであまり学校に訪れることがな◇クラブ活動

和 室 ク ラ ブ かった地域の方が、子どもたちの指導の

で は 、 茶 道 を ために何度か学校訪問される毎に、学校

指 導 す る 資 格 とのつながりを深めることができた。

を も っ た お 二 また、地域の方と子どもたちが顔なじ

人 か ら 、 実 際 みになったり、再度質問するときも自力

に 抹 茶 を た て で連絡を取ってインタビューしたり、子

る作法等を御指導いただいた。 どもたちとのつながりも深くなった。

◇昔遊びの名人

４【今後の課題】こま回し・お手玉・カロムなどの遊びの

名人から遊び方を習い、一緒に遊んで交流 総合的な学習の時間における地域ボラ

を深めた。 ンティアの方が多いので、他教科や他領

域の地域ボランティアを発掘していくこ◇ひょうたん名人

ひょうたん名人から苗植えから育て方、 とが求められている。

。収穫後の絵付けまでを直接御指導いただいた



 

 

開校当初から続く地域の方々の支援        【 彦 根 市 】  

                              【南中学校区支援地域本部：若葉小学校】 
 
１【事業の趣旨】 
 若 葉 小 学 校 で は 、今 ま で か ら 地 域 の 高
齢 者 の 方 々 を 中 心 に 学 校 支 援 活 動 に ご
尽 力 い た だ い て い ま す 。１ ０ ０ ％ 新 興 住
宅 街 で あ る 若 葉 小 学 校 区 は 、特 に 高 齢 者
と 児 童 の 関 わ り を 求 め る 中 で 、地 域 の つ
な が り が 深 ま っ て い く こ と を 願 っ て い
ま す 。そ こ で 、若 葉 小 学 校 に お い て の 学
校 支 援 地 域 本 部 事 業 で は 、こ の 事 業 を 通
し て 、縦 横 の つ な が り を 深 め る こ と を 目
的 と し て い ま す  
 
 
２【事業の概要、特色】 
１  生 活 科 や 社 会 科 の 時 間 に 対 す る 支

援  

  １ 年 生 の 生 活 科 で 昔 遊 び 体 験 を し
ま す 。地 域 の 高 齢 者 の 方 々 が 、独 楽 回
し 、お 手 玉 、羽 子 板 、剣 玉 、竹 馬 、竹
と ん ぼ な ど と い っ た 遊 び を １ 年 生 の
子 ど も た ち に 手 ほ ど き し て 一 緒 に 遊
ん で い た だ き ま す 。  

  ３ 年 生 の 社 会 科 の 学 習 で 、昔 の 生 活
体 験 を 学 習 し ま す 。洗 濯 板 を 使 っ て の
洗 濯 、火 鉢 に 火 を お こ し 、か き 餅 を 焼
く 体 験 、か ま ど に 火 を お こ す 体 験 、は
た き や 座 敷 箒 を 使 っ て 掃 除 体 験 な ど 、
昔 の 生 活 で の 苦 労 話 を 交 え て ､子 ど も
た ち と 交 流 し て い た だ き ま す 。  

  年 間 通 し て 、玄 関 に お 花 を 生 け て い
た だ い て い ま す 。 四 季 折 々 の 花 に ､子
ど も た ち は も ち ろ ん 、来 校 さ れ る お 客
さ ん の 目 を 楽 し ま せ て く だ さ っ て い
ま す 。  

  お 母 さ ん 方 を 中 心 に 、図 書 の 整 理 に
来 て く だ さ っ て い ま す 。子 ど も た ち が
少 し で も 借 り や す く な る よ う に 、図 書
を 整 理 し て く だ さ っ て い ま す 。  

  毎 日 、ス ク ー ル ガ ー ド と し て 登 下 校
の 見 守 り を し て く だ さ っ て い ま す 。心
強 い で す 。  

 
３【事業の成果】 
 毎 年 お 願 い し て い る 内 容 の 事 業 を 、快
く 聞 い て く だ さ っ て い ま す 。今 回 の 学 校
支 援 地 域 本 部 事 業 と い う 名 前 が つ け ら
れ る 前 か ら 、変 わ り な く ご 協 力 い た だ い
て い ま す 。  
 毎 年 来 て く だ さ っ て い る お か げ で 、高
齢 者 の 方 々 も 、本 校 の 児 童 を 名 前 を 含 め
て ご 存 知 で あ り 、子 ど も た ち も よ く 知 っ
て い ま す 。今 年 度 は 、金 曜 日 の 午 前 中 に
グ ラ ン ド で グ ラ ン ド ゴ ル フ の 練 習 を さ
れ る よ う に な り 、子 ど も た ち が グ ラ ン ド
に 遊 び に 行 っ た と き に ふ れ 合 う と い う
こ と も あ り ま し た 。異 世 代 交 流 が 自 然 な
形 で で き る こ と が 成 果 で あ る と 考 え ま
す 。  
 
 
４【今後の課題】 

若 葉 小 学 校 で は 、以 前 か ら 支 援 を い た
だ い て い る 方 々 が 中 心 と な っ て こ の 事
業 を 担 っ て く だ さ っ て い ま す 。こ れ は ど
う し て も 、組 織 が 固 定 さ れ て し ま う と い
う 事 が 避 け て 通 れ ま せ ん 。い つ も 同 じ 方
に お 願 い す る こ と に な り ま す 。  
 例 え ば 、生 花 で は 、今 ま で 生 け て く だ
さ っ て い た 先 生 が 、ご 高 齢 で い ら っ し ゃ
っ た の で 、昨 年 度 で 、こ の 活 動 を 終 わ ら
れ ま し た 。幸 い 、次 の 方 へ 引 き 継 い で く
だ さ っ て い た の で 、今 年 度 も 、見 事 な お
花 を 生 け て く だ さ っ て い ま す 。こ の よ う
に う ま く い く と い い の で す が 、全 て が そ
う な る と は 限 り ま せ ん 。図 書 の 整 理 ボ ラ
ン テ ィ ア は 募 っ て も な か な か 集 ま ら ず 、
お 母 さ ん 方 の 口 コ ミ で 来 て く だ さ っ て
い ま す が 、 今 後 ど う な る か わ か り ま せ
ん 。組 織 づ く り や 支 援 し て く だ さ る 方 を
見 つ け て く る 方 法 な ど 、い く つ か 課 題 が
あ り ま す 。  



【彦根市】地域人材との交流から期待されるより深い学び

【南中学校区支援地域本部：亀山小学校】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

２【事業の概要、特色】 ４【今後の課題】

彦根南サポート「学校支援地域本部事業

」は、今年度から始まった南中学オフィス

校と区域内小学校の計５校で運営されてい

る。本事業は、学校･家庭･地域が一体とな

って地域ぐるみで子育ての体制を整えるこ

とを目的とし、学校教育に地域の多彩な人

材を活用することによって、学力向上やキ

ャリア教育、体験的･実践的教育、さらに

教育環境整備など、学校教育のさらなる充

実をめざすものである。本校は、これまで

に学習の都度ゲストティーチャーやボラン

ティアとして教育支援をしていただいてい

るが、今後は、地域コーディネーターを中

、 、心にして さらに多くの学校支援者を募り

学校ボランティアに登録してもらいたいと

願って地域に働きかけを行う。また、南中

学区内でボランティアの交流を深め、より

多彩な人材を活用した活動につなげたい。

・募集用ポスターの作成と配布

・啓発用リーフレットの作成

・学区内に周知と募集の呼びかけ

・地域コーディネーターに退職教員を起

用したところ、大阪府でのこの方の経験

にもとづく助言をいただきながら、事業

の体制づくりを進めることができた。

・まだ不十分ではあるが、募集等の広報

活動を通して、地域に支援されながら教

育を充実させていくという今後の学校の

。姿を示すことができていると考えられる

・地域人材による５年生図工科の指導

専 門 家 か ら

の 的 確 な 指 導

に よ っ て 、 子

ど も の 対 象 の

、見方が変わり

作 品 制 作 に つ

ながった。

・今年度学校が協力を得たボランティア

活動は、従来から個別に関係をつくって

きた方々によるものであり、本事業を通

したものではなかった。学校とコーディ

ネーター、そして地域が本事業について

一定のコンセンサスを形成できるために

は、募集依頼と活動の様子等の広報活動

の積み上げを行うことが求められる。ま

た、どのような組織が形成できるかは、

今後の推移を見る必要がある。地域に浸

透して軌道に乗るまでに一定の取組が求

められるが、ひとたび継続的な支援活動

が実現すれば、学校が得るものは大きい

と考えられる。

・老齢化が進む本学区では、ボランティ

。アの大幅な増加は見込むことができない

したがって、南中学区という規模でボラ

ンティアを交換交流しながら進めること

が求められるだろう。

本年度の活動概要

・地域コーディネーターの指名

・南中学校区学校支援地域コーディネータ

ー会議の開催

・学校支援ボランティア募集ポスターおよ

びリーフレットの作成配布

・ ボランティア便り」の作成配布「

・数回にわたる地域コーディネーターとの

打合せ

・学区内各自治会を通した人材募集

・次年度の本格的活動へ向けた構想づくり

クラブ活動講師および栽培活動指導に

ついて募集することを核に、人の輪を

広げていくこと



 

 

彦根南サポートオフィスの取組        【 彦 根 市 】  
                                     【南中学校区支援地域本部：南中学校】 
 
１【事業の趣旨】 
 「 彦 根 南 サ ポ ー ト オ フ ィ ス 」は 、南 中
学 校 区 を 対 象 支 援 地 域 と し 、南 中 学 校 を
拠 点 校 と し て 、学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 を 中 心 に 進 め て い る 。  
 南 中 学 校 区 は 、１ 中 学 校 と ４ 小 学 校 の
大 規 模 校 区 で あ り 、地 域 に よ る 温 度 差 も
あ る こ と か ら 、 事 業 の ス タ ー ト に あ た
り 、事 業 内 容 の 啓 発 と 保 護 者・地 域 へ の
Ｐ Ｒ を 軸 に 活 動 を 開 始 し た 。  

◎  子 ど も た ち の 社 会 性 ・ 自 主 性 ・ 創
造 性 等 豊 か な 人 間 性 を 涵 養 す る  

◎  地 域 の 子 ど も た ち と 大 人 の 積 極 的
な 参 画 ・ 交 流 に よ る 地 域 コ ミ ュ ニ
テ ィ の 充 実  

◎  地 域 社 会 全 体 の 教 育 力 の 向 上  
以 上 を 念 頭 に 置 き 、既 に 独 自 で ボ ラ ン テ
ィ ア 活 動 を 展 開 さ れ て い た 小 学 校 と も
連 携 を 取 り 合 っ て 、初 年 度 の 活 動 が 軌 道
に 乗 る よ う 取 り 組 ん で い る 。  
 
２【事業の概要、特色】 

○  活 動 の 経 過  
8/26 保 護 者 向 け ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 チ  

ラ シ 作 成 ・ 配 布 （ 南 中 ）  
   ・ま ず は 保 護 者 に 向 け て 、事 業 ス  

タ ー ト を 告 知 し 、ボ ラ ン テ ィ ア を  
募 る 。  

   図 書 ボ ラ ン テ ィ ア 応 募 者 ２ 名 。  
 
9/26 校 区 内 学 校 支 援 地 域 コ ー デ ィ ネ  

ー タ ー 会 議  
・校 区 内 １ 中 学 校 ４ 小 学 校 の 地 域
支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と 教 頭 先
生 に 集 ま っ て い た だ き 、今 後 の 活
動・連 携 の 仕 方 や 課 題 に つ い て 話
し 合 う 。  
 

10/19 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア ミ ー テ ィ ン グ  
     
10/22 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 開 始  
 

○  「 学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 ポ ス
タ ー 」 の 作 成  

 
           初 年 度 と い う こ

と で 、事 業 の 告 知
と PR 準 備 を 進 め
た 。  

           校 区 内 の 施 設 や  
          市 内 の 各 大 学 へ 、

掲 示 を お 願 い し
た 。  

 
 

 
○  図 書 ボ ラ ン テ ィ ア  
   
           10/22･11/16 
                   12/22 の 3 回  
            
           廃 棄 図 書 の  

整 理 を 中 心  
に 活 動 し て  
い た だ く 。  

 
○  放 課 後 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア  

 
12/5･6･9･12･13 
の ５ 日 間  
 
中 学 校 卒 業 生 の  
大 学 生 チ ュ ー タ  
ー を 中 心 に 、 放  
課 後 50 分 間 の 学  
習 支 援 を 行 う 。  
 
 
３【事業の成果】 
 既 に ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 活 発 に さ れ
て い る 各 小 学 校 に 加 え て 、中 学 校 で も 活
動 を 開 始 す る こ と が 出 来 た 。  
 ま た「 ボ ラ ン テ ィ ア 便 り 」第 1 号 を 発
行 し 、配 布 し た 。活 動 内 容 を 家 庭・地 域
に 発 信 し て い く こ と で 、ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 へ の 理 解 と 協 力 が 得 や す く な る こ と
を 期 待 し て い る 。  
 今 後 、各 学 校 の 紹 介 や ボ ラ ン テ ィ ア 内
容 の 説 明 ・ 募 集 を 載 せ た 「 PR リ ー フ レ
ッ ト 」の 作 成 を 予 定 し て お り 、準 備 を 進
め て い る 。 こ れ に よ り 、 地 域 の 自 治 会 ･
老 人 会 な ど 各 団 体 へ 配 布 し 協 力 お 願 い
す る こ と で 、ボ ラ ン テ ィ ア の 人 数 確 保 と
地 域 の 方 と の 交 流 に 繋 げ て い き た い 。  
 
４【今後の課題】 

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 が ス タ
ー ト し た ば か り で 、ま だ ま だ Ｐ Ｒ が 不 足
し て い る と 感 じ る 。活 動 を 軌 道 に 乗 せ る
た め に も 、 人 材 の 確 保 が 第 一 で あ る の
で 、「 ボ ラ ン テ ィ ア 便 り 」の 発 行 を 重 ね
て 周 知 徹 底 を 図 っ て い き た い 。  

ま た 、各 小 学 校 と の 連 携 の 取 り 方 を 再
考 し 、ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー な ど 特 別 な 技
能・知 識 を 持 っ た 方 に 対 し て 、共 有 し て
依 頼 で き る よ う な シ ス テ ム の 構 築 も 大
切 で あ る と 考 え る 。  
 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア と 学 校 側 、双 方 が 満
足 で き る 活 動 と す る た め 、各 先 生 方 の 要
望 も し っ か り と 受 け 止 め ら れ る よ う 、ア
ン ケ ー ト の 実 施 や 組 織 作 り に 努 め た い 。 
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【彦根市】河瀬小学校の学校支援事業の取組

【彦根中学校区支援地域本部：河瀬小学校】

１【事業の趣旨】

地域住民等の参画による地域の実情に応じた

取組を有機的に組み合わせて、授業等における

学習補助や教員の業務補助などの学校支援等様

々な教育支援活動を行う。

２【事業の概要･特色】

（１）図書ボランティア活動

毎週火曜日の午後から、保護者を中心に１０

名ほどの方々が当番制で、図書室での児童の本

の貸し出し業務や、図書の補修･整理を中心と

した支援活動を実施している。時には、低学年

の児童を対象に読み聞かせなども行っている。

（２）農業実習ボランティア

５年生の総合学習として 『稲作』を教育課、

程に位置づけている。本校の前にある学習田を

利用して、地域の農業委員などのボランティア

の協力を得て、田植え・稲刈りなどの体験活動

を実施している。

田植えでは、昔から

の田植えの方法を教え

ていただいて実際に苗

を植えた。また、稲刈

りでは、各自が鎌で刈

り取った稲を千歯ごきや足踏み脱穀機で脱穀す

るといった昔の方法を体験したり、コンバイン

を使って脱穀する様子を見学したり、コンバイ

ンに同乗させてもらっ

たりするなど、ボラン

ティアの協力なしには

できない貴重な体験を

することができた。

（３）ゲートボールクラブの指導

地域のゲートボール愛好者をボランティアに

年間２０回程度のクラブ活動で 「ゲートボー、

ルクラブ」の指導をしていただいている。ゲー

トボール独自のルールやボールの打ち方などき

め細やかに一人ひとりに指導をしていただき、

子どもたちはゲームを楽しむことができてい

る。

３【事業の成果】

様々な学校の教育活動に、自発的なボランテ

。 、ィアが支援をしていただいている きっかけは

地域の活動を知った教師が直接支援を依頼する

ことや保護者等からの申し出を受けたりするこ

とがある。どの活動も子どもたちの学習活動な

どを充実させることに役立っており、専門性を

活かしたものや、教員が時間的な制限の中で取

り組めないような活動への有効な支援になって

いることが多い。

４【今後の課題】

さらに多くの方々に参画を呼びかけるため

に、本年度彦根中学校区で案内パンフレットを

作成し、校区全戸に配布し広く呼びかけること

にした 学校への支援が地域の方々にとって 敷。 『

居の高さ』を感じさせないようなアプローチが

必要である。

また、学期末などに「感謝の会」を開いてボ

ランティアの方にお礼を言う場面を作るなど、

『 』ボランティアの方に 子どもたちの役に立った

と思っていただけるような学校側の対応が必要

である。
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【彦根市】地域ぐるみで子どもを育てる「わくわくタイム」の取組

【 】彦根中学校区支援地域本部：高宮小学校

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

本校を取り巻く地域環境は、都市化の進

展にともない、地域における人と人とのつ

ながりが希薄化しつつある。このことは同

時に、子育てに関する地域の教育力を低下

させる要因ともなっている。

学校という「子育て・教育」の場に、地

域の方々がボランティアとして関わってい

ただくことは、学校教育への理解を深めて

いただくとともに、学校が抱える今日的課

題を共有していただく機会ともなる。また、

ボランティア同士の人的ネットワークの再

構築を期することもでき、地域の教育力の

（１）学校とボランティアとの関係強化再生につながることが期待できる。

さらに、教師とボランティアの方々の役 ボランティア活動の場では、教師とボラ

、割の違いを自覚した上で交流を深めること ンティアの方々との連携が十分保てるよう

は、教師の視野を広げることにもつながり、 事前・事後を通してコーディネートに力を

学校と地域の信頼関係を一層深めることが 注いできた。現在、こうした取組が次なる

期待できる。 活動を生み、本校では 「わくわくタイム」、

以上のことから、今年度、本校では、地 活動の他に 「読み聞かせの会 「ほたる観、 」

域の高齢者の方と昔の遊びなど、様々な遊 察会 「３世代交流～餅つき大会～ 「福祉」 」

びを一緒に体験することを通して、子ども 体験活動」をはじめ、各教科学習の中にお

達に豊かな人間関係を培うことや体験を通 ける学校支援の輪が広がりを見せている。

（２）ボランティアの方とのふれあいして創造性や自主性を育むことをねらい、

本事業を進めた。 ボランティアの方々とのふれあいが日常

化することにより、ボランティアの方と子

どもたちとの間には親和な関係が築かれ、２【事業の概要、特色】

本事業は、過去数年の積み上げをもとに、 「ありがとう」という感謝の言葉が自然と

今年度さらに充実・発展させたものである。 発せられるなど、豊かな心情を培う上でも

そのため、地域の方々の関心も高く、前期 有意義であった。

（３）地域ぐるみで子どもを育てる意識の・後期（年２回実施）を合わせ、総勢 100
醸成・高揚名を超える方々からの協力を得て実施した。

ボランティア活動を通して、子どもたち

◇活動名 の飾らない姿を見つめて頂いたことは、現

『わくわくタイム』 在の学校が抱える課題について、理解と協

～町の先生とふれあおう～ 力を得ることにつながった。そして 「地、

◇ねらい 域とともに子どもたちを育てよう」という

・地域の方や異学年の友だちとの交流 意識の醸成を図ることができた。

を通して、豊かな人間関係をつくる。

４【今後の課題】・さまざまな遊びなどの体験を通して、

創造性や自主性を育む。 今後は、皆が一層積極的に意見交換でき

る場づくりに努め、課題を克服する手だて

◇活動内容 を共に考え・指摘し合いながら、地域の学

・地域の高齢者の方と昔の遊び等を一 校として、具体的に一つずつ向上させられ

。緒に体験する。 るよう事業の定着を図ることが必要である



【彦根市】彦根中学校区における学校支援の取組

【彦根中学校区支援地域本部：彦根中学校】

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

彦根中学校区は、彦根中学校と河瀬･髙 ・コーディネーターに、事業の趣旨を理解して

宮小学校を対象に学校を支援していく体 いただき、学校教育活動の支援に対して、十

制を計画している。今年度は、事業実施 分な理解を得られた。

の初年度であり、先進校区の取組を参考 ・事業を進めるために、チラシ配布やポ

に組織の構築と事業の具体的な計画を協 スター掲示などをおこなうことで、ま

議した。３つの小中学校から、それぞれ ず地域への周知徹底を図った。

支援してほしい内容を挙げ、今後、ボラ

ンティアの人材が確保できた段階で依頼

していく予定を確認し、そのために、地

域への発信、事業の周知に向けて取り組

んでいる。 チラシの表

（ポスター

は、表面２【事業の概要、特色】

(水) 第 回打合せ に準ずる6/22 1
・地域コーディネーター（ 名）の確認。 内容）4
・各学校が必要とするボランティアを具

体的に挙げる。

・小学校は今までの実績で人材バンクが

あり、中学校にもつなげてく事を確認。

(金) 第２回打合せ8/5
・各校から、ボランティアの要望一覧提

出。

・小学校では、すでに進めてきているボ

ランティアと人材をこの事業に組み込 チラシの裏

んでいく事を確認。

・事業の周知と人材募集のチラシ作成に

ついて協議。

(木) 第３回打合せ10/20
・チラシ作成の検討会議

(火) 第４回打合せ10/25
・チラシ作成の検討会議

(火) 第５回打合せ11/1
４【今後の課題】・養成講座の報告（事業の進め方や情報

提供、取組状況の情報交換、課題と工 ・２つ小学校区があり、コーディネーターを２

夫や解決方法などについて） 人ずつで４名お願いし、事業に対する理解は

・チラシの最終確認。 十分得られている。コーディネーターの方と

(火) 第６回打合せ 連携を図り、学校の事情に応じたボランティ11/8
・チラシの校正、検討。 アをお願いしなければならない。

・外部からの問い合わせに対する電話対 ・３学期のボランティア支援が、次年度に広が

応について協議。 るよう努める必要がある。

(水) 第７回打合せ11/16
・チラシを元にポスターについての検討。

・校区内全戸配布計画について協議。

中旬12/
・チラシを校区内全戸に配布。



【彦根市】「ふるさとに生きる喜びを」 地域とつながる体験活動の支援

【鳥居本中学校区支援地域本部：鳥居本小学校】

１【事業の趣旨】

本校では、教育活動を４つの「喜び」を

軸に進めている。その中の一つに「ふるさ

とに生きる喜びを」がある。地域の自然・

産業・歴史遺産や人々に学び、ふるさとを

愛する心をもつ子どもを育てたいと願って

いる。

内容としては、１・２年生の生活科、３

年生社会科の地域探検、地場産業、３年生

以上の総合的な学習の時間の活動、５年生

の社会科の米作り、６年生社会科の歴史学

習、縦割り活動で行うウォークラリーなど

様々な場面で地域とつながる活動が展開さ

れる。

２【事業の概要、特色】

□１・２年生活科 「川遊び」

１ ・ ２ 年 生 が 、

５ 月 、 仏 生 寺 町

の 矢 倉 川 に 入 っ

て 魚 や か に な ど

を つ か む 体 験 を

行 っ た 。 青 少 年

育 成 協 議 会 の 方

や 仏 生 寺 老 壮 ク

ラ ブ の 方 が 、 川

を 整 備 し ， 当 日

も 子 ど も た ち の

活 動 の 支 援 を し

て下さった。

□４年総合 「矢倉川調査隊」

鳥居本にお住まいの彦根市環境保全員の

池田さんの協力を得て、矢倉川の調査を行

った。水質調査や、生き物調査から矢倉川

がきれいな川であることが分かった。

□５年総合・６年総合

「山とわたしたちのくらし」

学区内の原町は、山から独自に水源を確

保し水道を引いている。それに伴って、山

を守る活動をされている。原町の方に、水

源地を見学させてもらい、山を守る活動に

ついて教えてもらった。

６年生になってから、学区内男鬼町の森

林を歩いたり、くらしについてお話を聞い

たりして、森林とくらしの関わりが深いこ

とを実感することができた。

□縦割り活動

「中山道鳥居本ウォークラリー」

今年度の中山道鳥居本ウォークラリー

は、中山道沿いの「専宗寺」と「小野八幡

神社」をポイントにして行った。専宗寺で

は、地域の方から、聖徳太子ゆかりの寺で

あり、佐和山城とも関係があることを教え

ていただいた。

３【事業の成果】

子どもたちは、どの体験活動でもいきい

きとした姿を見せ、大変意欲的に活動する

ことができた。活動後に、お礼のお手紙を

書くことで、振り返りをするとともに感謝

の気持ちを伝えることができ、地域の方と

のつながりが深まった。

４【今後の課題】

今年度から、学校支援地域本部事業に鳥

居本自治連合会が強く関わってくださるこ

とになった。事業の体制の維持と拡充を図

ることが課題である。



【 】鳥居本中学校区支援地域本部：鳥居本中学校
１ 【事業の趣旨】

近年、子どもを取り巻く環境が大きく変
化するとともに、家庭や地域の教育力が低
下している。未来を担う子どもたちを健や
かにはぐくむためには、学校・家庭・地域
の連携協力を強化し、社会全体の教育力の
向上に取り組む必要がある。

地域の大人が子どもに多く関わること
で、多様な体験・経験の機会が増えたり、
規範意識やコミュニケーション能力の向上
などの効果が期待される。また、教員がよ
り教育活動に力を注ぐことができるように

、 。なり 学校教育の充実を図ることができる
鳥居本中学校区の小中は、１小学校と１

中学校全学年単級の小規模校である。
鳥居本の地域は、自然が豊富で大変住み

やすい町であるとともに歴史と文化のあふ
れる町でもある。

そこで、地域全体で学校を支援する仕組
みを定着させるため 「鳥居本学校サポー、
トオフィス」を立ち上げ今年で３年目を迎
える。鳥居本小中学校区を対象支援地域と
し、学校支援ボランティア活動を中心に進
めている。

２【事業の概要、特色】
○学習支援

中学校教員からの学習支援ボランテイア
希望調査をおこなった。それぞれの希望か
ら地域コーデイネーターを通して地域人材
登録より可能な教科について詳細を打ち合
わせて計画した。実施においては、各教科
の学習内容でさらに専門的な知識や作業を
ゲストチィーチャーとして来校してもらっ
て授業支援をおこなった。今年度は、技術
科、社会科、総合的な学習の時間、道徳、
朝読書で実施した。

☆２年技術科（電気について）

☆３年社会科（租税について）

☆３年人権学習（部落問題学習）

☆各学年 本の読み聞かせ（朝読書）
毎月１回（７月、９月、１０月、１１月、
１２月）実施した



☆総合的な学習の時間
３年卒業研究として「鳥居本」を共通テ

ーマに研究してきた成果の発表会の講師と
して３人の方々に講評をいただいた

なお、３学期には、学習支援として、家
庭科（郷土料理）や理科（星座について）
のゲストテイチャーを予定している。

○環境支援
鳥居本中学校のグラウンドが昨年度エコ

化事業」として全面芝生化となった。そこ
で地域にも開放して活用してもらってい

。 、る 活用していただいている地域の方々が
草刈り作業や水やり作業をしていただいて
いる。

また、夏休みに日頃生徒ではなかなかで
きない箇所の清掃作業（今回は窓ふき）を
地域支援（人材登録された方）ボランテイ
アとして実施していただいた。
「 」鳥居本をゆりの花でいっぱいにする会

を発足して、ゆりの球根を提供していただ
き、７月に生徒が一人一球根のプランタに
植えた。

☆グラウンド芝生の水やり説明の様子

☆地域ボランテイアによる美化活動
（夏休み 校舎窓ふき作業）

ゆりの球根植え付け作業（全校生徒）

☆スプリンクラーによる芝生への散水



○その他の支援
地域の要望もあって、地域の行事に生徒

がボランテイアとして参加している。学区
の運動会の役員や学区の文化祭でのソーラ
ン発表、吹奏楽の演奏、合唱の発表、卒業

（ 「 」） 、研究 ３年 鳥居本について の発表は
毎年参加している。また、今年はとりいも
と宿場まつりにおいて、全校生徒がソーラ
ンを発表した。

☆とりいもと宿場まつり（１０月）

○広報活動
ブログを開設して、鳥居本小中学校がお

こなっているボランテイア活動を紹介した
り、支援の依頼をお願いしたりして情報発
信をおこなっている。

学校事務局と協力して更新を図り、活動
の情報発信をすすめている。みなさま、
ぜひ、検索してご覧ください。
鳥居本中学校サポートオフィス｜検索

３【事業の成果】
○今年度から、学校支援地域本部事業に、

鳥居本学区自治連合会が積極的に関わっ
てくださり、ボランティアの募集を呼びか
けていただいて人材登録（約 名）がで100
きた。その中から学習支援として授業へ講
師として支援できたことが大きな成果であ
る。
○中学校教職員と地域関係者が、学校や生
徒のことで自由に語れる雰囲気づくりがで
きた。地域コーデイネーターとの距離が縮
まった。
○広報活動として、ホームページ「鳥居本

サポートオフィス」を設立し情報発信で
きた。

４【今後の課題】
○放課後３年生を中心とした学習会の学習

支援者学生（チューター）と教職経験者
の確保

○地域の人材を発掘する中で、まだまだ潜
在的に支援者となっていただける方々が
多数おられる。そのような方々にもっと
気軽に学校へ来ていただき、自身の経験
や専門性を生かしながら子どもたちと一
緒に活動することで「生涯学習」の実現
につながり、学習成果を活用できる有意
義な場としていきたい。

○学校・家庭・地域の交流が深まることに
より、相互の信頼関係が強化され地域ぐ
るみで子育てをし、地域の活性化を目指
し、今後の活動にもつながるように改善
に努めていきたい。

○今後に向けて
このような活動を展開するには、学校と

コーディネーターとの連携が大切になって
くる。また、小中それぞれのコーディネー
ターとの連携も大切になってくる。小中合
同の支援地域協議会の開催が定期的に設け
られるようにしていきたい。

今後の学校支援地域本部の在り方として
地域全体（鳥居本学区全域）とタイアップ
して活動が進められるように、組織の充実
を図ろうとしている。



【彦根市】稲枝東小トイレの神様プロジェクト（トイレ清掃ボランティア）

【 】稲枝中学校区支援地域本部：稲枝東小学校

のよい日に、学１【学校支援地域本部事業の概要】

本校では、読み聞かせボランティアをは 校の掃除の時間

じめ、園芸や児童支援等、１８名の方に支 に 来 て い た だ

援いただいている。 き、子どもたち

１０名の読み聞かせボランティアさんは と一緒にトイレ、

毎月第１・３木曜日の朝読書の時間に各学 掃除をしていた

級に入り、読み聞かせをしてくださってい だくことで、ボ

る また ３名の園芸ボランティアさんは ランティア活動。 、 、

農業の経験を生かし、専門的な助言や指導 をする大人の姿

をしてくださり、畑や田んぼのお世話、総 を子どもたちに

合的な学習の時間でのゲストティーチャー 見せたり、子ど

としてお世話になっている。５名の児童支 もたちとふれあ

援ボランティアさんは、主に特別支援学級 う時を共有したりすることが目的である。

の児童に関わり、学習や生活の支援をして

３【事業の成果】くださっている。

その他、毎日の下校の見守りを、月・木 園芸ボランティアをはじめ、読み聞かせ

曜日はスクールガードの皆さん、火・金曜 や児童支援ボランティアの方々の活動がし

日には保護者の方々、水曜日は子ども安全 っかりと定着し、子どもたちも地域の方々

リーダーの方々と、毎日、地域の方々にご とのふれあいの場が増えるなど有意義な活

。 、 、指導いただいている。 動が実施できている 土作り 肥料のこと

このように学校支援ボランティアの方々 世話の仕方等、教師も学ぶことが多い。

は、本校教育に参画することで、子どもた なお、トイレの神様プロジェクトは、ま

ちの情操教育、安全教育などに大きく貢献 だ始まったばかりである。今後、この取組

してくださっている。 をしっかりと定着させ、さらに地域へ広げ

ていくことが大切であると考えている。

２【トイレの神様事業の趣旨・概要】

４【今後の課題】今年度、新たに「トイレの神様プロジェ

クト が始まり ・広報活動によって「できる人が、できる時」 、

子どもたちと一 に、できることを」の小さな善意の輪を一

緒に校内のトイ 層拡大、定着させていくこと。

レ掃除をしてく ・子どもたちに、稲枝のよさ、人の温かさ、

ださる方の募集 地域文化の多様性を伝えていくこと。

が始まった。 ・ボランティアの方々に「責任感や義務感」

１２月現在、 をもたせることにならないよう、それより

「 」「 」 。４名の方がトイ も やりがい 楽しみ を大切にすること

レの神様プロジ ・参画いただく活動のねらいや内容について

ェクトに参加し 事前や事後に、ボランティアさんの考えや

ていただくこと 意見を取り入れる工夫が必要であると感じ

になった。都合 ている。



 

 

今日は何のお話

かな。楽しみに

しています。  

稲枝西小の学校支援活動         【 彦 根 市 】  

                                    【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝西小学校】 
 

１【事業の趣旨】 

・ 学 校 の 教 育 活 動 だ け で は 不 十 分 な 点

に 支 援 を 受 け 円 滑 な 推 進 を 図 る 。  

・ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 一 丸 と な っ た 取

組 の 充 実 を 図 る 。  

・ 地 域 の 方 々 の 支 援 に よ る 、 豊 か な 学

び の 場 を 生 み 出 す 。  

 

２【事業の概要、特色】 

（ １ ） 読 み 語 り 支 援  

 現 在 ７ 名 の 読 み 語 り ボ ラ ン テ ィ ア に 、

金 曜 日 の 朝 の 時 間 、本 の 読 み 聞 か せ を 行

っ て い た だ い て い る 。  

 本 校 で は 、「 読 書 び わ こ マ ラ ソ ン 」な

ど 、読 書 活 動 に 重 点 を 置 い た 取 組 の 充 実

を 図 っ て い る 。そ の 一 環 と し て 読 み 語 り

の 時 間 を 設 け て い る 。  

 こ の 時 間 に は 、図 書 主 任 が 定 期 的 に 当

番 表 を 作 り 届 け て い る た め 、ボ ラ ン テ ィ

ア に は そ れ ぞ れ の 学 年 に 応 じ た 本 を 選

ん で い た だ く な ど 、工 夫 を し て い た だ い

て い る 。  

 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 読 み 聞 か せ は 、よ

り 心 に 響 く よ う で 、子 ど も た ち は 話 に 引

き 込 ま れ 聞 き 入 っ て い る 。  

 終 わ っ た 後 は 、ボ ラ ン テ ィ ア 同 士 で 交

流 の 時 間 を 持 っ て い た だ く な ど 熱 心 に

活 動 し て い た だ い て い る 。  

正 面 玄 関 に は 、お 世 話 に な っ て い る 方

々 が 分 か る よ う 、ボ ラ ン テ ィ ア の 写 真 と

名 前 を 掲 示 し て い る 。ま た 、読 み 聞 か せ

を し て も ら っ た 本 を 中 央 廊 下 に 並 べ 、子

ど も た ち の 豊 か な 読 書 活 動 へ と 広 が る

よ う に 努 め て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（ ２ ） 学 力 支 援  

 夏 休 み に 地 域 の 教 員 Ｏ Ｂ の 力 を 借 り 、

学 力 補 充 教 室 を 開 催 し て い る 。  

 国 語 と 算 数 に つ い て 、夏 休 み の 初 め 頃

を 中 心 に 学 力 補 充 の 時 間 を 取 っ て い る 。 

 こ の 夏 は 、７ 月 ２ １ 日 か ら ２ ９ 日 ま で

の 延 べ ７ 日 間 に 、各 学 級 ５ ～ ８ 名 程 度 の

児 童 が 参 加 し 、教 員 Ｏ Ｂ と 担 任 等 が 個 別

指 導 に 当 た っ た 。  

 一 人 一 人 に 温 か く 丁 寧 に 指 導 し て く

だ さ り 、子 ど も た ち も 充 実 し た 時 間 を 過

ご す こ と が で き た 。  

 中には、以前から継続 し て来てくださっ

ている方もおられ、地域の個々の児童の様

子をよく理解したうえで、指導・支援して

いただくことができた。 

（ ３ ） 体 育 学 習 支 援  

 体 育 学 習 の 支 援 と し て 保 護 者 に ボ ラ

ン テ ィ ア を お 願 い し て い る 。  

 水 泳 学 習 の 時 に 、各 学 年 に 指 導 の 支 援

を し て い た だ い た 。夏 休 み の 皆 泳 教 室 で

も 、泳 げ な い 子 ど も 一 人 一 人 に き め 細 か

な 支 援 に 当 た っ て い た だ き 、自 己 記 録 を

伸 ば す こ と が で き た 。  

 さ ら に 、運 動 会 の 練 習 時 に は 、学 生 ボ

ラ ン テ ィ ア に よ る 支 援 を 受 け た 。  
 

３【事業の成果】 

 地 域 の 方 々 か ら 支 援 を 受 け る 時 間 に

は 、温 か い 雰 囲 気 が 醸 し 出 さ れ る 。支 援

か ら 受 け る 直 接 的 な 効 果 は も と よ り 、雰

囲 気 か ら 得 る 教 育 効 果 は 大 き い 。子 ど も

た ち の 豊 か な 学 び の 場 と な っ て い る 。  

 ま た 、 学 力 支 援 や 体 育 学 習 支 援 で は 、

教 師 の 支 援 が 十 分 行 き 届 き に く い と こ

ろ に 、タ イ ミ ン グ よ く 支 援 を し て い た だ

く こ と が で き た 。ま た 、そ の 支 援 の 仕 方

に つ い て は 教 師 に と っ て も 学 ぶ と こ ろ

が あ っ た 。  
 

４【今後の課題】 

 担当が替わっても、根強く息長く続いてい

く学校支援活動を行っていくには、読み語り

ボランティアのような自主組織づくりが課題

となってくる。次年度は、支援活動の内容や

輪を広げるとともに、組織の礎づくりに努め

たい。 



 

 

 

                                   【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝北小学校】 
 
１【事業の趣旨】 
 本 校 の 支 援 事 業 は「 地 域 の 子 ど も は
地 域 で 育 て る 」の 合 言 葉 の も と に 、地
域・家 庭・学 校 の 連 携 を 密 に し て 、地
域 の 教 育 力 を 生 か し て 子 ど も の 健 全
育 成 を 図 ろ う と す る も の で あ る 。  
 
２【事業の概要、特色】 

①  読書ボランティア活動 

毎朝の読書の時間におはなしタイムを設

定し読み聞かせ等の読書活動を実施してい

る。 

今年度は９名の登録があり、毎月第２・

第４木曜日の１５分間に各教室で、絵本な

どのお話の読み聞かせをお願いしている。                

少人数での読み聞かせや紙芝居は児童がと

ても心待ちにしている事業である。地域の

方とのふれあいを深めると共に、豊かな心

情を養う意味でも意義のある活動になって

いる。 

②  稲村かるたオリエンテーリング 

本校恒例の稲村かるたオリエンテーリン

グは、地域の自然環境や文化財をめぐりな

がら郷土のよさを知り、自然や文化を愛し

郷土を愛する心を育むことをねらいとして

実施している。 

 縦割りグループで行動することを通し

て、異学年の児童間の協力と信頼の気持ち

を育てることができる意義深い活動であ

る。児童会の１２班の縦割りグループごと

に、２３年度は

下岡部・上石寺

・下石寺方面の

「稲村かるた」

に詠まれた地点

を訪れた。 

 

 朝の開会式にも民生児童委員さんや支援

ボランティアの方々が参加してくださりそ

の後児童と共に各ポイントを回って児童の

安全確保、ふれあいに努めてくださった。 

ポイントでは教師や地域の方から説明を聞
いたり、出された問題に答えたりするよう
計画されており、下岡部の屋中寺跡・稲村

神社、蓮池の彦根梨、曽根沼干拓記念碑、
下石寺分教場跡等のポイントでの話を地域
の支援員の方々から熱心に聞くことができ
た。 

 到着した下石寺運動場では、湖岸清掃等

の奉仕活動をしたり、集団ゲームをしたり

しながら、異学年集団の仲間で楽しく活動

をした。高学年が下学年の世話をするなど、

各学年の絆を深

めることができ

た。 

支援ボランテ

ィア・民生児童

委員、保護者の

方に温かく見守

っていただき、

安全に活動することができた。 

③  環 境 整 備 活 動  

各 学 年 の 教 科 に 関 連 し た 栽 培 活 動

の 支 援 は 、ひ ょ う た ん 栽 培 を 始 め 、米

作 り や 農 園 、花 壇 の 花 作 り な ど に 、多

大 な 支 援 を い た だ い て い る 。加 え て 今

年 度 は 、町 づ く り 協 議 会 の 方 々 に よ る

校 内 の 環 境 整 備 に も 力 を 入 れ て い た

だ き 、池 の 清 掃 や 、運 動 場 の 整 備 な ど

に も 専 門 性 を 生 か し た 支 援 を し て い

た だ い た 。  

３【事業の成果】 

 従 来 か ら 実 施 さ れ て い る 、読 み 聞 か
せ 活 動 や 、校 外 行 事 へ の 支 援 活 動・ふ
る さ と 学 習 へ の 支 援 活 動 は 人 材 バ ン
ク に よ り 、 充 実 し た 活 動 が 実 施 で き
た 。児 童 も 地 域 の 方 々 と の ふ れ あ い の
場 が 増 え る な ど 有 意 義 に 過 ご す こ と
が で き た 。  

さ ら に 地 域 の 各 種 組 織 の 長 で 構 成
さ れ て い る 安 心・安 全 町 づ く り 協 議 会
と の 連 携 に よ り 、広 く 環 境 整 備 面 に も
成 果 を 上 げ て い た だ く こ と が で き た 。 
４【今後の課題】 
 人 材 バ ン ク の 登 録 に よ り 、人 材 は か
な り 増 え て き た が 、今 後 も さ ら な る Ｐ
Ｒ に 努 め 、専 門 的 な 技 術 や 知 識 を 生 か
し て の 活 動 は も と よ り 、保 護 者 や 、地
域 の 方 々 が 気 軽 に 支 援 で き る 雰 囲 気
づ く り が 必 要 に な る と 考 え る 。  



 

 

大型絵本での読み聞かせ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの打ち合わせ

  

                                    【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝中学校】 
                                        
１【事業の趣旨】 
 『 「 子 ど も は 宝 、 地 域 の 子 は 地 域
で 守 り 育 て る 」 、 そ し て 大 人 も 育 ち
合 う 』 を 合 言 葉 に ス タ ー ト し た 支 援
事 業 、 ボ ラ ン テ ィ ア は も ち ろ ん 、 地
域 の 各 種 団 体 を 始 め 、 広 く 事 業 者 の
皆 さ ん や 公 民 館 、 近 く の お じ い ち ゃ
ん ・ お ば あ ち ゃ ん 等 、 地 域 を 挙 げ て
の 協 力 の も と 、 喜 ば し い 支 援 の 力 が
広 が り 成 果 に つ な が っ て い る 。 そ の
一 端 を 紹 介 し た い と 思 う 。  
 ま た 、 協 議 会 と し て は 新 し い 風 を
取 り 入 れ よ う と 近 江 八 幡 市 と の 交 流
を 行 っ て き た 。  
 
２【事業の概要、特色】 
 保 幼 小 中 の ８ 校 園 の 全 て で 取 り 組
ん で い る 。 子 ど も た ち は 、 い ろ ん な
体 験 を 積 み 上 げ る 中 で 自 分 と い う 人
間 性 を 磨 い て い く 。  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
        
       隣 の お っ ち ゃ ん 、 近           
        く の お ば あ ち ゃ ん は  
       子 ど も た ち に と っ て
身 近 な 方 々 な の で 、 自 然 と 話 も 気 軽
に で き 楽 し い 体 験 に な っ て い る 。  
           ま た 、 農 協

な ど の 公
共 施 設 な
ど か ら の
支 援 も い
た だ き 、子
ど も た ち
に と っ て
な か な か
で き な い  

体 験 を さ せ て も ら え て い る 。             
 ボ ラ ン テ ィ ア  
の 皆 さ ん に は 、  
当 初 か ら 、 読 み  
聞 か せ や 環 境 整  
備 、 地 域 学 習 等  
で 大 き く 子ども 
たちと関わっても 
らっている。 
 

 
また、今年はロン 
ドンオリンピック 
のマラソンに挑戦 
している北小学校 
の先輩、小谷君を 
『ようこそ先輩』 
として迎えること 
もでき、子どもた 
ちへの大きな刺激 
となっている。 
３【事業の成果】 
 先 に も 述 べ た よ う に 、 当 初 か ら 力
を 入 れ て き た 「 読 み 聞 か せ 」 や 「 環
境 整 備 」 は 、 ８ 校 園 全 て で 着 実 に 成
果 を あ げ て い る 。  
読 み 聞 か せ の ボ  
ラ ン テ ィ ア さ ん  
も 増 え て ４ ３ 名  
の 方 に 活 動 願  
っ て い る。 
 これは地域の多 
くの皆さんに支え 
られ、積み上げて 
いる支援事業であ 
り、子どもたちの 
育ちやボランティ 
アのやりがいなど 
の成果も大きい。 
「できる人が でき 
る時に できること 
を」と無理のない 
形での応援団であ 
ることをめざし、も 
っともっと浸透させていき、支援事業の 
充実につなげていきたい。 
          また、支援事業の

充実を求めて近江
八幡市との交流会      

           を実施した。 
          豊かな発想で多様      
          な支援に取り組ん 
          でおられる近江八
幡市や北里小の実践には学ぶべきところ
がたくさんあった。 
 
４【今後の課題】 
 た く さ ん の 体  
験 や 多 様 な 人 と   
の 交 わ り が 子 ど  
も た ち の 育 ち に  
と っ て と て も 重  
要 で あ る 。 こ れ  
ま で 積 み 上 げ て き た 実 践 に 新 た な 取
り 組 み を 加 え て 力 強 く 歩 ん で い き た
い と 思 う 。  

マラソン大会に ようこそ先輩  

近くの農家さんの協力で  

地域学習･･板金屋さんで  

ニゴロブナの放流･･美土里ﾈｯﾄ  

地域学習･･曽根沼の歴史

プランター準備のボランティア



 

 

学校と地域をつなぐ学校支援地域本部    【 近 江 八 幡 市 】  

                                           【近江八幡市学校支援地域本部】 

１【事業の趣旨】 

 地域住民がボランティアとして学校の教育

活動を支援する「学校支援地域本部」を設置

し、地域全体で学校教育を支援する体制づく

りを確立するために実施する。 

 そのために、近江八幡市に１つの学校支援

地域本部を設置し、島小学校、沖島小学校、

岡山小学校、北里小学校、武佐小学校、安土

小学校、老蘇小学校、八幡西中学校、安土中

学校の９学校に各１名(八幡西中除く)の地域

コーディネーターを配置して学校教育を支援

するモデルシステムを学校を舞台にして構築

する。９学校の取組を市内全域に発信して、

地域全体で子どもを守り育てるための土壌を

創りあげ、子どもと共にその効果を市内全域

に拡げていくことを目的とする。 

２【事業の概要、特色】 

＜ねらい＞ 

①地域の教育力の活性化をめざす 

②地域の方が社会教育で学んだ成果を生かす場をつくる 

③教員が子どもと向き合う時間の拡充をめざす 

 

学校と地域との連携体制の構築を図るもの 

 地域住民が学校を支援するボランティアとして活動 

     するための体制を整備; 

 

近江八幡市学校支援地域本部実行委員会 

 地域全体で学校教育を支援する体制づくり

を確立するため、学校に地域コーディネータ

ーを配置し、地域ボランティアの活用、地域

教育力の向上等の推進支援に関するうえでの

諸課題について協議し、連絡調整を図りなが

ら普及を図る。 

＜活動内容＞ 

(1)実行委員会の開催(年３回) 

(2)支援ボランティア研修会の開催(年３回) 

(3)学校支援メニューフェアの開催(年２回) 

(4)コーディネーター会議の開催(年３回) 

(5)地域・企業との連携授業支援 

 ・島小(茶道師範、滋賀県交通安全協会、フ 

    ジノ食品、おでかけ演奏会) 

 ・沖島小(茶道師範、京都新聞、フジノ食品) 

・金田小(おでかけ演奏会) 

 ・桐原小(おでかけ演奏会) 

・馬淵小(フジノ食品) 

・北里小(琵琶湖よし笛レイクリード) 

・安土小(おでかけ演奏会) 

・武佐小(ワコールツボミスクール) 

・老蘇小(滋賀次世代文化芸術センター) 

・安土中(茶道教室) 

(6)滋賀の教師塾との連携  
(7)ボランティアリーフレットの作成  

(8)実践事例集の作成 

(9)市内学校への広報と支援（指導・助言） 

近江八幡市学校支援地域本部 

 □島小学校  
 □沖島小学校  

 □岡山小学校  
 □北里小学校 地域コーディネーター     

 □武佐小学校 の配置(８人) 

 □安土小学校  

 □老蘇小学校  
 □八幡西中学校 

  □安土中学校  

  各学校に学校支援ボランティア室をつく

り、そこを拠点として活動を実施する。 

＜活動内容＞ 

(1)地域教育協議会（会議）の開催 

(2)支援ボランティア会議等の開催 

(3)実際の支援活動 

(4)成果発表会（報告会）の実施 

(5)人材バンク作成と整備 

・小中学校区に地域コーディネーターを配置し、地域

教育協議会、学習支援ボランティア、学校担当者で構

成される。 

・学校への支援ボランティアの人材を地域から募り、

人材バンクの作成と学校支援ボランティアの組織、活

動支援の調整と実施を行う。 

・学校支援地域本部の広報、啓発チラシ・ポスターに

よる広報活動を行う。 

☆地域コーディネーターの活動☆ 

(1)学校から要請された活動へボランティア派遣と調  

 整および協力 

(2)ボランティアの発掘と育成 

(3)学校支援ボランティアバンクの作成と整備 

☆支援ボランティアの活動☆ 

(1)地域コーディネーターから支援ボランティアへの  

 参加募集 

(2)参加希望のあるボランティアの登録(活動保険は市 



 

 

㈱ 滋 賀 ダ イ

ハツ販売  

後藤社長  

滋 賀 次 世 代

文 化 芸 術 セ

ンター長  

斉 藤 前 県 教

育長  

 で一括加入) 

(3)ボランティアは学校で活動支援 

３【事業の成果】 

近江八幡市学校支援地域本部実行委員会 

 構成；委員…１５名(事務局員２名) 

(1)実行委員会の開催 

   ①６月６日（月）10:00～12:00 

   ・規程、実施要項、役員選出 

   ・年間事業計画と日程協議 

   ②１２月９日（金）13:30～16:00 
   ・岡山小学校視察（6 年生社会科「戦争体験についての講話」） 

     ・学校支援地域本部の推進について 

  ③２月 13 日 (月 ) 13:15～16:45 

  ・今後の目標について  
(2)研修会の開催 

①学校支援ボランティア研修会 

日時：６月 14 日（火）13:30～17:15 

会場：安土町総合支所防災センター会議室 

参加者：４６名(各学校のボランティア等) 

 第１部・ワークショップ  
○子どもに寄り添うボランティアの大切さと  

 は？  
○地域と学校をつなぐコーディネートとは 

 津屋結唱子さん(滋賀次世代文化芸術センター 

 副代表・トータルコーディネーター） 

 第２部・講演  
 「地域の力を学校へ」  
 斉藤俊信さん(滋賀次世代文化芸術センター長) 

 ワークショップでは、子ども支援に関わる

ボランティアにとって大切なこととして、コ

ミュニケーション、利他愛の力、謙虚さであ

ること、キーワードは、バランス感、思いや

り感、直感、幸せ感、楽しみ感、一番大切な

ことは苦楽しいことであることを学んだ。講

演では、斉藤前滋賀県教育長からヨコヨコ、

ニコニコ、ドンドンのキャッチフレーズで、

地域の力を学校へという理念に基づき、しが

学校支援センターなど具体的な事業を次々と

実現されたことや実行力・行動力・発想力・

具体化力の  
大切さを学  

んだ。 

 

 
 

 
 

 

②学校支援地域本部研修会 

日時：１１月２９日（火）14:30～16:45 
会場：武佐小学校 和室・体育館 

参加者：１５７名(各学校の教職員、支援ボランティア、企業等) 

内容：講演・ぷちメニューフェア in 武佐小 

第１部・講演 
○３つの幸せ 

後藤敬一さん(滋賀ダイハツ販売株式会社社長) 

 滋賀掃除に学ぶ会代表世話人でもある後藤氏よ

り、トイレ掃除に学ぶ３つの幸せと５つの効果につ

いて学ばせていただいた。近年は卒業記念に学校の

トイレ掃除 

の指導を依 

頼する学校 

も多いそう 

である。 

 

 

 

 

○第２部・ぷちメニューフェアin武佐小 

 12団体・企業が学校支援プログラムをブースで紹

介した。武佐小５・６年児童 62 名と武佐小教員も

参加し、学校支援地域本部関係者とともに、プログ

ラムを体験した。フェアを機に、沖島小と京都新聞

社、武佐小と(株)ワコール、北里小と琵琶湖よし笛

レイクリードとの連携授業も決まった。フェア後の 

企業・団体と教員の意見交換会の場もお互いの思い

を知る貴重な機会となった。 

③学校支援地域本部シンポジウム 

日時：２月１３日（月）13:15～16:45 

会場：ひまわり館 １Ｆホール 

第１部・講演 

「白熱教室～これからの学校支援の話をしよう～」 

出口寿久さん(和歌山大学地域連携・生涯学習セン

ター長・教授/元文部科学省社会教育課ボランティ

ア活動推進専門官) 

 文部科学省で学校支援地域本部を企画した元担

当官の出口教授が、なぜ学校支援地域本部を企画し

たのか、何をめざしたのかを会場の意見も求めなが

ら熱く語った。 

第２部・公開実行委員会 

 出口教授を司会・コーディネーターに、学校支援

ボランティア等にも公開し、会場の意見も随時求め

る形で、実行委員会を開催し学校支援地域本部が今

後目指す方向について熱く議論した。 

(3)学校支援メニューフェアの開催(年２回) 

①学校支援メニューフェア in 近江八幡 

 ７月 22 日(金)13:30～17:30 

 会場：安土町総合支所防災センター 

 滋賀県教育委員会生涯学習課と滋賀次世代



 

 

㈱ 大 阪

ガ ス の

液 体 窒

素実験  

滋 賀 県

獣 医 師

会 ・ う

さ ぎ の

心 音 を

聞こう  

文化芸術センターの御協力もいただきなが

ら、28 の企業・団体が学校支援メニューを各

ブースで教職員に紹介し、終了後意見交換会

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学校支援ぷちメニューフェア in 武佐小 

 ７月の市全体のメニューフェアと比べれ

ば、出展者も参加者も少なかったが、武佐小

児童が参加したので活況を呈した。出展者と

教職員がきめ細かく意見交換をできたので連

携授業もフェア当日に３件決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)コーディネーター会議の開催(年３回) 

①６月 27 日(水)10:30～12:00 岡山小学校 

②７月６日(水)9:20～11:30 北里小学校 

③10 月 18 日(火)14:30～16:30 島小学校 

 「何をしたらよいかわからない」という新

規コーディネーターの声に応えて、コーディ

ネーターの意見・情報交換の場として会議を

開催した。会議に合わせて地域との連携授業

を視察したり、北里小・村井校長による学校

支援の要諦についての講話を実施した。 

(5)地域・企業との連携授業支援 

 滋賀県や市開催のメニューフェア出展者な

どの中から、学校教育に生かせそうなプログ

ラムを持つ企業・団体を生涯学習課から積極

的に情報提供したり、連携授業を持ちかけて、

学校と企業・団体をコーディネートした。 

(6)「滋賀の教師塾」との連携  

 滋賀県教育委員会教職員課との連携・協力

により、「滋賀の教師塾」の塾生を学校支援

はちてぃ (はちまん・ティーチャーズ・エッグ )
ボランティアとして、学校支援地域本部実施

校に受け入れる事業を創設した。塾生に学校

と塾の両者のニーズによる教育現場の体験実

習を通して幅広い視野を持った教師を養成す

ることが目的である。学習活動、特別活動、

総合的な学習の時間への支援・援助等を主な

実習内容とする。  

 23 年度は３名の塾生を受け入れた。  
 ・京都橘大学２名 (小学校に配属 ) 

 ・京都教育大学１名 (中学校に配属 ) 
(7)ボランティアリーフレットの作成  

 守秘義務の徹底や児童・生徒への公平な対

応など学校支援ボランティアとして基本的に

身に付けておいてほしいことを簡単に紹介し

たリーフレットを作成してほしいという学校

の要望に応えて、ボランティアの心構えなど

を簡単に紹介したリーフレットを作成した。  

(8)実践事例集の作成 

 市全体としての取組状況と成果と課題、９

学校の実践事例、次年度に向けての方向性に

ついて掲載する。 

(9)市内学校への広報と支援（指導・助言）  
 市内幼・小・中学校と関係機関等に実践事

例集を配布したり、校長会、教頭会等で学校

支援地域本部の研修会への参加を促すなど市

内全小中学校への事業周知に努めた。 

４【今後の課題】 

○成果  
 ２１年度からのスタートで本事業も３年目

となり、スムーズに事業を継続し、各本部と

も充実した実践ができた。学校に地域の方々

が来校されることで、子どもたちの表情が豊

かになり、支援ボランティアの生きがいづく

りにもつながった。双方にとって良い効果が

表われている。当初、３校で始まった本事業

も今年度は９校にまで拡充できた。  
○課題 

(1)地域コーディネーターと学校側の十分な

コミュニケーションの時間を確保することが

課題である。 

(2)平成２４年度以降も予算が減額になる中

で実施校を拡充し事業を継続するためのアイ

デアと方策を検討したい。 

(3)新学習指導要領により教師の負担が増加

し教員が地域との連携に時間を割きにくくな

ってている。この部分を支援していきたい。 

(4)今後、全小中学校に拡充していくための財

源確保(特にコーディネーターの人件費)が課

題である。 



 

 

地域との連携を深め学校教育の充実のために 【近江八幡市】 

                              【学校支援地域本部名：島小学校支援地域本部】 
１【事業の趣旨】 
 
 教育基本法には、「学校、家庭及び地域
住民等の相互の連携協力」の規定が新設さ
れ、これまで以上に学校、家庭、地域の連
携協力のもとで教育を進めていくことが不
可欠となっている。  

島小学校学校支援地域本部は、これを具
体化するための中心的役割を担い、学校・
家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子
どもを育てる体制を整えることを目的とし
ている。  

そして、学校教育の充実、生涯学習社会
の実現、地域の教育力の向上を図るため活
動に取り組んでいる。 
 
２【事業の概要、特色】 
 

本 年 度 は 、１ 年 目 と い う こ と も あ り
以 下 の よ う な 計 画 を 立 て 取 り 組 ん だ 。 

実 施  
期 間  

内   容  場
所

４ 月 ～  
３ 月  

見 守 り 隊 ・  
ス ク ー ル ガ ー ド の 方 々
に よ る 下 校 指 導  

各
通
学
路

月 ３ 回  
火 曜 日  

読 書 ボ ラ ン テ ィ ア に よ
る 絵 本 等 の 読 み 聞 か せ  

各
教
室
 
そ
の
他

５ 月
～  

３ 月  

１
年  

・ 「 昔 遊 び 名 人 」 支 援  

２
年  

・ 生 活 科 「 生 き 物 探 し 」
ま ち 探 検 支 援  

・ 焼 き い も 会 支 援  
３
年  

・ 「 ま ち 探 検 」 支 援  
・ 「 ヨ シ 学 習 」 支 援  
（ ヨ シ 簾 工 場 見 学・ヨ シ

刈 り 体 験 等 の 支 援 ）  
・社 会 科「 私 た ち の 町 で

作 り 出 さ れ る 物 」  
（ 畑 見 学・愛 菜 館 見 学 ・

ロ ッ テ 工 場 見 学 支 援 ）
・農 業 や 漁 業 に 関 す る 話

を し て く だ さ る 方 を
依 頼 す る 際 の 支 援  

・「 昔 の く ら し 」に 関 す
る 話 を し て く だ さ る
方 の 依 頼 支 援  

４
年  
 
 
 

・ 「 菜 種 学 習 」 支 援  
 （ 菜 種 刈 り・種 落 と し

体 験 等 の 支 援 ）  
・ 馬 淵 浄 水 場 見 学 支 援  
・ 警 察 署 見 学 等 支 援  

５
年  

・「 田 ん ぼ の 学 校 」支 援
（ 田 植 え ・ 稲 刈 り ・
魚 道 の 生 き 物 調 べ ）  

６
年

・ 歴 史 学 習 （ 室 町 文 化 ）
「 茶 道 体 験 」 支 援  

・ 「 調 理 実 習 」 支 援  

は
ば
た
き

・ 「 そ ば 学 習 」 支 援  
 （ そ ば の 栽 培・収 穫 ・

粉 ひ き ・ そ ば 打 ち 体
験 の 支 援 、石 臼 の 話 ）

全
校

・ 「 島 ア ド ベ ン チ ャ ー 」
(全 校 遠 足 )実 施 支 援  

・ 運 動 会 実 施 支 援  
・「 島 小 子 ど も 祭 り 」実

施 支 援  
・ 果 実 の な る 木 の 世 話  
 （ 桃・干 し 柿 作 り 支 援 ）

な ど  
・「 ス キ ー 教 室 」（ ボ ラ

ン テ ィ ア 募 集 ） 支 援  
 
【 歴 史 学 習（ 茶 道 体 験 教 室 ）】の 支 援  

１ 日時：６月２９日５時間目  
２ 内容：６年「茶道体験教室」  

 ３ 概要：  
この茶道体験教室は、社会科学習指導要領「京

都の室町に幕府がおかれたころ、雪舟によって我

が国の水墨画を代表する作品が生み出されたこ

とがわかるようにするとともに、ここで生まれた

文化は今なお多くの人々に親しまれていること」

「その際、能・茶の湯、生け花なども関連的に取

り上げること」の学習を受けて設定した。  
 この体験教室の講師として、人生伝承塾の一環

として遠州流の木俣先生にご指導をいただいた。 
 木俣先生には、部屋に入る際の御挨拶の仕方や

床の間の鑑賞の仕方や３段階の御挨拶の仕方等

のお話の後、お手前を拝見した。その後、児童は

２つのグループに分かれ、一方はお菓子のいただ

き方やお茶のいただき方、もう一方は、お茶をた

てる体験等を行った。  
  
 
 
 
 

茶 道
体 験 教 室 の 様 子  
 
【 そ ば 打 ち 体 験 教 室 】 支 援  
１ 日時：１２月１２日（月曜日）２～５時間目  



 

 

２ 内容：はばたき「そば打ち体験教室」支援  
３ 概要：  

はばたき学級の子ども達が、そばを育て、実を

収穫・乾燥し、自らの手で粉にひき、「そば打ち

体験」を行った。その際に「そば打ち名人」であ

る平井安春先生に指導していただき、自家製そば

を味わった。 
 
 
 
 
 

 
【 ３ 年 社 会 科 見 学（ 愛 菜 館 ）】の 支 援  
１ 日時：１０月１３日木曜日３・４時間目  
２ 内容：３年社会科見学（愛菜館）の支援  
３ 概要：  
 社会科学習指導要領「地域には、生産や販売に

関する仕事があり、それらは自分たちの生活を支

えていること」「地域の人々の生産や販売につい

て、見学したり調査したりして調べ、それらの仕

事に携わっている人々の工夫を考えるようにす

る」を受けて、地域のお店「愛菜館」見学を設定

した。  
 愛菜館では、マネージャーの方から来客数や野

菜の種類、それらの野菜はどこから来ているの

か、生産者の方々の人数、日頃心がけておられる

ことなどをていねいに教えていただくことがで

きた。また、お店の見学をさせていただき、売っ

ている品物の種類を調べたり、数人のお客さんに

「このお店に来られているわけ」を尋ねたりして

学習を充実させることができた。  
 最後に、愛菜館の御厚意により、落花生の収穫

体験をさせていただいた。多くの子どもたちにと

って初めての体験であり、みんなが大きな袋をか

かえ、お土産として持ち帰ることができた。 
 
 
 
 
 
 

 
【 校 庭「 実 の な る 木 」の お 世 話 】支 援  

１ 日時：６月２２日（水曜日）  
２ 内容：校庭にある「実のなる木（桃）」の  

袋かけ等の支援  

３ 概要：  
日頃御協力いただいているサポーターの方

々に、暑い中、１００個以上にもわたり校庭の

「桃の木」の袋がけをしていただくことができ

た。 

 
【 ３ 年 ヨ シ 学 習 】 の 支 援  
１ 日時：見学１０月１７日（月曜日）  

体験１２月８日（木曜日）３・４時間目  

２ 内容：３年「ヨシ学習」及びヨシ刈り体験  
３ 概要：  

地域の西川様のヨシ簾工場を見学させていた

だくと共に、管理されている場所をお借りして

「ヨシ刈り体験」をさせていただいた。子ども達

は、途中から「刈る係」「運び出す係」など、自

然に役割分担をし、２束（約１５０本）を刈る体

験を行うことができた。 
 
ヨシ刈りの様子↓ 

ヨシ簾工場の見学↑ 

 
 
３【事業の成果と今後の課題】 
 本 年 度 は 、初 年 度 と い う こ と も あ り 、「 学

校 教 育 の 充 実 」に 寄 与 し て も ら え る よ う 地

域 の 方 々 の 支 援 を 組 織 化 す る よ う に 心 が

け て き た 。  

上 記 の 活 動 の 他 、「 島 ア ド ベ ン チ ャ ー（ 全

校 遠 足 ） 」 や 「 ス キ ー 教 室 」 の 支 援 （ 安 全

管 理 等 を 含 む ）を は じ め と し て 、島 学 区 町

づ く り 協 議 会・島 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー と

の 連 携 を 図 り 、学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 方

々 の 組 織 化 に 努 め た 。  

 今 後 は 、既 存 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 組 織 化

の 充 実 を よ り 進 め る と 共 に 、学 校 ボ ラ ン テ

ィ ア に 関 心 あ る 方 々 を 新 規 に 開 拓 し て 組

織 化 を 図 り 、学 校 教 育 の 充 実 ・ 生 涯 学 習 社

会 の 実 現 、地 域 の 教 育 力 を 高 め る こ と に 寄

与 で き る よ う 努 め た い 。  

（ 学 校 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 後 藤 紀 代 子 ） 



 

 

地域を学校教育の学びの場に 【近江八幡市】 

                                 【学校支援地域本部名：沖島小学校支援地域本部】 
１【事業の趣旨】 
 近年、保護者や地域住民の願いや意見を学
校経営に反映させたり、地域人材の協力を得
て地域学習を推進したりするなど、地域に根
ざした開かれた学校づくりが求められてい
る。また、豊かな人間性や社会性を育むため
には、児童の発達段階に応じた豊かな体験活
動を重視した教育活動の充実に努めなければ
ならない。そこで、地域住民がボランティア
として、学校教育を支援する「学校支援ボラ
ンティア」を設置し、学校・家庭・地域が一
体となって学校を支援する体制づくりを確立
するとともに、地域の教育力の向上を図って
いきたい。そのため、学校が、家庭・地域へ
情報を発信し、学校教育の理解と協力をいた
だき、地域人材の発掘と地域教材の開発に努
める。  
 
２【事業の概要、特色】 
○ 人 と の 出 会 い ・ 体 験 活 動 の 重 視  
（ １ ） ふ る さ と 学 習  

本校は、周囲をびわ湖に囲まれた自然豊か
な環境にある。しかし、島は、若年層の島離
れが進み、少子高齢化である。基幹産業であ
る漁業は、外来魚が増え、昨年度の沖島漁業
組合の漁獲量は、ピーク時の６分の１に当た
る約１千トンであった。正組合員の数も３分
の２の約１００人まで減っている。また、漁
具の出費や燃料費の高騰など支出が増えてい
るが、魚の値段は２０年前と変わらず、さら
に値下がりをしていることもあり、展望が見
えない厳しい状況である。そのため、昨年度、
自治会・沖島漁業協同組合、「２１世紀夢プ
ラン」が中心となり、「うなぎ祭り」「ふな
ずしの講習会」「外来魚のペットフード作り」
などを企画し、島の活性化を図っておられる。 
 以前は、祖父の仕事を手伝い、漁に出てい
た児童がいたが、今は沖島で暮らしていても、
漁業について知らないという実態がある。  
 そこで、地域の人が工夫を重ね、努力され
てきたことや、沖島の漁業の再生を目指した
熱い思いを子どもたちに感じとってほしいと
願い、学校支援ボランティアの協力を得て、
沖島漁業についての地域学習を行った。この
学習を通して、子どもたちは、自信をもって
地域のことを語れるようになってほしい。そ
のことがふるさとを誇りに思い、ふるさとを
大切にすることにつながると考えている。  
 
①  燻 製 や み り ん 干 し 作 り 体 験 活 動  

沖島漁業組合に協力していただいて、外来
魚や商品にならないびわ湖の固有種（うぐい、
はす）を使って、コロッケや燻製、みりん干
しにして商品化を進めておられる取組を見学
して、聞き取りをするとともに、背開きや天
日干し、燻製にする活動を体験し、漁師の方

の工夫や苦労、努力や喜びについて学ぶ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② ふ な 寿 司 体 験  

沖島の各家庭で漬けられている「ふなずし」
の塩きり、洗って天日干し、御飯をつめて漬
ける作業を体験して、郷土の食文化を伝承す
る。そして、新しく開発されたふなずしの漬
け方について取材をして違いを調べた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 漁 業 体 験 （ う な ぎ 漁 、 エ ビ 漁 ）  

６年生の児童には、テーマを決めて、漁業
体験をした。自分の目で見て、心で感じて、
再生を目指して取り組んでおられる沖島の漁
師の方の熱い思いを感じ、将来の沖島につい
て考えた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 職 員 研 修  

子 ど も へ の 学 習 支 援 だ け で な く 、職 員
研 修 に も 協 力 し て い た だ い た 。漁 業 組 合
長 に 沖 島 漁 業 の 現 状 や 将 来 の 展 望 に つ
い て 話 を 聞 く 。ま た 、ビ ワ マ ス 漁 の 漁 業
体 験 を し て 、漁 師 の 工 夫 や 苦 労 に つ い て
学 ぶ と と も に 、地 域 教 材 の 開 発 に 取 り 組
ん だ 。  
 
（ ２ ） 遠 泳 大 会  
 本 校 の 特 色 で も あ る 遠 泳 大 会 は 、波 や
風 が あ り 、４ 年 生 以 上 で は 、足 の つ か な
い 自 然 の 中 で １ ｋ ｍ 泳 ぐ こ と は 、子 ど も



 

 

た ち に と っ て 貴 重 な 体 験 で あ り 、勇 気 や
が ん ば る 気 持 ち に つ な が る 学 習 あ る 。ま
た 泳 ぎ 終 え た 時 の 達 成 感 や 充 実 感 も す
ば ら し い も の が あ る 。し か し こ の 遠 泳 大
会 を 実 施 す る た め に は 、た く さ ん の 保 護
者 や 地 域 の 人 の 支 援 が 必 要 で あ る 。当 日
ま で に 、会 場 の 清 掃 か ら 下 学 年 用 の コ ー
ス と 上 学 年 用 の １ ｋ ｍ の コ ー ス の セ ッ
テ ィ ン グ に 協 力 い た だ い た り 、琵 琶 湖 で
の 練 習 と 当 日 に は 、救 助 艇 と し て 漁 船 を
出 し て も ら っ た り し た 。さ ら に 終 了 後 の
昼 食 を つ く っ て い た だ く な ど 、ほ と ん ど
指 示 を し な く て も 、動 い て も ら え る の は
非 常 に あ り が た
い こ と で あ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
（ ３ ） 沖 島 太 鼓  

本 校 で は 、全 校 ク ラ ブ と し て １ 年 生 か
ら ６ 年 生 の 全 校 児 童 に よ る 沖 島 太 鼓 に
取 り 組 ん で い る 。毎 週 火 曜 日 に １ 時 間 練
習 し 、普 段 は 教 師 が 指 導 し て い る が 、年
に 数 回 専 門 の 指 導 者 に 来 て い た だ い て
技 術 的 な こ と な ど を 指 導 し て も ら っ て
い る 。練 習 し た 成 果 は 、入 学 式 や 市 内 音
楽 会 で 披 露 し て い る 。ま た 、毎 年 地 域 の
夏 祭 り や 文 化 祭 に は 、子 ど も た ち の 発 表
の 場 が 設 け ら れ 、 恒 例 行 事 と な っ て い
る 。島 で は 、こ の 沖 島 太 鼓 を 大 切 に さ れ 、
自 治 会 か ら も 、沖 島 太 鼓 の 活 動 を 応 援 い
た だ き 、 た い へ ん 助 か っ て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ４ ） 茶 道 体 験  
 体 験 学 習 の 一 つ と し て 、地 域 支 援 コ ー
デ ィ ネ ー タ ー の 紹 介 で 茶 道 体 験 を 取 り
入 れ た 。 茶道
の精神である相
手 を 思 い や る
「おもてなし」
の心を茶道の作
法やお点前を通
してふれること
をねらいに実施
した。子どもた
ちも初めての経

験とあって、少し緊張していたが、興味をも
って、礼儀正しく学習することができた。 
 
（ ５ ） わ く わ く 子 ど も 料 理 教 室  
 学 校 支 援 メ ニ ュ ー 登 録 企 業 の 協 力 に
よ り 、シ ェ フ に 学 校 に 来 て い た だ き 、本
格 的 な 調 理 実 習 を 子 ど も が 主 体 と な っ
て 行 っ た 。保 護 者 は 、子 ど も の 様 子 を 参
観 し 、 作 っ た 料 理 を 親 子 で 食 べ な が ら 、
食 生 活 に つ い て 学 ぶ こ と が で き た 。  
 
３【事業の成果】 
・ ふ る さ と 学 習 は 、 島 の 方 が 協 力 的 で 、
ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー と し て 話 を し た り 、
学 校 の 要 望 に 答 え 、さ ま ざ ま な 体 験 活 動
を さ せ て い た だ い た 。 地 域 の 人 と 出 会
い 、自 ら 体 験 す る こ と で 、人 々 の 思 い や
願 い を 心 に 感 じ た こ と を 新 聞 な ど に ま
と め 、伝 え る こ と が で き た 。ま た 沖 島 の
漁 業 の 今 後 に つ い て ま と め る と 、今 ま で
沖 島 漁 業 の マ イ ナ ス 面 し か 気 づ い て い
な か っ た 子 ど も た ち が 、 学 習 を 通 し て 、
課 題 よ り 明 る い 展 望 に つ い て 多 く ま と
め る こ と が で き た こ と は 、大 き な 成 果 で
あ っ た 。ま た 漁 業 に 従 事 す る 人 た ち か ら
も 、子 ど も た ち が 活 性 化 に 向 け た 取 組 を
学 ん で く れ る こ と を 評 価 し て い た だ い
た 。   
・学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に 地 域 の
産 業 や 文 化 を 子 ど も た ち に 伝 え て い た
だ い た 。そ し て 、そ の こ と を 通 し て 、子
ど も た ち と の 人 間 関 係 を 深 め る こ と が
で き 、地 域 が 学 校 教 育 の 機 能 の 一 部 と し
て 、 学 び の 場 に な っ て い る 。  
・地 域 の 人 と の 出 会 い は 、子 ど も だ け で
な く 、教 師 も 人 間 関 係 や 地 域 と の 連 携 を
深 め る こ と が で き 、学 習 の 教 材 化 や 充 実
を 図 る こ と が で き た 。  
 
４【今後の課題】 
・地 域 の 方 の 中 に は 、今 ま で 体 験 し た こ
と や 知 識 を 子 ど も た ち に 伝 え て い き た
い と い う 熱 い 思 い を も っ て お ら れ る 方
が お ら れ る 。そ の 方 の 生 き が い や 活 力 と
な る 受 け 皿 を つ く っ て い く た め に は 、学
校 の ニ ー ズ を 家 庭 や 地 域 に 発 信 す る と
と も に 、地 域 に 足 を 運 び 、地 域 の 方 と の
出 会 い を つ く っ て い か な け れ ば な ら な
い 。  
・現 在 の 受 け 皿 は 、ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー
な ど 個 別 的 な も の や Ｐ Ｔ Ａ と し て 、自 主
的 な 支 援 が 多 い 。今 後 は 、学 校 支 援 ボ ラ
ン テ ィ ア と し て 体 制 的 な 受 け 皿 を 作 り
上 げ て い く 必 要 が あ る の で は な い か 。  
 



【近江八幡市】さあ、深めよう！学校支援ボランテイア

【 】学校支援地域本部名：岡山小学校支援地域本部
１【事業の趣旨】

本校は近江八幡市における本事業の拡大
を図るため、 年度の 学期から事業展21 3
開を行っている。
校区は田園に囲まれ、自然にも恵まれて

いる。また、環境を考えた暮らしの新興住
宅地もあり、県内外からの居住者もいる。
そして、本校区はコミュニテ センターイ

の活動や町の行事が、非常に熱心に行われ
ており、地域ぐるみで子どもを育てていこ
うとする気風がある。さらに学校への期待
も強く、学校に対しても協力的で支援も大
きい。まさに、学校を地域連携の核と捉え
て、その伝統性、歴史性、文化性、シンボ
ル性を大切にしつつ、住民相互の顔が見え
る関係づくり、子どもを中心に捉えた｢縁
結び｣、｢絆づくり｣、さらには、小学校を
核にした｢まちづくり｣を進めて行こうとす
る環境が整った地域と言える。

２【事業の概要、特色】
今年度の岡山小学校のめざす子ども像

かんは、 おもいやりのある子お－ か－
やる気のある子 まながえる子 や－ ま－

びあう子である。
これらの教育目標を受けて、本事業では

地域と連携しながら、事業を進めてきた。
子ども達が将来の希望や夢の実現に向け
、 、て 教職員と学校支援ボランテ アの方がイ

子ども達の｢確かな学力｣と｢豊かな人間性｣
の育成という、共通の願いに向けて一緒に
活動することは、学校と家庭・地域の信頼
関係を深めることにも繋がる。

これは、保護者だけでなく、地域に暮ら
す全ての大人の願いでもある。

また、学校支援ボランテ アの方々にとイ

っては、培ってこられた知識や技術、経験
を発揮する場となるとともに、活動を通じ
て自らの生き甲斐や、人と人との繋がりを
築いていくことにもなり、生涯学習の機会
になると考える。

学校支援ボランテ ア活動の更なる広がイ

りを通じ、未来を担う子ども達の育成と、
地域の教育力の向上、地域の活性化に向け
た環境づくりを進める。

《具体的な活動の様子》
本校では、本事業を受託する前からも学

校支援ボランテ アが関わる内容は多く展イ

開されてきた。
①ブラスバンド活動

ブラスバンド活動は、昭和 年に滋賀56
県で開催された｢琵琶湖国体｣以前から編成

33されたのが始まりで、以来、今日まで
年の歴史を刻んでいる。この活動は、６年
生全員が総合的な学習の時間に取り組み、

秋季運動会や校内の諸行事、学区体育フェ
ステ バル等で発表している。イ

今年は、校区の奇特な方の寄付金で、楽
器や衣装が新しくなり、運動会でお披露目
もあった。
この 年生の晴れの舞台は、会場を熱気6

に包み、低学年の児童さえ｢私も 年生に6
なったらトランペットを吹きたい。｣と心
揺さぶる。
また、本校の保護者や祖父母の中には、

ブラスバンド経験者の方々も多く、親子の
、 、みならず 家族に共通した話題へと発展し

一家の絆を深める役割も果たしている。
②生け花ボランテ アイ

毎週学校の正面玄関には、６０代の女性
ボランテ アさんによる美しい生け花が飾イ

られる。生け花の側には、花の色に合わせ
た色鉛筆で花の名前が記されている。
子ども達は、紙に記された花の名と、生

け花の花を見比べ、友達と話し合う姿も見
受けられる。
③天井アートボランテ アイ

生け花の飾られた、正面玄関の奥の天井
や壁面には、季節ごとに自然や「節気 ・」
社会情報等に関わる、手作り作品が展示さ
れる。例えば 月はクリスマスを迎える12
ため、サンタクロースの衣装や、廃材を利
用したトナカイ、トレイを再利用した星々
が煌びやかに飾られている。なでしこジャ
パンの輝かしい活躍のスポーツ新聞や、数
々の手作りブラックボックスも子ども達の
人気の場所である。
④お話玉手箱ボランテ アイ

毎週水曜日の始業前に、各学級で教職員
とローテーシ ンを組みながら、毎回６～ョ

７名のボランテ アさんが、本の読み聞かイ

せをしてくださる。
どの学級も、子ども達は真剣に静かに聴

き入っている。
読み聞かせ後、コーディネーター室に集

まっての話題は、次回の本の話題や情報交
換等、ここでも地域の温かい絆が生まれて
いる。そして 「子ども達から、元気をも、
らえて嬉しいです 」との声がしばしば聞。
かれる。
⑤図書ボランテ アイ

図書の整理や修繕、飾り付け等子ども達
が図書室に魅力を感じ、多くの本との出合
いを楽しんでもらうための工夫を懲らして
くださっている。 名のボランテ アさん17 イ

が週 回午前・午後の ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ活1 2
動している。

ここでも、入り口には季節の飾り物や新
刊本の紹介等、楽しい工夫が見られる。

また、市立図書館ともよく連携され、研



修会にも積極的に参加されている。
一部抜粋）⑥その他のボランテ ア事例（イ

（ＰＴＡ）・校内環境整備
スクールガード・

（各学年）・スクラム教室
（毎週火曜日 年）・楽しい理科学習 6

（５・６年）・英語活動
（公民館と共に）・泥んこドッジボール大会

（ 年以上有志公民館と共に）・通学合宿 4
・田んぼの子活動

（５／２年田植え・稲刈り・収穫祭）

（全学年水泳インストラクター）・河童応援団
（年 回）・親子資源回収 2

（４年 クリーンセンター・パッ・ゴミ探検隊
カー車）

（民生委員）・ 1 年生を迎える会
・岡山のお宝見つけツアー（ ）3 年

（夏野菜の育て方 年）・畑の名人 2
年市内理科研究会）・デンプンの学習（ 6

・ガラス細工（ ）2 年ＰＴＡ

（ 年）・大工名人さん訪問 2
（ 年）・ソロバン学習 4
（５年ミシン学習）・エプロン製作

作（６年ミシン学習）・ナップサック製
（ 年おうみ作業所長講話）・障害児者理解 4
（ 年大房町）・コスモス探検 2

（大阪ブラスバンド）・金管コンサート
（ ）・託児ボランテ アイ 学習参観・期末懇談会

（ 年歯科医）・歯の健康 5
（ 年地域住民）・秋の宝物で工作 1

（ 年青山氏の承水溝の話）・干拓事業 4
（ 年山本氏の人権学習）・ようこそ先輩 6

（ 年）・おうみ作業所の見学 4
（ 年原田氏とダグラス君）・盲導犬と共に 4

（ 年理科・エコ学習 5
県地球温暖化防止活動推進員 深尾氏 柏氏）

▲LED体験 ▲ソーラー発電

（ 年アイヌ人居壁氏の生き方に・アイヌ学習 4
学ぶ）

（ 年福祉教育・認知症理解学習 4
市健康推進員１６名）

（ 年福祉教・おばあちゃんのたんじょうび 1
育・幼稚園保護者５名のペープサート）

イ （１０名）・校内マラソンボランテ ア
（６年 中国出兵者西川氏の戦争体・平和学習

験談 市内小中校関係者参加）

（６年宮大工の重田氏の講話）・大志を抱け
（６年 現役高校生の講話）・高校生の夢

( ～ 年保健学習・体と心の健康 4 6
助産師の講義）

（５・ 年 保護者有志）・スキー教室 6
（ 年生活科 祖父母）・昔の遊び 1

・その他
幼稚園や養護学校・福祉施設等との交流

⑦子ども達の感想 年生のアイヌ学習より4
居壁さんに出会って

アイヌの人は、毛が多いのでアイヌの人
とわかると言っていたけど、アイヌじゃな
い人も、いっぱい毛がある人がいるのに、
くさいからあっちへ行けとか、おかしを売
ってもらえなかったりしたのはかわいそう
だと思った。人間に役立つものはすべてカ
ムイ(神)と言っていて、ぼくは、そんなこ
と思ったこともなかったです。ぼくは、人
を助けてあげられる人になりたいです。自
分もきずつきたくないし、人にもきずつい
てほしくないからです。これから、人がき
ずついていたら、助けてあげたいと思いま
す。ぼくも、人をきずつけないように努力
してがんばります。 中井 健登

アイヌの人は、すごいと思
いました。なぜかというと
アイヌというのは、私は神
にはじない人間という意味
だからです。アイヌモシリ
が、日本人（和人）に勝手

にとられ、さけをとったり、しかをとった
りしたらダメと決められて、名前も日本風
にかえられてとてもかわいそうでした。

それでも、そんなことをした人たちをう
らまないのですごいと思いました。また、
その後も差別されたそうです。わたしは、
自然を大切にし、人を助けてあげられて、
差別をしなくて、ありがとうの気持ちを持
っている人になりたいです。 山内 咲奈

３【事業の成果】
多様なボランテ ア活動を、学校教育目イ

標の一助として取り組んできたことは、子
どもたちの学びの真剣さとともに、ボラン
テ アさん達の充実感も達成してきた。イ

ここには、未熟ながらも学校支援コーデ
ィネーターを通して、担任教諭とボランテ

アさんの綿密な打合せがあってのことだイ

と思う。
さらに管理職の先生方の指導と援助が相

まって、教員集団の温かさの中にも、教育
に対する厳しさの賜物として、子ども達の
心を打ち、揺さぶる、本物の教材・人材・
話題・文化等が準備されたからだと思う。

、 「 」ここに 地域住民の発する おらが学校
が、存在しているといっても、過言ではな
いと言えるだろう。
４【今後の課題】
成果の多いこの事業の継続とともに、カ

イリキュラムの内容との整合性とボランテ
アの自発性を大切にしていきたい。
さらに、子ども達の姿が見える学校現場

に、学校支援地域コーディネーターを配属
して戴きたい。

文責 学校支援地域本部事業
コーディネーター 髙木 敞子



【近江八幡市】学校・地域がともに活性化する活動をめざして

【 】学校支援地域本部名：北里小学校支援地域本部

１【事業の趣旨】

昨年度は、事業継続に向けて、組織の地

域における位置づけを模索してきた。その

結果、本地域本部は、北里学区まちづくり

協議会の「子どもみらい部」に所属するこ

とになったとともに、一層地域との連携を

深めることができた。

このような中スタートした３年目。教員

は、地域コーディネーターが整備した人材

バンクを利用するだけでなく、活用し、自

らも地域とのつながりを求める実践を目指

している。

一方、本年度より全面実施された新学習

指導要領は 「生きる力」を育むという理、

念のもと、知識や技能の習得とともに思考

力・判断力・表現力などの育成を重視して

いる。そこで、本地域本部を要とし、学校

だけではなく、家庭や地域など社会全体で

子どもたちの教育に取り組む体制づくりを

一層進めたい。

２【事業の概要、特色】

( )ボランティアポイントの取組1
本年度は、北里商業協同組合の協力を得

て、小学校・保育園・幼稚園へボランティ

アに来てくださった方々に商店街の買い物

補助券を渡している。来校いただいた方へ

の御礼をできるとともに地域の商店街の活

性化につながる取組として定着を図るよう

に考えている。

( )校内研究とリンクした実践2
本校では、今年度から、総合的な学習の

時間と生活科を窓口に「自ら求め 考え

発信する子どもの育成」を研究主題とし、

校内研究に取り組んでいる 「ゆたかな体。

」 「 」験 から 主体的に課題に向き合う子ども

を育てたいと考え、地域の方から学ぶ機会

のあり方を工夫したいと考えた。コーディ

ネーターを要にし、過去２年間御指導いた

だいた方に、教員自らが学習の目的やねら

いと照らし合わせて、活用時期や活用方法

を決め出していけるよう研究を深めてい

る。地域コーディネーターを中心に地域へ

積極的にかかわろうとする教職員集団を目

指しているところである。

( )読書活動を軸にした継続的な取組3
今年度から落ち着いた朝のスタートと学

力向上を目指し、全校的に毎朝１０分間読

書に取り組んできた。木曜日には、図書ボ

ランティアの読み聞かせをしていただいて

いるが、今年度、木曜日は朝の打ち合わせ

、 。をしないで 担任も教室で聞くようにした

、 、また 読み聞かせノートを作っていただき

本の紹介もしてもらっている。図書室の整

備をしていただいているボランティアの方

は、多い時には、週３回来てくださる。ま

た、地域の方で本の修理をしていただくボ

ランティアの方の協力も得ている。

( )人が繋がる情報収集と人を広げる発信4
教職員の意識の向上を目指し、近江八幡

市主催の学校支援メニューフェアーを教職

員研修と位置づけたり、地域の行事に参加

したり、地域を歩いたりすることを呼びか

けてきた。

また、地域コーディネーターが発行する

広報誌「ネット輪～ク」のみならず、学校

便りや学級･学年通信で随時活動を知らせ

ることで、数多く発信してきた。

《実践事例Ａ》グランド芝生化

本校は、今年度、グランドを全面芝生化

した （約１万㎡）６月５日の芝生植えに。

は、１８団体５４０人の支援者が集まって

くださった。地域組織に学校支援地域本部

の取組が浸透しているので、呼びかけも地

。 、域組織に行うことができた この活動には

ボランティアポイントも配布された。



《実践事例Ｂ》６年生平和学習

６年生では、総合的な学習の時間で「北

里発地球平和大使」という学習に取り組ん

だ。学習の始まる９月までに担任と地域コ

ーディネーター・教頭等が協議を繰り返

し、単元全体をイメージしながら、ねらい

や子どもの活動に沿った地域の方との出会

いについて模索した。その結果、次の活動

を実践した。

①北里学区にある戦争を語るものを探そ

う

子ども達が、家で聞き取りをしたり、

共同墓地や忠魂碑等を調べた後、地域

の人に話を聞こうということで、地域

コーディネーターと関わりのある戦争

時代のくらしに詳しい方に来ていただ

き、話を聞くことになった。今回は、

、 、ただ 話を受け身的に聞くのではなく

自分達の調べたことを発表して、まだ

わかりにくい事を質問する「対話」形

式の授業を仕組んだ。

②戦時中のくらしを体験しよう

地域の戦争時代を調べていく中で、食

について関心を示す子どもが多くなっ

たところで、調理を体験することにし

た。前もって、担任が地域の方で当時

の食事を再現できる人を探し、当日学

区内の２人に来ていただいた。大根飯

とすいとんをつくる事を通して、当時

のくらしに迫った。

③太平洋戦争について知ろう

広島への修学旅行を経て、原子爆弾や

空襲などを学んだ子ども達は、自分た

ちができる平和への取組を考えるよう

になった。そこで、地域の方で戦争に

行った人等からも話を聞くため 「平、

和を考える集い」を持つことにした。

来てくださった３名は、地域コーディ

ネーターが参加している「戦争にかか

」 。わる学習会 の代表を含む方々である

事前の打ち合わせで、話をするだけで

なく、質疑応答・自由討議ができるよ

うな場をつくることを確認した。

《実践事例Ｃ》

子ども体験活動とわんぱく塾の共同開催

本校では、教育課程外の教育活動（主に

土曜日、２ヶ月に１回程度）を実施して

いる。今まで工作やもちつき体験・炭焼

き体験等を実施してきた。また、学区の

まちづくり協議会の子ども未来部では、

コミュニティセンターで行う行事として

子ども体験活動がさかんである （なれ。

寿司作り・生け花体験等）そこで、今年

度は、共催する行事をもつこととした。

そのひとつが、フラッグフットボール教

室である。地域の方を含めた指導者に来

ていただき、小学校の芝生グランドでた

くさんの子どもが新しいスポーツに親し

んだ。

３【事業の成果】

( )地域ぐるみで取り組む1
今年度は、教育活動に協力いただいた方

に御礼の手紙等子どもの作品の他に、ボラ

ンティアポイントを渡すことができた 現。（

保護者を除く）来てくださった方々は大変

喜ばれていた。ポイントのおかげで、学校

からの感謝の気持ちを表すことができたと

ともに地域の活性化につながったのではな

いかと考えている。

( )地域の方から学び地域へ発信する2
校内研究とリンクした実践を深めること

で、単に話を聞いたり、教えていただいた

りするだけでなく、自分から課題を持って

地域の方との関わりを大事にする子どもの

様子がうかがえるようになった。６年生で

は、学習のまとめとして北里平和資料館を

昇降口につくり、保護者や学校評議員の方

々を始め、多くの地域の方に参観いただい

た。４年生では、今までお世話になってき

た人の中から自分で選んで手紙を書く取組

もできた。

( )キーステーションとしての図書室3
本校、図書室はこの１年間で大きく変貌

した。ボランティアの方々が、部屋のレイ

アウトや飾り付けまでしてくださり、子ど

もが訪れる機会も増えた。また、読み聞か

せも一段と工夫が加わった。学校が今年の

重点課題に対する具体的方策として一番に

揚げてきた「読書習慣の確立」を推進でき

た。図書室での話し合いから生まれた活動

もいくつもあった。

４【今後の課題】

３年目を経過した今、教職員一人ひとり

が地域本部担当者として動ける組織づくり

が求められている。教職員が地域に愛着を

もち、地域とともに子どもを育てるための

事業として改めて捉え直すことによって更

なる充実を図っていきたい。



地域の子どもをともに育てる学校支援の体制づくり 【近江八幡市】 

【学校支援地域本部名：武佐小学校支援地域本部】 

 
１【事業の趣旨】 

本校は、要・準要保護や一人親家庭の児

童が共に 1/4 以上を占め、家庭の教育力も

十分とは言えず、生活や学力に重い課題を

もつ児童が多く在籍している。また、近年

児童数減少による学年単学級が増え、担任

一人での教科学習、生活指導、行事の計画・

調整などの業務が増加し、子ども一人ひと

りに向き合いきめ細やかな指導をすること

が難しくなってきている。 
そこで、教員が子どもと向き合う時間の

拡充と地域全体で学校を支援することをめ

ざし、一昨年度から本事業を実施してきた。

学校を地域の人の力を発揮する場として位

置づけ、地域の目が子どもに注がれること

で、「地域の子どもを育てる」ための地域教

育力の向上をめざすものである。 
 
２【事業の概要、特色】 

本校では、この事業以前から田んぼや畑

のボランティア、地域の文化や歴史につい

て「ゲストティーチャー」としての支援、

また、毎年児童会行事『子どもまつり』に

参加してくださる地域の方がおられた。一

昨年からの事業の展開により、たくさんの

方がボランティアとして学校の取り組みに

参加してくださるようになった。 
保護者のボランティア登録者が少ないと

いう昨年度の反省から、昨年度登録された

方は引き続き登録していただくとともに、

再度全保護者へ登録を呼びかけ、今年度は

８９名の方に登録していただいた。また、

本校ではスクールガード（約１２０名）に

ついてはこの事業とは別に活動を依頼して

いる。現在、学校が地域の方の力を発揮で

きる場になっていて、今年度もたくさんの

支援を受けることができた。 

◆ 活動の紹介 

・ボランティア室の設営（拠点づくり） 

活動の事前・事後の様子を話し合ったり、

時には教育や生活について語り合ったり

する憩いの場となっている。 

・「ボランティア通信」の発行 
(「学校だより」といっしょに支援ボラ

ンティア・教職員に配布) 
・活動内容を伝える掲示物の作成（児童用） 
・４つの大きな活動内容 

①学習支援(読書・体育・家庭・音楽・社 

会・生活・総合学習) 

②環境整備(畑・田・花壇・運動場・学校・

図書室・家庭科室など) 

   ③クラブ(バトミントン) 

④行事(子どもまつり・運動会など) 

〈事例１〉家庭科の支援 

今年度も、５年生の『玉どめ・玉結び・

なみぬい』の基礎縫い・『小物作り』・ミシ

ンを使っての『エプロン作り』・『ゆで野菜

のサラダ作り』・『ごはんとみそ汁作り』、6

年生の『ナップザック作り』・『朝食に合う

おかず作り』・『家族へのプレゼント作り』

（２月）・『お弁当作り』（２月）など、家庭

科ボランティアさんにたくさんの御支援を

いただいた。担任一人だけでは個別指導が

行き届かないところに常時７・８人の支援

参加があり、「針や布の持ち方」「裁ちばさ

みの使い方」「糸の始末の仕方」「アイロン

のかけ方」「包丁の持ち方」「野菜を入れる

タイミング」など家庭科実習に関するコツ

をしっかりと習得 

させることができ 

た。また、子ども 

たちの学習意欲を 

高めることができ 

た。そのほか、１ 

年生の『サラダ・お団子作り』・『クリスマ

スケーキ作り』・『ぜんざい作り』・『おでん

作り』（３月）など家庭科以外の活動にも保

護者と一緒に参加していただき、ボランテ

ィアの輪が広がっている。 

〈事例２〉体育『水泳』の支援 

 今年度は、２名の水泳ボランテイアさん

が 1 年生から６年生までの指導にきてくだ

さった。「今日は一日プールにつかりっぱな

しやった。」とボランティアさんが言われる



ほど、暑い中、熱 

心に指導してい 

ただいた。おか 

げで低学年では 

顔つけやふし浮 

きができるよう 

になり、中高学年では息つぎや平泳ぎの足

のけり方が上達し、それぞれ個別指導の成

果があらわれた。 

〈事例３〉花壇作り 

 犬小屋を撤去した跡地に花壇を作りたい

とお願いしたところ、口コミですぐに１０

人ものボランティアさんが集まってくださ

った。花作りの得意な方たちばかりで、腐

葉土や肥料入れ・パンジーとビオラの苗植

えなど、手際よくあっという間に作業を終

えステキな花壇ができあがった。また、ほ

かの所まできれいに整備し葉ボタンの苗を

寄付していただくなど、手厚い支援をいた

だいた。                

〈事例４〉たけのこ掘り 

 今年度は、１年生と６年生の交流遠足で

地域の広場に出かけ、竹藪でたけのこ掘り

を体験させていただい

た。１年生と６年生が

ペアを組み１０人のボ

ランティアさんの協力

も得て、たくさんのた

けのこを収穫すること

ができた。子どもの感

想に「大きいたけのこ

より小さい方がおいし

いことを初めて知りました。」とあり貴重な

体験となった。また、土の中からカブトム

シの幼虫がたくさん出てきて学校で飼うこ

とになり、来校された他のボランティアさ

んから飼育の仕方を助言していただくなど

交流が広がった。 

                

〈事例４〉どろ料理 

 ５年生の総合学習で『地域のお宝発見』

と題して食肉 

センターの見 

学に行ったあ 

と、地域の方

をゲストティ

ーチャーに招

いて、すじ肉や小米を使った地域の名物「ど

ろ料理」の作り方を教えていただいた。子

どもたちはおいしくて何杯もおかわりして

いたが、昔の人の知恵と工夫に感心し、郷

土のすばらしさにふれる学習となった。 

〈その他〉  

今年度、図書室に新しいパソコンソフト

を導入し、7,500 冊の図書登録・バーコー

ド貼り・図書の整理などをしていただいた。

また、朝の読書指導、地域学習、外国の文

化、クラブ活動、運動会等学校行事時の駐

車誘導など、幅広い活動にボランティアの

輪が広がってきた。そのことによって、子

どもたちは「地域の人たちからも大切にさ

れている。」という実感を持つことができる

ようになった。そのお礼として運動会や音

楽会やパーティに招待したり手紙や年賀状

を書いたりして感謝の気持ちをあらわして

いる。 

 
３【事業の成果】 

きめ細やかな指導が行き届くことで、子

どもたちにとってはわからないことや困っ

たことがすぐ教えてもらえるので、「わか

る」「できる」ようになり学習や活動への意

欲が高まる。また、地域の人を身近に感じ

るようになり、地域の方も人の役に立つ「喜

び」「生きがい」につながっている。教師も

ボランティアを活用した取組を幅広く行う

ようになった。地域に住んでいながら昨年

度まではあまり地域とつながりがなかった

コーディネーターとしては、今年度前任者

からこの役割を引き継ぎ、さまざまな人と

出会いボランティアの大切さを学ぶことが

できた。  
 

４【今後の課題】  

 今年度、多くの方に支援をいただいたが、

登録したもののまだ活動されていない方が

おられ、さらなるコーディネートの充実が

必要と反省するところである。前述のよう

な効果もあり、学校のさまざまなニーズに

対応するコーディネーターの役割は大きい。

今後もこの事業が継続されることを願う。

また、この事業が終了しても地域での支援

活動が続くよう、システムの「要」となる

人材を発掘し、ボランティアによる自主的

運営体制をつくる必要があると考える。 



【 】学校支援地域本部名：八幡西中学校支援地域本部

１【事業の趣旨】

《目的》
中学校現場においては、教員の多忙化に

より、生徒指導や教育相談など、個々の生
徒に対してきめ細やかな指導をする時間の
確保が難しくなっている。

例えば、本校において、不登校生徒や不
登校傾向を示す生徒、保健室や別室で一日
を過ごす生徒、さらに、学校には来ている
が、授業や教室に入れない生徒、学習につ
いていけず学習意欲をなくしている生徒、
怠学で学校に来ていない生徒などに対し
て、さまざまな対応が求められている。

また、個人を優先したものの考え方や、
人間関係の希薄さなどが、地域の教育力の
低下につながっており、本校でも教育課題
のひとつになっている。

そこで、このようなことを踏まえて地域
全体で学校教育を支援し、地域の人材を活
用することで、教員と地域住民との交流の
機会をつくり、学校と地域の連携を深める
とともに、教員と生徒が向き合う時間を充
実させることをめざす。そして、生徒自身
にも地域に住むひとりとしての自覚を持た
せ、地域の活性化に寄与することを目的と
する。

２【事業の概要、特色】

(１)平成２３年度八幡西中学校教育協議会
の設置(４月)及び、役員の一部改選と協
議会の開催(４・８・１２・１月)
◎支援活動実施計画の策定と実施要綱の
広報活動及び、ボランティアの募集活動
を行う。

(２)学習支援活動の実施(５～３月)
◎不登校傾向を示す生徒及び、保健室登
校の生徒の学習支援を行う。学習できる
部屋の確保と学習教材の調達及び、学習
支援ボランティアの人材の確保をする。
◎読書活動の一環として図書館の利用を
活発化させるため、図書の整理と拡充及
び、図書の管理（製本・修理・登録・廃
棄など）を行う。

(３)部活動支援活動の実施(４～３月)
◎前年度から指導にあたっていただいて
いる部については、引き続き指導をお願
いし、今年度から新たに指導を願う部に
ついては、広報活動を行い、地域人材を
活用して指導していただく。

(４)各種学校行事への支援
◎ＰＴＡとの協力の下、行事内容に詳し
い卒業生の保護者(ＰＴＡのＯＢ・ＯＧ)

や八幡西中学校に興味関心のある地域の
人たちに参加を依頼する。

(５)補導活動及び、登下校時のパトロール
◎少年補導員の指導の下、主に長期休業
中の街頭補導活動(昼間・夜間)や不審者
に対する予防策として登下校時の安全パ
トロールを実施する。

(６)環境整備活動への協力支援
◎県下一斉で行われる環境活動（年間３
回）に取り組む。また、ＰＴＡ本部やＰ
ＴＡ環境整備部と協力し、校舎の美化活
動や花植えなどを行う。

(７)地域コミュニティセンターとの共同
事業への参画

◎桐原学区コミュニティーセンターの事
業である「地域花いっぱい運動」の拠点
となり、季節の花の育成と栽培及び、地
域施設への頒布を行う。

(８)事業成果報告会の実施
◎本年度の学校支援事業の実施状況や活
動成果及び、次年度に向けた取り組みに
ついて報告する。

※本年度は(３)（４）及び(６)を中心に取
り組む。

３【事業の成果】

(１)部活動支援活動の実施
部活動については、毎年、力強い御指導

や御支援をいただいています。２３年度、
御支援いただいた部活動は、軟式野球部・
ソフトボール部・男女軟式テニス部です。
ほぼ、１年を通してお世話になりました。

これらの部活動の支援員さんについて
は、学校支援地域本部を立ち上げる以前か
ら、御支援をいただいてきました。普段の
部活動での指導はもとより、練習試合、公
式試合にも時間が許せばベンチに入り、指
示を出したり、指導をしていただいていま
す。また、技術指導だけでなく、マナーや
試合に臨む心構えなど、精神面や生活面で
も指導していただいています。

ノックをする支援員さん



生徒数の減少に伴う教員数の減少によ
り、部活動の指導や維持が難しくなってき
ている中で、支援員さんによる部活動支援
は、生徒の部活動を保障するとともに、学
校の活性化にもつながります。

今後も、これらの部活動については、御
指導や御支援を継続してお願いすることに
なりました。

(２)の各種学校行事の支援
今年度も、記録用として、入学式をはじ

めとした各種行事のビデオ撮影や写真撮影
を支援員さんにしていただきました。

３０周年記念事業の一つとしてホームペ
ージを一新していただき、好評を得ていま
す。その更新作業も、職員ではなかなか難
しいのですが、支援員さんにより定期的に
更新をしていただいています。

(３)環境整備支援
平成２３年度は、本校創立３０周年にあ

たる記念すべき年です。１１月１９日には
記念式典を多くの来賓や地域の方々をお招
きし、保護者、生徒とともに盛大に開催す
ることができました。

今年度は、支援員さんに、記念式典に合
わせて、本校中庭の花壇を中心にした花植

。 、えの計画を立案していただきました また
３０周年記念事業の一つとして、支援員さ
んとＰＴＡによる環境整備事業と位置づけ
年間を通して計画的に取り組んでいただき
ました。

大きくは、夏休みの一斉除草作業と、記
念式典２週間前に行ったビオラとパンジー
のプランターへの花植え活動（式典当日、
体育館への渡り廊下にプランターを並べて
花道としました ）をＰＴＡ本部・環境整。
備部と支援員さんとの合同で取り組み、除
草や水やりといった日常のお世話を支援員
さんにしていただきました。

支援員さんには、暑い夏の日も寒い冬の
日も、休みの日も欠かすことなく水やりや
草取りに来ていただき、終われば私たち職
員に声をかけることもなく黙って帰られる
姿には頭の下がる思いでした。また、中庭
の草刈り機による除草も、休日の早朝に２
度していただきました。

中庭の花壇には、ミニひまわり、アリッ
、 、 、サム マリーゴールドが植えられ 黄や白

ピンク、オレンジと色とりどりの花が、花

道としたプランターのビオラやパンジーと
ともに、３０周年記念式典当日を美しく彩
りました。

正面玄関の植え込みも、１年を通して計
画的にしていただき、５月から途切れるこ
となく、美しい花の数々が本校を訪れる方
々の目を楽しませてくれました。

ナスタチウム、百日草が春から夏にかけ
て、７月にはミニひまわりが、そして、式
典当日には、ストックと桜草が鮮やかにピ
ンクの花びらをつけ、来校された来賓の方
々を出迎えました。

３月の卒業式、４月の入学式の頃には、
さらにチューリップが花を咲かせ、ストッ
ク、桜草とともに、ピンクのグラデーショ
ンで華やかに彩る予定です。

また、中庭の校長室に面した花壇にも同
じようにチューリップ、ストック、桜草が
植えられ、卒業式や入学式を含め、校長室
を訪れたお客様の目にも届くようにと、細
やかな心配りをしていただいています。

他にも、記念式典に合わせ、生徒昇降口
前のひさしの天井部分やタイルの目地を、
高圧洗浄機を使って、休日の早朝から清掃
作業をしていただきました。

４【今後の課題】
学校支援地域本部事業を立ち上げ３年目

になる。今年度は、諸事情からコーディネ
ーターの設置を見送ったが、過去２年間支
援をいただいた方々や、それ以前から本校

、 、に関わり 支援をいただいていた方々から
今年も変わらぬ支援を、あるいは今まで以
上の支援をいただいた。確かに実際に支援
いただいた人数は昨年度より減少したもの
の、これは定着という意味では、過去２年
間事業を続けてきた成果であると考える。

しかし、地域の人が、中学生や中学校を
支援していただくことの難しさを今年も痛
感する。そこには思ったように人を集めら
れない現実がある。さまざまな原因が考え
られるだろうが、一言で言うとやはり中学
校の敷居は高いようである。

特に別室登校生徒等の学習補助など、直
接生徒に関わる支援については保護者では
なかなか難しい。生徒にとって身近な存在
になる本校卒業生の大学生の掘り起こしが
必要であると考える。若者から、年配の方
々まで、幅広い年代の方々が学校に関わっ
ていただけるように取り組みたい。

“昇降口を清掃中の支援員さん

部員を指導中の支援員さん



老蘇小学校 学校支援ボランティアの取組 【近江八幡市】 

                  

【学校支援地域本部名： 老蘇小学校支援地域本部】 

１【事業の趣旨】                            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２【事業の概要、特色】 

 

 本地域は豊かな自然に恵まれた田園の広が

る農村地帯である。近年宅地開発もなされ、

新しく若い世代の流入も見られる。 

 本校は全学年単一学級であるため、担任一

人が、教科学習、生活指導、行事計画の調整

業務等にあたらなければならず、多忙である。

そのため、個々の教育や一人ひとりに向き合

う指導が難しくなってきている。 

 そこで、本年度学校支援地域本部事業指定

を受け、教師が児童と向き合う時間の拡充と、

地域全体で学校を支援することをめざし、4

月より本事業を実施することとなった。 

 学校を地域の人の力を発揮していただく場

として位置づけ、地域の子どもを育てる地域

教育力の向上をめざすものである。     

（１） 本年度よりボランティア募集を行い

登録をしていただく。 

（２） 授業における活動年間計画に沿って 

支援者の依頼をする。 

（３） 情報の発信 

2 学期よりボランティア通信を月一度

の割合で発刊し、地域に回覧の形で配

布し、活動の周知を計る。 

（４） 活動の紹介             

・以前より活動をされているグループ 

「くすくすさん」は毎週水曜日朝に読み

聞かせ活動を積極的に取り組んでいた

だいている。 

・交通安全教室において、学区内コース

の歩行、自転車走行時の監視、見守り。

・縦割り遠足への随行 

・農業関連（菜の花、さつまいも、玉葱）

の作物生育の支援 

 

・学校花壇の整備、中庭の清掃 

・マラソン大会での監視、見守り等 

 地域の方々の学校教育にたいする思いは暖か

く協力し、支援いただいている。また、学年別に

見てみると 

1 年生 

・いちごの苗の植え付けの支援 

 ・道徳のお話を紙芝居を通して学習支援   

2 年生 

・たけのこ堀り 

 

・地域めぐりの随行支援 

3 年生 

・いちご園の見学、たまねぎ植え 

 ・地域のお店やさんにお話を聞く 

4 年生 

・西の湖学習の支援、菜の花学習 

 

5 年生 

・水田学習、ブロッコリーの収穫体験 

・地域の工場見学をさせていただく. 

 ・救急救命士の方に東日本大震災のお話を聞く

6 年生 

・ほんものの文化にふれる茶道体験をさせてい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・老蘇小学校オープンスクールデーにびわ湖フ

ィルハーモニー、地域の老人クラブ、営農組

合、保護者の方の支援で、オーケストラ、お

にぎり作り、餅つきをしていただいた。また、

しめ縄つくりやグランドゴルフを教えていた

だいた。 

ただく。その後、茶碗製作をする。（滋賀県

次世代文化芸術センターとの連携支援によ

る） 

 ・獣医さんによる生き物とのかかわり方と命

を守る大切さについてお話を聞く 

（5 年生） 

 

（6 年生） 

 

 

         

 

 

 

 

 

３【事業の成果】 

環境整備においてボランティアの方に自

発的に取り組んでいただいている。 

  子どもたちがボランティアの方とより深

いふれあいができるようになってきてい

る。 

ボランティアの方にとっても培ってこら

れた技術や経験を子どもたちに教えること

により生きがいや充実感を得ることにつな

がっている。 

４【今後の課題】 

・支援活動を継続していただくためにボラン

ティアの方を広く募集し登録の推進をはか

らなければならない。 

・教職員の要望に応えられるようなボランテ

ィアの方を発掘していく。 

・登録されているボランティアの方と教職員

との連携がうまくいっていない場合、しっ

かりと周知し連携できるようにしていかな

ければならない。 

・将来的には組織として動くことができる核

作りをしていかなければならないと考え

る。 

・学校の教育課程の中で総合的な学習の時間

の意味合いを多く含む学校支援本部事業の

取組を教育課程と整合し、系統立てていく

ことが今後、重要だと考える。 



【 】学校支援地域本部名：安土小学校支援地域本部
１【事業の趣旨】

昨年度まで［安土地域子ども支援推進本

部］として、保育園や幼稚園、小中学校な

どの６校園を対象に、広域にわたる事業展

開をしてきた。地域における人と人とのつ

ながりが希薄化し、子育てや青少年の育成

に関する地域の教育力の低下が叫ばれてい

る現状。また、年々課題が多様化すること

による教職員の負担の増加などに対して何

らかの手立てや工夫が必要となってきた中

での事業であった。

今年度については、本校に配置されたコ

ーディネーターを核として、体制の組み直

しに努力してきた。

学校での学習活動や校外学習などの直接

的な支援、生徒指導や生活指導などの側面

からの支援も含め、教職員が子どもとゆと

りを持って向き合うことができるよう、ま

た、地域の多くの方にも学校を支えながら

持っておられる力を発揮していただける場

として位置づけ、事業を進めたいと考えた

のである。

この取組が、学校の教育力を大きなもの

とすると同時に、地域の教育力を向上させ

ることにつながるものと考えるのである。

２【事業の概要、特色】

（１）概要

基本的には、昨年度までに安土地域でボ

ランティアとして登録された方を引き継ぐ

形でスタートした。昨年度までは学習活動

とは直接関わらない環境整備作業や行事で

の支援活動が中心であった。今年度は、学

習活動に関わることでその支援を組み込み

ながら、児童と触れ合う機会を少しでも多

く持つように考えた。

１月現在で、約１３０人に活動していた

だいている。

（２）主な活動

○学習支援

読書・生活科・社会科・総合的な学

習の時間

○環境整備

田畑・運動場

○クラブ活動

茶道

○行事

安土っ子フェスティバル・講演会等

の託児

（３）特色

学校とボランティアの方々との連携を深

めることよりも、教職員とコーディネータ

ーとの連携強化を図り、学習活動において

どんなボランティアが必要なのか、どのよ

うな形で子どもたちと関わっていただくの

か、などの学習計画と、コーディネーター

の持っている情報について、日常的に交流

しやすい環境を作ることが大切であると考

えた。

年度当初は、職員がコーディネーターに

どんなことを依頼すればよいのか戸惑いが

あったが、徐々に連携がスムーズにとれる

ようになっていった。

まだまだ継続して取組を展開されている

先進校のような積み重ねはないが、改めて

本学区にはすばらしい力を持たれた人材が

たくさんおられ、たくさんの方の支援をい

ただきながら学習活動を進めることができ

ることに感謝している。

〈事例紹介１ ＝お話ボランティア＝〉

本校では、ほぼ毎週木曜日の朝、始業前

の時間帯で お話ボランティアサークル に［ 『

ょきにょき ］の皆さんに読み聞かせをし』

ていただいている。この活動は以前からあ

り、子どもたちにも定着している。毎週８

学級ずつ、子どもたちの発達段階や興味関

心、季節などを考えての本を読んでくださ

っている。また、昼休みには、郷土の自作

紙芝居なども紹介してくださっている。

子どもたちの生活に、本や読書が自然と

位置付き、１１月の読書月間では、１月に

５冊以上読書した児童の割合が９５パーセ

ント、１０冊以上読書した児童の割合は６

９パーセントにもなった。



子どもたちが本を読んでくださることを

きっかけにして、自分から進んで読み広げ

ることにつながっている。

〈事例紹介２ ＝学習支援＝〉

各学年ともに、多くのゲストティーチャ

ーをお迎えしての活動を進めることが出来

るようになった。

たとえば、１年生の昔遊び大会では，１

０６名の児童に対して、２３名の昔遊び名

人が来校され、老いも若きもともに楽しく

充実した時間を共有することが出来た。そ

のときの子どもたちが名人の方々を見つめ

るまなざしは、尊敬の気持ちでキラキラ輝

いていた。

また、３年生の昔の暮らしや当時の道具

などの学習では、１４名の博士が３学級に

別れて、子どもたちが知らない昔のことを

とても新鮮に語っていただいた。

〈事例紹介３

＝運動場芝生の散水ボランティア＝〉

本校は、昨年度の６月にポット苗方式に

よる運動場総芝生化を実施した。今年度は

２シーズン目を迎えたが、夏の厳しい暑さ

の中での水やりは大変なものである。

この水やりについても、保護者や地域の

方、老人会、グランドゴルフ協会の方々が

散水ボランティアに手を挙げていただき、

夏休みのほとんど毎日協力を得ることが出

来た。

３【事業の成果】

昨年度までのように安土地域としてこの

事業を展開しているのと異なり、学校の中

にコーディネーターが配置されていること

によって、担任の思いや要望が伝えやすく

なった。また、支援してくださる多くのボ

ランティアの方々と出会い、触れ合うこと

ができる機会が増えたことは言うまでもな

い。

子どもたちにとってみても、地域の方々

を身近に感じ、コミュニケーションを取る

ことに対しての抵抗感も小さくなったよう

に感じた。

多様な形で学校を支援していただくとい

うことが、子どもに向き合う教師のゆとり

につながることはもちろんだが、子どもも

含めて、人と人とがより深くつながり合う

事業でもあったと感じる。

さらに、学習意欲の高まりや子どもたち

の読書活動の広がりなどにつながって来た

ことが大きな成果だと感じている。

４【今後の課題】

・今後、さらに多様な形での学校支援をし

ていただける方々の登録を増やしていく

ことが求められる。また、ボランティア

の方々や地域の方々に、多様な活動を通

信などで発信していくことによる理解と

協力の輪の拡大を期待している。

・コーディネーターを核として、ボランテ

ィア活動が定着していくためには、登録

された方々に対して定期的にニーズに応

じて活躍する場がなければならない。こ

のことを考えると、その場その場、必要

に応じて場を設定するものと、年間を見

通して、一定の活動を計画していくとの

バランスも考えていく必要があると考え

る。

・子どもたちとのふれあいの場がさらに膨

らんできたとき、行事への招待状をボラ

ンティアの方々に送って、ともに参加し

ていただいたり、学習発表の機会に聞い

ていただいたりと、双方向の交流が深め

られたらと考えている。

・学校に対する支援の活動以外にも、ボラ

ンティアの方々の研修会の計画や交換会

などの実施も必要になってくると考えて

いる。



【近江八幡市】地域の力を学校に！！ 学校支援ボランティア

１【事業の趣旨】
「 」本校は学校教育目標として 自律・鍛錬

を掲げ、その実現のための１つとして「家
庭・地域と共生し信頼と連携が図れる学
校」づくりを進めている。

しかし、近年、地域における人と人との
繋がりが希薄になる傾向があり、これが中
学生に関わる地域の教育力の低下にもつな
がっているのも事実である。

このことは、本校の校区についてもその
傾向が見られる。市内４中学校区の中で、
本校区は最も小さく地域の方々はおおむね
学校教育に協力的であるが、近年は新興住
宅地も増え、また、家族の形態にもさまざ
まな形が見られ、従来から多くあった祖父
母や地域の関わりの中での子育てや教育力
が弱くなっている現実もある。

、「 」以前から本校では 安土の子は安土で
をスローガンに、さまざまな教育活動の中
で地域の方々の協力をお願いしてきた。例

、 「 」えば 毎年２年生で行っている 職場体験
では、商工会等の協力のもと校区内の事業
所での受入を原則に進めており、職場体験
の中で生徒たちと地域の方々との結びつき
やお互いへの関心を高めあうことを推進し
ている。また、一方では、保護者や地域の
方々に学校に来ていただき、生徒たちや学
校の様子を見ていただく機会として毎年１
１月に一週間の「学校公開週間 「オープ」
ンスクールデ-」を開催している。

そのような中で、地域の方々の目を学校
に向け、地域の人材を学校支援ボランティ
アとして活用することで本校が掲げる、家
庭・地域と共生し信頼と連携が図れる学校
づくりもさらに進むはずであると考えて本
事業に取り組んできた。

２【事業の概要、特色】
近江八幡市との合併一年目の昨年度は、

安土地区中学校１校、小学校２校、幼稚園
、 、２園 保育園１園を対象に本事業が行われ

支所にコーディネーターが配置されてい
た。

しかし、今年度は各校で本事業に取り組
むことになり、それぞれに担当コーディネ
ーターが配置されている。

そこで、本校ではまず中学校対象のボラ
ンティアの再登録からする必要があった。

４月当初から、コーディネーターを中心
にボランティアの再登録作業と新規ボラン
ティアの発掘を進めた。その結果、下記の
ようなボランティアの方々の登録をお願い
することができた。

①環境整備ボランティア（３２名）
中庭や校舎周辺の植栽の剪定・除草

作業。また、必要に応じて他の学校環
境整備に関わる支援活動。

【地域本部名：安土中学校支援地域本部】
②読書活動ボランティア（１０名）

毎月１回の読みきかせや図書の整理
など、図書に関する支援活動。

③茶道ボランティア（１０名）
本校の特色ある教育活動の１つであ

る茶道体験学習に関わる支援活動。
以上５２名の登録があるが、それ以外に
も学校や教員の要望に応じて地域の人材
の中からボランティアを要請している。

今年度は以下の活動を行うことができ
た。

【環境整備活動】
本校には中庭に和風庭園があり、その

「 」 。一角に茶室 天正庵 が建てられている
ツツジや松、モミジ、桜などの豊かな植
栽が見られるが、その手入れが大きな課
題となっている。また、同時に校舎周辺
や敷地内に植えられている１０００株以
上の紫陽花の手入れにも悩んでいたとこ
ろである。

ボランティアによる紫陽花の剪定

○６月１３日（月）
中庭の植栽の剪定と除草活動
ボランティア参加１３名が参加

○７月１１日（月）
紫陽花の剪定
ボランティア１２名が参加
活動終了後に懇談会を持ち、意見交換
を行う。

○３月上旬（予定）
中庭の植栽の剪定と除草

【茶道体験】
安土町は織田信長ゆかりの地として知

られ、その信長が茶道をこよなく愛した
と言われている。また、その信長がお茶
を点てるのに使ったといわれる湧き水が
現在も残っている。

そこで、本校では地域学習を兼ねた特
色ある教育活動の１つとして、茶道体験
学習を行ってきた。毎年１年生は全員が
和室と天正庵を活用し茶道体験学習を行
い、お茶の作法を地域のボランティアよ
り学び、２人１組で実際にお茶を点てて
いただくという体験まで行っている。ま
た、部活のない水曜日の放課後には、学



期に１回、希望者向けに茶道体験教室も
開催している。さらに今年度は、本校の
文化祭である「天正祭」において、保護
者向けの茶道教室を開催した。当日は、
事前予約の方々を含め６２名もの参加を
得、大変好評であった。

天正庵での茶道体験学習

○６月１３日（月）
茶室「天正庵」の掃除と燻蒸
ボランティア３名が参加

○６月２９日（水）
天正庵で裏千家ボランティア３名によ
る茶道体験教室
生徒１２名が参加

○９月２８日（水）
天正庵で煎茶三井古流ボランティア３
名による茶道体験教室
生徒５名が参加

○１０月１５日（土）
本校文化祭「天正祭」での保護者向け
茶道体験
ＰＴＡとの連携
裏千家ボランティア３名
煎茶三井古流ボランティア３名
保護者や地域の方々６２名が参加

○１１月８日（火）
茶室「天正庵」の掃除と燻蒸
ボランティア２名が参加

○１１月１６日（水）
和室と天正庵での１年生全員を対象と
した茶道体験学習
裏千家ボランティア８名

生徒の感想
、 。お茶はとても温かく 心が落ち着いた

お茶を点てる機会はめったにないこと
なので貴重な体験ができた。相手を思
いやる心は大切にしたい。昔からのや
り方で天正庵に入った。刀など身につ
けたものを全部とり、無になって茶室
に入ることも学びました。

○３月初旬（予定）
天正庵で茶道体験教室

【読書ボランティア】
本校１、２年生は朝の「こつこつタイ

ム」で朝読書に取り組んでいる。校区の
２小学校でも読書活動が盛んで、小学校
からの積み上げの効果もあり、ほとんど
の生徒が１０分間の読書活動に静かに取

り組めている。そんな中、月に一度の読
みきかせを読書ボランティアに依頼して

いる。また、８月には図書の整理の活動も
行われた。
○読みきかせ活動

毎月第１火曜日に実施
毎回、読書ボランティア８名が参加

○８月２日（火）
図書室の書籍整理
ボランティア６名が参加

○１２月６日
読書ボランティアとの懇談会
生徒の様子や読書活動についての交流

【その他】
今年度から家庭科の授業で地域学習に

取り組むことになりました。地域の人材
を活用し、西の湖の環境保全活動を行う
傍ら、西の湖のヨシを食材として活用す
る取り組みを進めておられる方や地産地
消を推進されている方を招いての授業が
行われました。ボランティアとして未登
録の人材と学校の授業をコーディネータ
が結ぶ役割を果たしました。

○６月２８日（火）
地域の人材を学校に招き、西の湖の環
境とヨシについての講演

○６月３０日（木）
地域の食材やヨシを使った調理実習
地域ボランティア２名が参加

３【事業の成果】
「安土の子は安土で」というこれまで

の積み上げの上にさらに地域の方々に学
校支援として関わっていただき、少しず
つ中学生や中学校への関心も高まってき
ていると考えている。

また子どもたちにとっても、ボランテ
ィアの方々の姿を学校内で見る機会が増
え、地域方々の思いを感じることが大き
な教育となっているはずである。

さらに、環境整備活動については、職
員では充分にできない分野にボランティ
アの力が入ることで日々の教育環境が整
されると同時に学校の負担が軽減されて
おり、この効果は大きい。

４【今後の課題】
今後も学校と地域を結び、学校にさま

ざまな地域の人材や力を取り入れてい
く。そのためにはさらに多くのボランテ
ィアの発掘が必要である。また、支援活
動の多くはコーディネータの調整による
ところが大きいが、将来は日常的に地域
の方々が学校に入り環境整備を中心とし
た活動を展開するということが大切であ
ると考えている。今年度は中学校単独で
の支援事業の一年目であったが、次年度
以降も規模を大きくすることを目指すの
ではなく、現在の活動をよりスムーズに
きめ細やかに実施する事が方向性の１つ
であると思う。



                                                 
１【事業の趣旨】 
  
本校の学校支援地域本部事業は、平成 

１９年度末に問題行動が顕著化していた学
校の状態を改善させようと地域住民・PTA
が「栗中改革サポーター」を発足させたこ
とが始まりである。教職員だけでなく、地
域住民や保護者を含めた大人の目を校内に
増やし、校内巡回や清掃活動を通して生徒
たちを見守る取組を始めたのである。４年
間の継続した取組により今では地域住民や
保護者が校内で活動する姿が自然な光景と
なってきた。栗中サポーター活動により学
校の環境が改善されただけでなく、生徒の
表情も明るくなり、感謝の気持ちをもつ生
徒が増えるなど多くの変容が見られるよう
になった。 
栗中サポーター支援により学校が落ち着

きを取り戻しつつあるため、今年度からは、
栗中サポーター活動を生徒指導中心の支援
だけでなく、学校教育全般の支援へと広が
っていった。 
 
２【事業の概要、特色】 
 
活動内容 
 
 地域住民サポーター25 名、保護者サポー
ター13 名、合計 38 名の栗中サポーターに
次の６つの活動に取り組んでいただいてい
る。 
 
① 学習環境支援 
校内美化を兼ね授    
業中の校内を巡回。 
生徒の学習の様子 
や校舎内外の破損 
状況等を確認。  
 
 
② 図書室支援 
書籍整理、室内清 
掃など図書室環境 
の向上を担う。図 
書委員会とサポー 
ターとの協同作業 
も行う。 
 
 
③ 清掃支援 
日常の清掃時間に 
生徒と共に校舎内 
の清掃活動を行う。 
 

 
 
④ 環境整備支援 
花の植え替えや除 
草作業などの環境 
整備作業を行う。 
主に PTA 環境整備 
作業との合同実施 
が多い。 
 
 
⑤ 交通ﾏﾅｰｱｯﾌﾟ 
登下校時の危険箇 
所での交通立番。 
通学路の危険箇所 
や生徒の通学状況 
の報告が学校での 
通学指導に生かさ 
れている。 
 
⑥ 学校行事支援 
 
進路説明会駐車場係 

三者懇談期間 
駐輪場パトロール 

   
 
 
 
 
1 年生校外学習 
交通立番 
 
           学校をきれいに 

する取組 
 
 
 
 
 
 
広報活動 

 
・サポーター通信として月１回「栗の葉」
を約 900 部作成しており、保護者、自治会
長、民生児童委員、補導員等に届け栗中サ
ポーターの活躍を写真や文章で家庭、地域
に広める手段としている。また地域への配
布手段としては近隣の生徒が自治会長や民
生委員等の各家庭へ直接届けている。月１
回ではあるが、この「サポーター通信」お
届けの際に、地域の方と中学生が顔を合わ
せ言葉を交わすこともあり、「サポーター通
信」が生徒と住民との地域交流の役目も果
たしている。 

栗中サポーター                  【栗東市】 

【学校支援地域本部名：栗東中学校支援地域本部】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・入学説明会、ＰＴＡ総会など保護者が集
まる機会を利用し、栗中サポーター活動を
掲示物やちらしなどを用いてアピールし、
新規サポーターの勧誘に努めている。万が
一に備え、活動して頂く方にはサポーター
保険に加入するため栗中サポーターに登録
していただいている。しかし保護者の中に
は興味はあるがなかなか登録まではしてい
ただけない方が多く、その対策として期間
限定の短期サポーターを募集し、まずは栗
中サポーター活動を体験していただく取り
組みをしている。参加された方々には実際
に栗中サポーターと一緒に活動していただ
き、活動のやりがいや必要性を知っていた
だいた上でサポーター登録につなげている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・地域の情報発信所である各３カ所のコミ
ュニティセンターの協力を得て、サポータ
ー通信の掲示や、募集ちらしの設置、広報
紙への募集記事の掲載などを行った。実際
にそれらを見ていただいた地域の方がお電
話をくださり、栗中サポーター登録をして
いただいている。 
 

３【事業の成果】 
 
・栗中サポーター活動を４年間継続して取
り組んだことにより、活動内容、組織運営
面でより充実し、安定した活動を行えるよ
うになってきた。なによりこの４年間、活
動を栗中サポーター結成当時から、または
それ以前から学校を支えてきていただいて
いる地域住民の存在は大きい。職員はある
年数によって入れ替わるが、保護者を含め
た地域住民は変わらず「地域の学校」を支
え発展させようという思いで学校教育に関
わってくださっている。当初はそんな地域
の方々の思いと学校の受け入れとにすれ違
いがみられることもあったが、数年の活動
の積み重ねにより地域住民の学校に対する
思いが職員にも伝わり、学校と地域との絆
が強まっているのではないかと考える。 
また、これまで学校の良くない面が地域

に知られがちであったが、栗中サポーター
が学校に入ってくださることで地域住民が
実際に生徒たちと活動していただき、生徒
の良い面や、学校・職員の日々の努力など
を地域に持ち帰り、広めて頂くきっかけと
もなっている。それらは結果的に学校と地
域全体を結びつける大きな力となっている
ように思われる。  
本校では、地域住民が学校教育活動に関

わり職員とともに生徒を育て見守るこの事
業により、学校教育環境の向上、生徒の学
校生活の落ち着き、職員の業務軽減の３つ
の側面で成果が表れている。 
 
 
４【今後の課題】 
 
・今年度は国、県、市の三者の財政支援に
より学校支援地域本部の運営がほぼ前年度
同様に行うことができた。しかしながら、
今後財政支援がなくなり、本部を自立した
団体として運営させていくとなるとサポー
ター活動保険、消耗品等の費用の捻出が難
しくなる。また学校とサポーターをつなぐ
役割であるコーディネーターの業務が職員
の現在の業務にプラスされてしまい、「教職
員が生徒と向き合う時間の拡充」というこ
の事業の本来の趣旨からはずれてしまう。
学校支援地域本部の推進をもっと地域、保
護者に浸透させその必要性を認識していた
だき、新しい運営の形を見いだしていく必
要がある。そのためにもＰＴＡや、地域社
会団体との連携をさらに深め、長くつづけ
ていける学校支援活動にしていきたいと考
える。 

今年度は図書室の全蔵書をバーコード

登録する作業を 1 ヶ月集中で実施。この期間

に短期サポーターを募集したところ１０名

の参加があった。栗中サポーターと共に活動

していただくことで、栗中サポーター活動を

体験していただくよい機会となり、この期間

限定の活動を経てその後栗中サポーター登

録をされた方もおられる。 

表面には宛名と「この封筒は栗東中学校

○年○組○○がお届けしています。」と

配達生徒名を記載。 



【湖南市】地域と協働でつくる学校

【 】学校支援地域本部名：岩根小学校支援地域本部

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

地域の活性化に向けた学校を拠点とした ○ふだん学校へ足を運んでいただく機会

取組の一つとして、高齢者（８０歳以上） が皆無と言っていい８０歳以上の方た

を学校に招き、子どもたちとのふれあいの ちにお越しいただき、ほぼ一日過ごし

時間をもつことにより、世代を超えた者が ていただくことに大きな意義がある。

互いに一住民としてつながっていくことを ○しかもお越しいただいた方たちに子ど

ねらいとした活動である。 の授業の様子を見ていただくことで、

一昨年前までは、子どもたち（１年生） 学校との距離感を縮めていただくこと

が地域のセンターに出向いての催しであっ ができた。

たものを、昨年度初めて学校を会場に実施 ○お世話をしてく

し、およそ６０名の高齢者の方々にも好評 ださる多くの方

であったことから、今年度はふれあう子ど たちと学校の協

もたちの対象を１年生と３年生に広げ、ふ 働によって、小

だん学校へ来る機会のない高齢者の方々と 学生と地域役員

の互いの学び合いの場を、地元民生委員さ さんと教職員に

んや健康推進委員さんにお世話になり、本 地域を活性化していくための一体感が

校多目的ホールにて実施した。 生まれた。

２【事業の概要、特色】 ４【今後の課題】

地域のまちづくりセンターと地域総合セ ○昨年よりも高齢の方の参加が減少した。

ンターが事務局となり、民生児童委員さん この原因としては「昨年、校舎を見学

と健康推進委員さんが実行委員となって参 したから」という声もあり、今後の取

加高齢者の把握と送迎手配、当日の内容や 組の課題と言える。内容の工夫、充実

昼食準備を進めてくださった。学校側は、 を考えていかねばならない。

交流を行う１年生と３年生、そして６年生 ○高齢者とのふれあいが２つの学年と６

代表児童の指導を進めた。 年生の代表であったが、もうひと学年

当日は５７名の方が出席してくださり、 増やし、全校の約半分の児童がふれあ

３年生は歌と演奏の発表、１年生は共に昔 う機会をつくっていくことも可能であ

遊びの時を過ごし、６年生代表２名が歓迎 ろう。内容の工夫と合わせて、来年度

のあいさつを行った。また、昼食後の休憩 の検討課題である。

時には、自由に校舎 ○双方の学び合いという観点からすると、

内を見学していただ 子どもたちの一方的な関わりではなく、

く時間も確保し、地 高齢者の方からの働きかけも工夫次第

域の高齢者の方とお では可能であろう。ぜひ来年度は検討

世話をしてくださっ していきたい。

た約２０名の方に午 ○今後も継続していける取組にするため

前１０時から午後３ に、できるだけ事前の準備等に時間を

時まで本校で過ごしていただいた さらに かけずに、しかも目的を達成していく。 、

開会行事を含めて時間の許す範囲で市行政 工夫を心がけていくことが大切である。

の方や地域の区長さん等も参列していただ あくまでも、日常

き、合わせて９０名ほどの方が本校にお越 的なふれあい感覚

しいただくことができた。 を醸し出せるよう

保護者以外のこれほど大勢の地域の方、 な取組でありた

しかも高齢の方に学校にお越しいただき、 い。

子どもたちと時間を共有していただく活動

は大変貴重であると捉えている。



 

 

「「「あああすすすなななろろろ応応応援援援団団団活活活動動動」」」   木木木製製製遊遊遊具具具更更更新新新計計計画画画      【湖南市】             
 
＊菩提寺北小学校 木製遊具更新計画＊ 
 
１【事業の趣旨】 
  

菩 提 寺 北 小 学 校 の 運 動 場 に 開 校 当 時
か ら 設 置 さ れ て い る 木 製 遊 具 は 老 朽 化
し て 使 用 禁 止 に な っ て い る 。そ の 木 製 遊
具 を 撤 去 し て 、そ の 後 に 新 し い ウ ッ ド ス
テ ー ジ を 製 作 す る 。ま た 、撤 去 の 際 に 出
た 使 え る 古 材 を 再 利 用 し て『 親 子 で ウ ッ
ド ク ラ フ ト 作 り 』 を 計 画 。  
 
方 針  
 
＊ 親 子 が 参 加 し て 自 分 た ち の 手 で 作 る 。 
＊ 複 雑 な モ ノ で は な く 、み ん な が 協 力 し

て 造 れ る も の を 造 る 。  
＊ 継 続 的 に 維 持 管 理 で き る モ ノ に す る 。 
＊ 古 材 を 再 利 用 す る 。  
＊ 危 険 に な ら な い も の を 造 る 。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
[老 朽 化 し た 木 製 遊 具 ] 

 
２【事業の体制、予算】 
 
事業の体制 
 
主 催 ： あ す な ろ 応 援 団 活 動  
   あ す な ろ 後 援 会  
   菩 提 寺 北 小 学 校 PTA 
 
後 援 ： 菩 提 寺 ま ち づ く り 協 議 会  
   3 区 自 治 会  
 
事業の予算 
 

こ の 事 業 の 趣 旨 に 則 っ た 基 金 に 申 請  
し て こ の 事 業 の 資 金 と し た 。  
 
＊ 緑 と 水 の 基 金  (国 よ り )  50 万 円  
＊ 森 づ く り 基 金  （ 県 よ り ）  20 万 円  
＊ あ す な ろ 後 援 会 (自 己 資 金 )10 万 円  
 
 
 
 

【 本 部 名：菩 提 寺 北 小 学 校 支 援 地 域 本 部 ] 
 
３【事業の概要、特色】 
 
事業の概要 
 
①  11 月 5 日 (土 )「 あ す な ろ 音 楽 集 会 」

の 後 、 午 後 に 全 校 児 童 (332 人 )・ 保
護 者 が 分 担 し て 作 業 を し 「 ウ ッ ド ス
テ ー ジ ＆ ウ ッ ド ク ラ フ ト 製 作 」 を お
こ な っ た 。  

 
＊  あ す な ろ 応 援 団 活 動 会 長 の も と 、 地

域・保 護 者 ボ ラ ン テ ィ ア が 10 月 よ り
木 製 遊 具 を 撤 去 し 整 地 ・ コ ン ク リ ー
ト 下 地 打 ち を し た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[遊 具 の 撤 去 ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[コ ン ク リ ー ト の 下 地 打 ち ] 
 
＊  旧 遊 具 古 材 が 、検 討 の 結 果 ほ と ん ど

腐 食 し て お ら ず 再 活 用 で き る こ と
が わ か っ た の で 、ウ ッ ド ス テ ー ジ 前
に ベ ン チ 、ト ー テ ム ポ ー ル 、ウ ッ ド
ワ ッ ペ ン 、ス タ ー ド ー ム な ど を 子 ど
も と と も に 造 る こ と に し た 。  

 
②  11 月 5 日 (土 )当 日 。 子 ど も た ち は     

ク ラ ス ご と に 、 ト ー テ ム ポ ー ル と ス   
タ ー ド ー ム を 作 製 し 、 一 人 ず つ は ウ
ッ ド ワ ッ ペ ン を 作 製 し た 。高 学 年 は 、
ウ ッ ド ス テ ー ジ の 防 腐 剤 塗 り も 担
当 。 説 明 を す る の は 、 あ す な ろ ス タ
ッ フ の ボ ラ ン テ ィ ア の お 母 さ ん 。  

 
 
 
 
 



 

 

③  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ ッ ド ワ ッ ペ ン に「 あ す な ろ ち ゃ ん 」の
焼 き 印 を 押 し て も ら う  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ウ ッ ド ワ ッ ペ ン に 色 つ け ] 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
   
 
 

[各 ク ラ ス で ト ー テ ム ポ ー ル に 絵 付 ]  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
[ス タ ー ド ー ム の 組 み た て を 試 す  

応 援 団 活 動 の メ ン バ ー と 教 職 員 ] 
 
事業の特色 
 
＊  こ の 事 業 を 小 学 校 は 5，6 時 間 目 の 授

業 と し て 位 置 づ け て 、 全 校 生 徒 で の
図 工 の 時 間 と し 、学 校 公 開 日 と 重 ね 、
親 子 で 取 り 組 め る 企 画 と し た 。  

完成したウツドステージ＆ウッドクラフト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

[ス タ ー ド ー ム ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ト ー テ ム ポ ー ル ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[あすなろちゃんの焼き印付ウッドワッペン] 
 



 

 

４【事業の成果】 
 

あすなろ応援団活動のメンバーを中心に児
童、地域のサポーター会の方々や、保護者ボ
ランティア、あすなろスタッフのお母さんた
ち、PTA 本部役員、教職員が一丸となっての、
事業となった。 

当日に至るまでに、１ヶ月かけて使用不能
になっていた木製遊具を撤去し、整地しコン
クリート下地打ちなど、本格的な工事もボラ
ンティアですべてしていただき、素晴らしい
ウッドステージができたのは、地域力の結集
だと、深く感じる。 

 
ウッドステージは 4m×８m で、１学級の児

童がステージ上で学習活動できる広さとし
た。また、子どもたちが製作した各クラス１
本ずつのメモリアルトーテムポールを立て
て、この事業の記念となった。 

木製遊具更新計画事業は、まだまだ継続中
で、ベンチや、切り株型腰掛など、追々足し
ていく予定である。 
 
５ 【今後の課題】 

 
今回の事業を通して資金を公の基金に申請

して、通ったことが大きかったと思う。それ
によって、この事業の幅が広がった。これか
らの、ひとつのやり方にもなると考えられる。 
 今後、年月を経ていくにしたがって、支え
ていく資金作りは、一番の課題になると考え
られる。 
 

 
１１月５日の当日、あすなろスタッフの 
お母さんボランティアによる、 

『あすなろカフェ』の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看板娘の「あすなろちゃん」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度より、公募して、全校生徒の投票によって
選ばれた、菩提寺北小学校のキャラクター  
『あすなろちゃん』 が色んな行事で大活躍！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ す な ろ ち ゃ ん の 原 画  
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    あ す な ろ ち ゃ ん の 着 ぐ る み  



【湖南市】学校を核にした新しい地域コミュニティの模索

【 】地域本部名：菩提寺小学校支援地域本部

１【事業の趣旨】 ３【事業の成果】

本事業は “活力のある学校を創る”を 学校の教育活動にとって、 

教育目標に掲げる菩提寺小学校と、地域、 いろいろな活動にボランティアの支援を

保護者の連携を深めることで、地域ぐるみ 受けることで、教師が児童に物理的に多く

で子どもの健全育成を図ると共に、多様な の時間を持つことができるようになり、学

関わり方で学校を支援することを通して学 習内容面、安心・安全面の両面で活動が充

校の教育活動の充実および安心安全な環境 実し、子どもたちの学習意欲を高めること

をつくることを目指している。 につながった。

保護者・地域にとって

学習参観以外の場で、授業や学校の活動２【事業の概要、特色】

今年度は、昨年度の取組を基盤にして、 に参画する機会が増えたことで、学校への

学校支援の取組が、人的・内容的により有 関心を高めることができた。また、御自身

機的に関連することを目的に、これまでの の知識や経験、技能が、児童の教育に生き

取組を整理統合したり新しく生み出したり て働くことを知っていただくことで、学校

することを目指してきた。実行委員会を定 をキーステーションにした地域の教育力の

期的に開催して年間の流れを確認しながら 可能性について考えていただくきっかけと、

基本的には昨年度の支援を継続する中で、 することができた。

今後の望ましい在り方について検討を重ね 学校と地域ボランティアとの交流会

て進めてきた。 ８ 月 末 に 初 め て

60①学習支援 の交流会を開催。

各学年の授業に対する協力 サポート 名 を 超 え る 参 加 者、 。

＜家庭科ミシン指導・書写指導等＞ （ ボ ラ ン テ ィ ア ・

） 。②特別活動支援 教職員 があった

学年や全校的な特別活動に対する支援 普 段 は 時 間 も な か

＜たてわり全校遠足や収穫祭等＞ な か と れ ず 、 ゆ っ

③教育相談支援 くり話をすることもできないが、ボランテ

個別に課題を抱える子どもに寄り添い ィア・教職員の立場で意見を交わし、学校、

円滑な学校生活を送れるよう支援。 に対する夢や願いを語り合うなど、有意義

④クラブ活動支援 な場にすることができた。

専門的な指導や子どもたちへの対応等 たくさんのボランティアさんが来校する

の支援。＜日本の文化、将棋、家庭＞ ことで、学校の様子を知ってもらうととも

⑤読書活動支援 に、子どもたちとより多くの関わりを持つ

昼休みお話放送と、子どもたちへの読 ことができた。また、全戸配布の新聞やＨ

書活動を支援。 Ｐなどの広報活動を進めることで、地域で

＜朝のお話会、図書室蔵書の整理・修理＞ の認知度を高めることができた。

４【今後の課題】⑥環境整備支援

学校内の花壇や植栽などの環境を整備 地域からの支援は増えてきたが、本校保
。し、学校生活を支援。 護者の関心がまだまだ少ないように感じる

＜校内の樹木剪定、玄関の花、中庭・坂 新しい試みとして、保護者を対象に学習参

「 」 。道花壇の苗植え＞ 観の機会に ほっ♪とサロン を開催予定

⑦見守り・安全支援 地域の支援者と一緒に交流を持つ場になれ

地域の皆さんに ばと思っている。

よる子どもたちの 今年度行った交流会のように、学校・家
登下校をを安全に 庭・地域のそれぞれの立場で意見や思いを

見守る支援。 語り合える場を作り、より強い繋がりを持

ちたいと思う。



「「 心心 のの ふふ るる ささ とと づづ くく りり 」」 水水 戸戸 小小 学学 校校         【【 湖湖 南南 市市 】】  

                                  【学校支援地域本部名：水戸小学校支援地域本部】
 
１【事業の趣旨】 
 昨 年 よ り 地 域 ぐ る み で 学 校 運 営 を 支
援 す る 体 制（ 水 戸 っ こ 応 援 団 ）を 立 ち 上
げ た 。本 事 業 を 通 じ て 教 員 の 子 ど も と 向
き 合 う 時 間 の 拡 充 、学 校 を 中 心 に 家 庭 ・
地 域 と 連 携 し 子 ど も の 健 全 育 成 と「 心 の
ふ る さ と づ く り 」 を 図 る 。  
２【事業の概要、特色】 
（ １ ）多 く の 人 に こ の 取 組 を 知 っ て も ら
う た め 、4 月 の 入 学 式 で 新 入 生 保 護 者 に
ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 を 呼 び か け た 。PTA 総
会 で ス ラ イ ド を 使 っ て 昨 年 の 活 動 を 紹
介 し 、職 員 室 前 の 廊 下 に「 水 戸 っ こ 応 援
団 」の 掲 示 板 を 作 成 し た 。毎 月 発 行 し て
い る お 便 り で は 写 真 や イ ラ ス ト を 使 っ
て わ か り や す く 活 動 を 紹 介 し て い る 。  
（ ２ ） 朝 の 10 分 間 の 読 み 聞 か せ 、 お 昼
休 み の お 話 会 を し て い た だ い て い る 図
書 ボ ラ ン テ ィ ア に は 比 較 的 保 護 者 も 多
く 、季 節 に 応 じ た 壁 面 を 飾 っ た り 、夏 休
み に は 図 書 の 修 繕 を し た り 、子 ど も た ち
が 図 書 室 に 足 を 運 び や す い 工 夫 を し て
も ら っ て い る 。他 校 と の 交 流 、研 修 会 な
ど 活 発 な 活 動 と な っ て い る 。  

 
木 工 が 得 意 な ボ ラ ン テ ィ ア に は 学 校 で
今 年 か ら 始 ま っ た 漢 字 検 定（ 水 戸 っ こ 漢
字 検 定 ）の プ リ ン ト を 入 れ る 棚 を 作 っ て
い た だ い た 。ま た 、４ 年 生 の や ま の こ 学
習 で は 子 ど も た ち と 森 林 散 策 や ク ラ フ
ト を 一 緒 に 作 っ て い た だ い た 。  

 
 
 
 
 
 
 

（ ３ ）毎 年 秋 に 行 わ れ る 水 戸 ま つ り で は  
た く さ ん の 地 域 の 方 に 協 力 し て も ら い 、
3 年 ぶ り の 餅 つ き や み こ し 練 り 歩 き を
行 う こ と が で き た 。水 戸 っ こ 応 援 団 の 皆
さ ん と PTA 保 護 者 が 集 ま り 、慣 れ な い お
餅 づ く り の ア ド バ イ ス を い た だ く こ と
が で き 、 貴 重 な 時 間 と な っ た 。  

同 じ く 毎 年 行 わ れ る マ ラ ソ ン 大 会 で
は 、応 援 団 だ け で な く 全 て の 保 護 者 に 安
全 指 導 の ボ ラ ン テ ィ ア を 募 り 、大 会 当 日

だ け で な く 練 習 か ら 多 く の 水 戸 っ こ 応
援 団 、保 護 者 に 協 力 し て い た だ い た 。ポ
イ ン ト に 立 っ て「 が ん ば れ ！ 」「 も う 少
し ！ 」と 声 を か け て い た だ い た 事 で 子 ど
も た ち も 頑 張 っ て 走 り き る 事 が で き た 。 
３【事業の成果】 

 地 域 の 方 に 講 師 に 来 て い た だ い た り 、
学 校 支 援 メ ニ ュ ー か ら 専 門 の 講 師 に 来
て い た だ く 事 で 学 校 の 授 業 内 容 の 広 が
り 、人 と の つ な が り が で き た 。ボ ラ ン テ
ィ ア に ち ょ っ と し た 声 か け を し て い た
だ く 事 で 子 ど も た ち が 達 成 感 を 味 わ い
自 信 を つ け る こ と が で き た 。  

読 み 聞 か せ や 水 戸 っ こ 漢 字 検 定 の 取
組 、掲 示 板 を 使 っ た 言 葉 遊 び な ど に よ り
考 え る 力 や 静 か に 集 中 す る 力 が つ い て
き た 。地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー か ら 教 員 へ
学 校 支 援 メ ニ ュ ー や D-1 グ ラ ン プ リ（ 湖
南 市 だ じ ゃ れ グ ラ ン プ リ ）へ の 参 加 な ど
を 紹 介 し 、子 ど も た ち が 意 欲 的 に 関 わ る
活 動 が で き た 。  

４【今後の課題】 
・ 地 域 へ の Ｐ Ｒ  
ま だ ま だ 地 域 に ね む っ て い る ボ ラ ン テ
ィ ア を 発 掘 し 、生 涯 学 習 の 場 と し て 楽 し
み な が ら 学 校 に 来 て い た だ き た い 。ボ ラ
ン テ ィ ア 研 修 な ど を 通 し て ボ ラ ン テ ィ
ア 同 士 の 交 流 を 図 る 必 要 が あ る 。  
・ 家 庭 へ の Ｐ Ｒ  
学 校 、地 域 と 子 ど も の 課 題 を 共 有 す る た
め 情 報 発 信 。保 護 者 と 地 域 の 子 育 て 親 育
ち 研 修 会 の シ リ ー ズ 化 。  
・ 学 校 と 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連 携  
本 事 業 が 一 過 性 の イ ベ ン ト で 終 わ る の
で は な く 、子 ど も た ち の 毎 日 に 寄 り 添 っ
た 息 の 長 い 活 動 に な る よ う に 校 長 、教 員
と 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 連 携 を 図 り 、
今 後 も 水 戸 の 子 ど も た ち の た め に「 地 域
に 開 き 、 信 頼 さ れ る 学 校 」 で あ り た い 。 



【湖南市】みなみっこ応援団

】【学校支援地域本部名：石部南小学校支援地域本部

１【事業の趣旨】

石部南小学校では、子どもたちの体験活

動を推進するため、様々な形で学校支援の

取組が実施されており、多くの地域の方々

に協力をいただいています。学校支援地域

本部は、これまでの取組をさらに発展させ

て組織的なものとし、より効果的な学校支

援を行い、教育の充実を図ろうとするもの

です。

２【事業の概要、特色】

「みどりのバトンタッチ活動１０周年」

石部南小学校には「ふれあい夢の森」と

いう、みんなから親しまれている森があり

ます。この森を中心にみどりのバトンタッ

チの活動が始まり１０周年がたちました。

年間を通して、環境整備や間伐体験、巣箱

作り、シイタケのコマ打ち体験など、子ど

もたちと一緒に環境学習活動を行っていま

す。

☆ み ど り の バ ト

ン タ ッ チ １ ０ 周

年 を 記 念 し て 建

て ら れ た 看 板 。

☆ 教 職 員 向 け の

研 修 会 が 行 わ れ

ました。

「みなみっこ応援団 部会」PTA
今年度に入り新しく立ち上がった組織が

「みなみっこ応援団 部会」です。こPTA
PTA PTAの部会のメンバーは現 の方や、

の方で組織されており、おもな活動内OB
容は学校行事ボランティアです。将来的に

は、 部会の方が学校ボランティアの中PTA
心的な存在になるものと思います。

☆ 体 育 大 会 ボ ラ

ンティア。

体 育 大 会 の １ ０

日 前 か ら は っ ぴ

の 制 作 が 始 ま り

ました。

☆手作りのはっぴを着て踊る子どもたち。

☆校外学習付き添いボランティアには、

部会、保護者、祖父母など多くの方がPTA
協力してくださいました。



☆ 「 走 れ ！ 南

っ 子 大 会 」 走

路 員 ボ ラ ン テ

ィア。

「学校環境整備」

石部南小学校は自然が多く沢山の木々に

囲まれています。環境整備ボランティアさ

んは、それぞれの木の剪定する時期を知っ

ているので、毎年同じ時期に学校へきて環

境整備活動をしてくださっています。

☆「走れ！南っこ大会」を前に歩道をきれ

いに掃除してくださっています。

☆校内の植木の剪定。

「みなみっこ応援団運営委員会」

みなみっこ応援団運営委員会では、石部

南小学区の代表の方にお集まりいただき、

地域と学校が連携して子どもを育てていく

ための話し合いが行われています。

地域や学校での子どもの様子を意見交換

をして、学校支援のありかたなどの話し合

いが行なわれています。

３【事業の成果】

■子どもたちと保護者、地域の皆さんとの

ふれあいが増えて、学校以外でも自然にあ

いさつを交わすようになった。

■地域の皆さんとの打ち合わせや委員会を

重ねるごとに、地域での子どもの実態を把

握することができた。

■子どもたちが地域の活動に積極的に参加

して、自分の役割や責任をもって行動する

ことができた。

■多くの地域の方が学校を訪れることによ

り、学校を知ってもらえるようになった。

４【今後の課題】

■してあげるボランティアではなく、子ど

もの課題を考えてそれに合わせた支援をし

ていく事が大切。

■子どもをお客さんにしない支援を地域と

一緒になって考えていくこと。

■地域の方と連携して地域ぐるみで子ども

を育てていくこと。



 

 

地域の拠点となる学校づくり           【 湖 南 市 】  

                                  【学校支援地域本部名：石部小学校支援地域本部】 
実 践 （ １ ） 小 学 校 で の サ ー ク ル 活 動  
１【事業の趣旨】 
 石 部 小 学 校 の 学 校 支 援 地 域 本 部 事 業
で は 、子 ど も 育 て の 基 礎 と し て の「 く ら
し の 土 台 」づ く り と し て 、学 校 を 中 心 と
し た 地 域 づ く り の 活 動 を 行 っ て い る 。  
 そ こ で 、地 域 の サ ー ク ル 活 動 を 小 学 校
で 行 っ て い た だ く こ と で 、地 域 の 多 く の
方 に 、小 学 校 を よ り 身 近 な も の に 感 じ て
い た だ き 、ま た 、子 ど も と ふ れ あ い 、顔
見 知 り に な っ て い た だ く こ と を 目 的 と
し て 、「 小 学 校 で の サ ー ク ル 活 動 」を 立
案 、 実 施 し た 。     よ し 笛 サ ー ク ル  
 
２【事業の概要、特色】 
○ 経 緯  

 活 動 を 実 施 す る に  
あ た っ て 、 第 一 に  
「 小 学 校 で の サ ー ク ル 活 動 」 の 説 明 会 、
意 見 交 流 会 を 各 サ ー ク ル の 代 表 の 方 に
呼 び か け た 。呼 び か け た 中 で 活 動 時 間 が
合 わ な い 等 、来 て い た だ け な い サ ー ク ル
も あ っ た が 、半 数 の サ ー ク ル の 代 表 の 方
に 出 席 し て い た だ け た 。  
 説 明 会 、意 見 交 流 会 で「 小 学 校 で サ ー
ク ル 活 動 」の 主 旨 を 説 明 し 、お 願 い し た
と こ ろ 、ほ と ん ど の サ ー ク ル が 賛 同 し て
く だ さ っ た 。 そ こ で 各 サ ー ク ル の 活 動
に あ た っ て の 連 絡 、調 整 を 行 い 、１ ０ 月
か ら 活 動 を 実 施 し て い る 。  
 初 め は 、 ４ サ ー ク ル で の 活 動 だ っ た
が 、そ の サ ー ク ル の 方 が 紹 介 し て く だ さ
り 、他 の サ ー ク ル も 加 え 、現 在 、６ サ ー
ク ル が 石 部 小 学 校 で 活 動 し て く だ さ っ
て い る 。  
○ 特 色  
 「 小 学 校 で サ ー ク ル 活 動 」は 公 民 館 な
ど の サ ー ク ル 活 動 を 小 学 校 で し て い た
だ く こ と を 趣 旨 と し て い る 。子 ど も に サ
ー ク ル の 活 動 を 教 え て い た だ く こ と（ 例
え ば 、洋 裁 サ ー ク ル の 方 が 子 ど も に 手 芸
を 教 え る ）等 を 目 的 と し て 立 案 し た 活 動
で は な い 。        茶 道 ク ラ ブ  
 地 域 の 大 人 が 自 分  
た ち の 学 校 で サ ー ク  
ル 活 動 を し て い る 様  
子 を 子 ど も た ち が 見  
て 、 興 味 を も ち 、 そ  
し て 、 自 然 に 近 づ い  
て い く 事 、 話 し か け  
て い く 事 を 目 的 と し て い る 。  
 ふ れ あ い を 前 提 と し て 企 画 さ れ た も
の で は な く 、自 然 と 目 に し 、興 味 を も ち 、
ふ れ あ い 、話 か け る ま で の 過 程 を 大 事 に
す る こ と が 本 事 業 の 特 徴 で あ る 。  
 

３【事業の成果】 
 初 め 、４ サ ー ク ル だ っ た 活 動 が 口 コ ミ
で ６ サ ー ク ル に 広 が っ た 。活 動 の 広 が り
は 、サ ー ク ル の 方 が 小 学 校 に 行 く こ と を
身 近 に 感 じ ら れ た と い う こ と で 、当 初 の
目 的 の 成 果 の 一 つ で あ る 。  
 ま た 、サ ー ク ル の 方 が 小 学 校 で 活 動 す
る 中 で 、「 も っ と 積 極 的 に 子 ど も た ち と
ふ れ あ い た い 」と 自 然 と 思 っ て く だ さ る
よ う に な っ た 。 子 ど も に 自 分 た ち の 知
っ て い る こ と を 伝 え て い く こ と に 喜 び
や や り が い を 持 っ て い た だ く よ う に な
っ た 。  
 ど う し た ら 子 ど も た ち と の ふ れ あ い
の 時 間（ 休 み 時 間 で 、時 間 的 に も 限 ら れ
て い る の で ）を 楽 し い も の に で き る か を
考 え て く だ さ る サ ー ク ル も 出 て き た 。
（ 一 例 と し て 、琴 ク ラ ブ と 茶 道 ク ラ ブ が
一 緒 に 活 動 し て 伝 統 を 伝 え た い と 発 案
し て く だ さ っ た 。 ）  
 地 域 で 活 動 し て い る サ ー ク ル の 方 の
学 校 、子 ど も た ち へ の 意 識 が 変 わ っ て き
た こ と が 感 じ ら れ る よ う に な っ た 。  
 子 ど も の 側 か ら の 成 果 と し て は 、サ ー
ク ル の 方 が 来 て 下 さ る 日 の 休 み 時 間 を
楽 し み に す る 子 ど も が 多 く な っ た と い
う こ と で あ る 。  

サ ー ク ル の あ る 日 の 休 み 時 間 に は 校
内 放 送 を し て 参 加 を 呼 び か け る 。サ ー ク
ル の 活 動 し て い る 教 室 に た く さ ん の 児
童 が 来 る よ う に な っ た 。  

初 め は 窓 か ら 見 て い た 子 ど も た ち も
少 し ず つ 話 か け る よ う に な っ た 。 ま た 、
サ ー ク ル の 方 が 子 ど も た ち に 教 え て 下
さ る よ う に な る と 真 剣 に 耳 を か た む け
る 。「 次 は い つ 来 る の・・・」と い う 声
が サ ー ク ル の 方 の 喜 び に な っ て い る 様
子 も し ば し ば 見 ら れ る よ う に な っ た 。  

大 人 と 子 ど も が 自 然 に ふ れ あ い 、顔 見
知 り に な り 、伝 え て い く 。本 事 業 の 大 き
な 成 果 で あ る 。  
  
４【今後の課題】 

本 事 業 は 、大 人 と 子 ど も が 地 域 の 中 で
自 然 に ふ れ あ い 、顔 見 知 り に な っ て い く
こ と を 目 標 と し て い る 。今 後 も 自 然 に 大
人 と 子 ど も が よ り 身 近 な 関 係 に な っ て
い く こ と が 願 い で あ る 。  

今 後 の 課 題 と し て は 、こ の 活 動 が 自 然
に 長 く 続 く よ う に す る こ と で あ る 。  

 
 
 
 
 
  琴 ク ラ ブ          洋 裁 ク ラ ブ  

よし笛サークル



 

 

実 践 （ ２ ） 「 魚 を 上 手 に 食 べ よ う 」  
 
１【事業の趣旨】 
 石 部 小 学 校 で は 年 に 何 回 か「 骨 付 き の
魚 」を 給 食 に 出 し て い る 。多 く の 子 ど も
た ち が 普 段 、骨 の な い 魚 、切 り 身 の 魚 に
慣 れ て い る 中 で 、あ え て 、「 骨 付 き の 魚 」
も 食 べ て ほ し い と い う 思 い か ら 献 立 を
立 て て い る 。  
 し か し 、１ 学 期 に ア ユ の 塩 焼 き を 実 施
し た と こ ろ 、今 ま で に な い 程 の 残 菜 で あ
っ た 。そ こ で 、栄 養 士 の 先 生 よ り の 提 案
で 「 魚 を 上 手 に 食 べ よ う 」 を 給 食 室 と  
学 校 応 援 団 と 一 緒 に 計 画 す る こ と と な
っ た 。  
 
２【事業の概要、特色】 
○  目 的  
・ 魚 を 上 手 に 食 べ ら れ る 。  
・ お は し を 上 手 に 使 っ て 食 べ ら れ る 。  
・ 地 域 の 方 と 一 緒 に お 魚 を 食 べ る こ と

で 、 交 流 を 深 め る 。  
・ 食 べ た 後 の お 皿 は き れ い 。  
○  概 要  
 ６ 年 生 、２ ク ラ ス を 対 象 に「 お 魚 を 上
手 に 食 べ よ う 」 を 実 施 す る こ と と な っ
た 。そ こ で 、地 域 で 魚 屋 さ ん を し て い た
方 に お 願 い し て 協 力 し て い た だ く こ と
に し た 。  

始 め に 、栄 養 士 の
先 生 と 魚 屋 さ ん で
ど の よ う に 教 室 で
子 ど も た ち に 魚 の
食 べ 方 を 教 え る か
打 ち 合 わ せ を し た 。 

子 ど も た ち に わ か  準 備 し て い た だ い た  
り や す く 説 明 す る た    資   料  
め に 、 資 料 な ど も 準 備 し て い た だ い た 。
そ し て 、当 日 、給 食 を 食 べ る 前 に「 魚 の
上 手 な 食 べ 方 」を 教 え て い た だ く こ と に
な っ た 。  

次 に 、地 域 の 方 に お 願 い し て 、子 ど も
た ち と 一 緒 に 給 食 を 食 べ て い た だ き 、一
緒 に 食 べ る 中 で「 魚 の 食 べ 方 」や「 は し
の 持 ち 方 」を 教 え て い た だ く こ と に な っ
た 。  

当 日 、６ 年 生 ２ ク ラ ス に 栄 養 士 の 先 生
と 魚 屋 さ ん が 分 か れ て 、 子 ど も た ち に
「 魚 の 上 手 な 食 べ 方 」を 教 え て く だ さ っ
た 。 そ の 後 、 地 域 の 方 （ ク ラ ス に ４ 名 ）
と 子 ど も た ち が 一 緒 に 給 食 を 食 べ た 。  

給 食 の 後 、学 校 応 援 団 事 務 室 で 地 域 の
方 と 栄 養 士 の 先 生 で 話 し 合 い の 場 を 持
っ た 。意 見 、反 省 、課 題 等 聞 か せ て い た
だ い た 。  

魚 屋 さ ん の 説 明 は 事 前 に 打 ち 合 わ せ
を し 、資 料 を 準 備 し て い た た め 、と て も
分 か り や す く 、「 こ う や っ て 、食 べ た ら
骨 付 き の 魚 が 上 手 に 食 べ ら れ る ん だ 」と
初 め て 子 ど も が 多 か っ た 。ま た 、そ の 後

地 域 の 方 が 一 緒 に 食 べ る 時 に 、上 手 に で
き な い 子 ど も に 実 際 、「 こ う す る ん だ よ 」
と 教 え て く だ さ っ た 。は し の 持 ち 方 等 も
教 え て く だ さ っ た 。結 果 、残 菜 は 非 常 に
少 な く な っ た 。  

ま た 、子 ど も た ち が 自 分 か ら 、地 域 の
方 に 牛 乳 の 飲 み 方 （ ス ト ロ ー の さ し 方 ）
や 牛 乳 パ ッ ク の た た み 方 を 教 え る と い
う 場 面 も あ っ た 。  

子 ど も た ち は「 骨 付 き の 魚 」を 一 生 懸
命 に 上 手 に 食 べ よ う と し た 。そ し て 、多
く の 子 ど も が 今 ま で よ り と て も き れ い
に 魚 が 食 べ ら れ た こ と を 嬉 し く 感 じ て
い る よ う だ っ た 。  

一 緒 に 食 事 を す る こ と で 、大 人 と 子 ど
も と お 互 い が 教 え 合 う 、楽 し い 交 流 の 時
間 を 持 つ こ と が で き た 。  

 
３【事業の成果】 
  核 家 族 の 家 庭 が 増 え て い る 中 、 家 庭
で 自 然 と 身 に つ い て い た こ と が で き な
い 子 ど も が 増 え て い る 。本 来 、当 た り 前
で 大 切 な こ と が 伝 わ っ て い な い と い う
こ と で あ る 。  
 衣 、食 、住 等 、家 庭 で 身 に つ け る 基 本
的 な こ と が 当 た り 前 に で き な く な っ て
い る 中 、地 域 が そ れ を 補 っ て 、「 伝 え る 」
と い う こ と は 、地 域 本 部 事 業 の 大 切 な 役
割 で あ る と 考 え る 。  
 
４【今後の課題】 

今 回 、初 め て の 取 組 な の で 、１ 学 年 だ
け だ っ た が 、毎 年 継 続 す る こ と で 、全 学
年 で 実 施 す る こ と を 目 標 と し て 取 り 組
ん で い き た い 。  
 ま た 、こ の 他 に も 今 ま で 家 庭 で 自 然 と
見 て 、覚 え て き た こ と が で き な い 子 ど も
が 増 え て い る と の 声 が 聞 こ え る 中 、地 域
の 方 の 力 を 借 り て 、子 ど も た ち の「 生 き
る 力 」を 支 え る こ と は 、と て も 重 要 で あ
る と 考 え る 。こ の よ う な 家 庭 で 本 来 身 に
つ け て お く べ き 事 を 、地 域 が ど こ ま で か
か わ っ て い く か が 課 題 で あ る 。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

魚の上手な食べ方を教え

てくださる地域の方  

子どもと一緒に給食を食

べる中で上手な食べ方を

教えてくださった  



 

 

自 分 が す き 、 友 達 が す き ､ 学 校 が す き 、 下 田 が す き     

スクールサポートネットワークなすびぃず                 【 湖 南 市 】  

                         【学校支援地域本部名：下田小学校支援地域本部】 
 
１【事業の趣旨】   

地域ぐるみの学校づくり、学校とともに子
どもを育てる地域づくりのため、地域と学校
のコミュニケーション、子ども育成の課題の
共有化、学校力・地域力の向上を図ることに
より、地域のよさを生かし､地域のよさに学
び､子どもと地域と学校がともに育つ取り組
みの推進を願っている。 
 
２【事業の概要、特色】 
① 本 校 の 地 域 支 援 本 部 は 、今 年 度 よ り 活
動 を 始 め た の で 、 「 学 校 支 援 地 域 本 部 」
に 親 し み を も っ て も ら う た め 、本 部 名 を
「 ス ク ー ル サ ポ ー ト ネ ッ ト な す び ぃ ず 」
と し 、 本 部 と し て 使 用 し て い る 教 室 を
「 な す び ぃ ず ル ー ム 」と 名 付 け た 。そ し
て 、活 動 内 容 や 、企 画 イ ベ ン ト 等 を 知 っ
て い た だ く た め に 「 な す び ぃ ず NEWS」
と い う 通 信 文 書 を 保 護 者 や 地 域（ 区 長 さ
ん を 通 じ て 各 戸 回 覧 ）に
配 布 し た 。 そ
の 中 で キ ャ ラ
ク タ ー を つ く
り 、 子 ど も た
ち に 名 前 を 公
募 し 「 ナ ッ ス
ー と ナ ッ ピ
ー 」 と い う 名 前 に 決 定 し た 。  
② 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と 子 ど も た ち 、
保 護 者 ・ 地 域 の 方 々 と 交 流 を 図 る た め 、
子 ど も た ち 向 け の 昼 休 み イ ベ ン ト「 Lets 
Go!!な す び ぃ ず 」や 、保 護 者・地 域 の 方

向 け に 「 な す び
ぃ ず Café」を 企
画 、 実 施 し た 。
自 由 参 観 期 間 に
は 、 「 参 観 ツ ア
ー 」 を 企 画 。 地
域 コ ー デ ィ ネ ー
タ ー と と も に 色
々 な 教 室 を 見 て

回 る と い う ツ ア ー を 実 施 し た 。  
③ 本 部 の 活 動 開 始 時 よ り 、ボ ラ ン テ ィ ア
（ サ ポ ー タ ー ）の 登 録 を 保 護 者・地 域 の
方 々 に お 願 い を し た 。市 ま ち づ く り セ ン
タ ー に チ ラ シ を 置 か せ て い た だ い た り
保 護 者 に 配 布 し た り し た 。 こ う し た 中
で 、7 月 の 6 年 生・家 庭 科 で の ミ シ ン 実
習 時 に ボ ラ ン テ ィ ア の 方 が 参 加 し て く
だ さ り 、子 ど も た ち が 困 っ た と き の お 手
伝 い を し て い た だ い た 。９ 月 に は 運 動 会
ユ ニ フ ォ ー ム の 製 作 ボ ラ ン テ ィ ア 、 11
月 に は「 校 内 音 楽 会 」や 4 年 生 の 出 場 し

た「湖 南 市 小 中 合 同 音 楽 会 」に 向 け て の
「 練 習 指 導 ボ ラ
ン テ ィ ア 」を 実 施
し 、子 ど も た ち が
頑 張 る お 手 伝 い
を し て い た だ い
た 。  
 そ の 他 、「 校 外
学 習 の 付 き 添 い 」
や「 給 食 エ プ ロ ン 袋 作 り 」な ど に も 参 加
し て い た だ い た 。  
④ 11 月 下 旬 よ り 、
地 域 の 方 に ボ ラ
ン テ ィ ア と し て
参 加 い た だ き「清
掃 支 援 」 を 始 め
た 。開 始 し た ば か
り な の で 、 ま ず
は 、子 ど も た ち へ
ボ ラ ン テ ィ ア の 方 か ら 清 掃 の 仕 方 の「 声
か け 」 を す る こ と を 心 が け て い る 。  
 
３【事業の成果】 
 今 年 度 か ら 活 動 を 開 始 し 、手 探 り で 活
動 を 進 め て い る 段 階 な の で 大 き な 成 果
を 得 ら れ て は い な い が 、地 域 ボ ラ ン テ ィ
ア や 保 護 者 ボ ラ ン テ ィ ア が 参 画 し て く
だ さ り 、教 育 活 動 に 一 定 の 寄 与 が で き た
こ と は た い へ ん う れ し い こ と で あ る 。  

さ ら に 、子 ど も 達 に と っ て「 な す び ぃ
ず ル ー ム 」が あ る こ と で 今 ま で と は ち が
っ た「 長 休 み 」や「 昼 休 み 」の す ご し 方
が で き る よ う に な り 、コ ー デ ィ ネ ー タ ー
と 関 わ る こ と で 、ボ ラ ン テ ィ ア に 興 味 を
持 つ よ う に な っ て き た よ う に 思 う 。高 学
年 の 子 ど も た ち は 積 極 的 に コ ー デ ィ ネ
ー タ ー の 手 伝 い を す る こ と が 増 え て き
た 。そ の 中 で 、低 学 年 の 子 ど も た ち の 遊
び 相 手 に な る な ど 、今 ま で 以 上 に 他 学 年
間 の 交 流 が す す ん で い る よ う に 感 じ る 。 
 ま た 、 「 な す び ぃ ず NEWS」 や 、 そ の
他 の 告 知 な ど に よ っ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア
（ サ ポ ー タ ー ）の 登 録 が 十 数 名 あ っ た こ
と も 成 果 の ひ と つ に 思 う 。  
 
４【今後の課題】 
①  学 校 支 援 地 域 本 部 事 業 と 、 こ れ ま で

に 培 わ れ て き た ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の
連 結 を ど う す る か 。 Ｐ Ｔ Ａ と の つ な
が り を ど う す る か 。  

②  学 校 に 関 わ り た い と す る 思 い を も つ
人 を ど う 見 つ け 、 取 組 に 取 り 込 ん で
い く か 。  



【湖南市】「 東っ子 応 援 団 」の取 組

【 】学校支援地域本部名：三雲東小学校支援地域本部

１【事業の趣旨】

学校と家庭そして地域が、子どもの課題を

共有し、課題解決に向け、一体となって連携

の方向を探るとともに、地域の大人との様々

なふれ合い活動を通して、子どもの安全と学

習活動の充実を図る。

２【事業の概要、特色】

◇安心・安全を確保する。

◇学習活動を支援する。

◇学習環境を整備する。

（１）農園ボランティア

校門入り口近くと校舎裏の二ケ所に約５ア

ールの農園があり、農園活動として、全校で 〈菜種の脱穀〉

野菜を育てる活動や３・４年生が菜種を育て

収穫する活動を行っている。ボランティアさ （２）図書ボランティア

んには、農園の土づくりや農園周りの草刈り 図書館協力員さんの来校に合わせて、図

、 、のお手伝いをしていただき、野菜や菜種の植 書ボランティアさんは 毎週火・金曜日に

え方や収穫の仕方について、丁寧に指導して 書架の整理や本の修繕、また季節に合った

いただいている。年度末には 「ありがとう 飾り付けや図書室の入り口に季節のテーマ、

の会」に来ていただき、各学年の感謝の気持 に合わせた本の紹介コーナーの設置等、主

ちを伝えている。 に図書室の環境整備をしていただいてい

る。雨の日には絵本の読み聞かせをしてい

ただいたり、図書委員会の児童と一緒に本

の貸し出しや返却の活動のお手伝いをした

りしていただいている。

〈野菜の苗植え〉

〈本の修繕〉

〈 〉〈サツマイモの収穫の仕方を教わる〉 だじゃれグランプリの開催・表彰



（３）見守りボランティア

子どもたちの登下校時、地域のポイントと

なる場所に立っていただき、年間を通して安

全を見守っていただいている。木曜日は、一

年生だけが５校時で下校のため、ボランティ

アさんに学校まで来ていただき、一緒に各地

区まで送っていただいている。

〈４年総合 職場体験〉

３【事業の成果】

子どもたちの安心・安全の確保、学習環

境の整備や学習活動の支援を年間を通して

〈一年生の子どもたちと〉 していただいた。

・登下校時の子どもたちの事故もなく、日

々の通学における安全が確保されてい

た。

・図書室の環境が良くなり、子どもたちが

気持ち良く図書室を利用し、進んで読書

活動ができた。

・野菜の苗の植え方等を直接教わりながら

活動し、収穫の喜びを味わうことができ

た。

・総合的な学習の時間を豊かなものにする

ことができ、意欲的に学習できた。

〈帰り道の見守り〉 地域の方々との出会い・ふれ合い活動

が 子どもたちにとって 学校生活への 楽、 、 「

（４）学習支援ボランティア しさ 「意欲 「安心」を感じさせるもの」 」

特に生活科や総合的な学習の時間におい になっていた。

て、校区内の引率のお手伝いをしていただい

４【今後の課題】たり、学習活動の内容に関わって協力いただ

いたりしている。 ・本年度の学校支援本部立ち上げをもとに

して、子どもの実態を大事にした課題の明

確化に努めるとともに、より一層子どもた

ちが主体的に活動する姿を実現していく必

要がある。

・東っ子応援団だより（学校支援地域本部

事業だより）の発行を増やし、より多くの

方々に本事業を知っていただく中で、４つ

のボランティアが今後も機能的に継続され

るとともに、学習支援ボランティアの拡充

を図りたい。

〈４年総合 職場体験〉



                       
     
                             
１【事業の趣旨】 

 
 学校と地域が、みくもっ子の良さを伸

ばしながら、「ひとりだちできる子」「あ

たたかい子」「たくましい子」の育成を目

指し、共に、一体となり活動をすすめる。

特に地域の教育力を積極的に学校に生か

すことを趣旨とする。  
 
 

２【事業の概要・特色】 

 
今年度より、学校支援地域本部が動き

出しました。  
まずは、今、関わってくださっている

ボランティアさんの集約、そして、今ま

で通りお願いすると共に、各学年の先生

方にボランティアの必要な行事等がない

か声かけすることから始めました。  
 

 
 

毎月、日程表を作成し  
てもらい各学年順番に毎  
週火・木曜日に朝の読み  
聞かせをしていただいて  
います。また、月例お話会を昼休みにして

もらったり、本の整理・整頓、読み語り、

児童のサポートなどで子どもたちとの関

わりを持ってもらっています。  
 

 
 

スクールガードとして

毎日、子どもたちの登下

校の見守りを各地域でし

ていただいています。子

どもへの声かけをしてい

ただくことで、あいさつ

ができる子が増えてきま

した。  
 

 
 
 

庭木の剪定等を年に数回お世話になって

います。  

 
 
【学校支援地域本部名：三雲小学校支援地域本部】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○田んぼの応援団＝毎年５年生の田植え・

稲刈り指導。  
お米になるまでの田んぼの管理などお世

話になっています。  
 

 
○裁縫ボランティア＝５年６年の家庭科

（ミシン）では、保護者の方と一緒に今

年は地域の方にもボランティアに入っ

てもらい、子どもたちと関わってもらい

ました。  
 
 
○ 昔遊びボランティア＝３年生、子どもた

ちのおじいちゃんおばあちゃんや近所

の方々がボランティアになって、昔遊び

を一緒に楽しみました。  
 

 
 
 

今年度２学期より、  
初めての試みとしてボ  
ランティアさん２名で  
スタート！！  
「きれいな学校」を目  
指すために、学年を固  
定せず全学年を一週間ずつ回ってもらい

ました。子どもをお客様にしないよう、一

緒に掃除をしたり、仕方を教えたりしてだ

んだん話し声も増えてきました。  

図書ボランティア  

見守りボランティア  

環境ボランティア  

学習ボランティア  

掃除ボランティア  

みくもっ子支援委員会            【湖南市】  



 
３【事業の成果】 

 
  今年度からの取組なので、どれだけの成

果があったかは、まだ目にも見えていない

かもしれませんが、コーディネーターが学

校に入るということで、教職員の間に少し

ずつコーディネーターの存在が認識され

てきているのではと感じます。ボランティ

アさんも心地よく来ていただいたと思い

ます。子どもたちの目線が少し変わったの

ではないでしょうか。  
 
 
 
≡ボランティアさんのつぶやき≡  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
又、ボランティアさんと子どものつながりは、

学習活動だけでなく、子どもたちの感謝の気

持ちや御礼の気持ちから、さらに、学校の方

へ手作りのものをいただいたり、大事に育て

た野菜を教材にいただいたり、子どもたちの

学習に役立てるようにしています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４【今後の課題】 

今までのボランティアさんとも顔つな

ぎをして、学校の実態にあったボランテ

ィア活動を展開していきたい。そして、

地域の方と知り合いになり、地域へ帰っ

ても子どもたちに声をかけてほしいと思

います。  
また、地域、先生へのコーディネータ  

の存在の認識アップにも努めていきたい

と考えています。  
｢学校支援地域本部事業｣と教職員との間  
で、子どもの課題を共有し、ボランティ

アさんが入ることにより、子どもたちの

安心感が増えていけばいいと願っていま

す。永続的に学校を支援できるものにす

る必要があり、無理なく続けていきたい

と思います。  
 
 
 
 
 

学 校 と い う だ

け で ど き ど き

でも、あそびを

通 し て 一 緒 に

楽しめました。 

だ ん だ ん 子 ど も

た ち と 話 が で き

る よ う に な っ て

き ま し た 。 待 っ

て い て く れ て い

る 子 も で て き ま

した。  

昔あそび  
掃除  

絵本を語りながら、

皆 さ ん と 一 緒 に お

話 を 楽 し ん で い ま

す。勇気をもらった

り ほ っ と 安 堵 し た

り し な が ら 行 っ て

います。  

図書  

素直に聞いてくれ

ました。子どもた

ちとどう関わって

いいかわからなか

ったが声をかけて

くれる子もいまし

た。  

裁縫  

裁縫ボランティアさんへ、  

この前はミシンの手伝い  

ありがとうございました。  

１１月１７日（木）に校内  

音楽会があります。がんば  

りますので見に来てくださ  

い。              

子どもたちから  

家 庭 ボラン テ

ィ ア さんか ら

５ 年 生の各 組

に 手 作りの フ

ク ロ ウをい た

だきました。  

学 校 の 玄 関

において、全

校 の 児 童 も

見 せ て も ら

っています。



 

 

地域の大人から学ぶ生きた学習  まちづくり協議会との協働    【東近江市】

 

１【事業の趣旨】 

子 ど も た ち が 川 （ 日 野 川 ） に つ い て 、

地 域 の 大 人 か ら 、専 門 的 に 学 ぶ こ と に よ

り 、多 様 な 体 験 と 、規 範 意 識 や コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 な ど の 効 果 が 期

待 で き る 。  

川 の 学 習 か ら 、川 遊 び の 楽 し さ 、水 の

怖 さ 、水 の 大 切 さ 、自 然 環 境 の 大 切 さ を

知 り 、今 後 の 生 活 の 中 で 水 と の か か わ り

方 や 、環 境 問 題 に も 関 心 を 持 て る よ う に

方 向 づ け を す る 。  

蒲 生 地 区 で は ま ち づ く り 協 議 会 を 中

心 に「 川 づ く り 」の 活 動 が 始 ま っ て い る 。

地 域 の 大 き な 動 き（ ま ち づ く り ）に 子 ど

も た ち も 参 加 す る こ と で 地 域 と の 繋 が

り が 深 ま る こ と が 期 待 で き る 。  

２ 【事業の概要、特色】 

小学校 4 年生の「日野川の学習」で、蒲生

地区まちづくり協議会「川づくり委員会」と

下記のような課題を共通認識して連携した。 

・年間を通じた学習とする。 

・川遊びの楽しさを体験する。 

・川の生物について学ぶ。 

・川の怖さを知る。 

・川（自然）を守ることを学ぶ。 

・川を通して水の大切さを学ぶ。 

・環境の大切さを学ぶ。 

・川（日野川）に出かけ体験をさせる。 

・地域の方に現地での指導に先立ち教室での

学習も大切にする。 

・親子の学習の場にする。環境問題に家族で

取り組む姿勢を構築する。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアさん手作りの橋 

【地域本部名：蒲生地区学校支援地域本部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 【事業の成果】 

○ 実 際 に 日 野 川 へ 出 か け る こ と で 川 を

身 近 に 感 じ る こ と が で き た 。  

○ 地 域 の 大 人 か ら 、自 分 た ち の 子 ど も 時

代 の 川 と 、現 在 の 川 と の 変 化 を 説 明 し

て も ら え た 。  

○ 魚 だ け で な く 、同 じ く 川 の 生 物 で あ る

植 物 に つ い て も 学 習 教 材 と し て 取 り

扱 う こ と が で き た 。  

○ 親 子 で ゴ ミ 拾 い を し て 環 境 問 題 に ふ

れ る こ と が で き た 。保 護 者 に も 参 加 の

機 会 が あ っ て 、ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の 存

在 を 理 解 す る い い 機 会 と な っ た 。  

○ ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 自 身 が 子 ど も と と

も に 楽 し み な が ら 活 動 さ れ 、子 ど も の

思 い に そ え る 努 力 を し て い た だ け た 。 

○ 蒲 生 地 区 の 大 き な 動 き （ ま ち づ く り ）

に 同 調 し た 活 動 と な っ た 。  

４ 【今後の課題】 

今回は、日野川をテーマにしたので、まち

づくり協議会とのコラボレーションができや

すかったが、普段の学習においても、子ども

にとっても、地域の大人にとっても、まち（地

区）にとっても、よし（三方よし）の取組を

広げていきたい。 

蒲生地区学校支援本部事業は、蒲生地区の

３小学校と中学校の教育支援活動を進めてい

る。いい実践を体験した先生方は、この事業

に対する意欲が大きくなり、どんどん相談し

てくるようになる。すべての学校に、このよ

うな取組が広がるようにしていきたい。   



 

 

湖東第二小学校区学校支援地域本部の取組       【 東 近 江 市 】  

                               【地域本部名：湖東第二小学校区学校支援地域本部】 

１【事業の趣旨】 

 社会のめまぐるしい変化に伴い、子どもの家庭

環境も変わり、家庭、地域での教育力が低下して

きた。その結果、学校は多様な課題を抱え、子ど

もたちの「生きる力」を育成していくには、学校

だけでは限界があり、教育基本法に「学校、家庭

及び地域住民等の相互の連携協力」と規定された

ように、学校、家庭、地域が一体となって、地域

ぐるみで子どもを育てていくことが重要になる。 

 そこで、家庭・地域に開放された学校にすると

ともに、子どもたちの実情をありのままに見て、

課題を共有しながら地域の人たちにも教育の支援

を担い参加することが必要となってきている。 

 そのために、今まであったまちづくり協議会の

人材バンクを利用したり、学習ボランティアの登

録を進めるなど、地域の教育力を有効に活用して、

教師とコーディネーターが連携をとってより効果

的な教育を進めていきたい。 

２【事業の概要、特色】 

（１）まち協学校支援ボランティアバンク 

 湖東地区は、昨年度「まちづくり協議会」が設

立した｢KoSVo｣（コスボ）がある。｢KoSVo｣とは、

湖東スクールボランティアの略称で、湖東地区の

保育園・幼稚園・小中学校を支援するボランティ

アバンクのことである。 

登録者の支援メニュー 

・ ゲストティーチャー 
…地域の歴史やものづくり、スポーツ指導など 

・ 環境サポーター 
…図書室整理や花壇づくり、雪かきなど 

・ 学習アシスタント… 
…保育園のお散歩の引率、家庭科の実習補助など 

・ 施設メンテナー 
…パソコンのメンテナンス、施設の補修など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 現在の登録数は、個人２５，団体５である。し

かし、実情はあまり活用されていなかった。校園

からの依頼ばかりで、担任からはほとんどなかっ

た。そこで、まず最初にまち協の担当者と話し合

い、この人材バンクの活用を図ることにした。 

（２）校区の人の支援 

 まず、５月は３年の担任より「まちたんけん」

の講師依頼があった。子どもたちは、地域の方に

触れる良い機会となった。 

 子どもたちが訪問する地域の古墳や先人の掘っ

た井戸など、今も大切に管理していることを伝え

られた。 

 

 続いて、３年の保護者の方が石材店をしている

のでその工場を見学し、その後、その方の案内で

地区の神社は珍しい女の神様であることやお寺が

重要文化財になっていることなど詳しい説明を聞

いた。これは、保護者の活用を考えるきっかけと

なった。 

 学校の日本庭園の松の剪定は職員ではできない

ので、老人会長に相談したところ、レイカディア

大学の園芸科で学ばれた方に連絡し、剪定と共に

職員への講習を実施することができた。これは、

新たに地域の団体への依頼も可能であることを知

った。 

（３）保護者ボランティアの募集 

 各学級からの要望の都度、頼むという方法より

も学校にボランティア組織があれば、もっとスム

ーズに活動が進められる。地域の方に公募してボ

ランティアグループを立ち上げようと考えるに至

った。学校の「保護者に学校の実態を見てもらい

たい。」「多くの子どもにかかわってもらいたい。」

という方針から、いきなり地域全体に募集するの

ではなく、最初はまず、保護者に呼び掛けた。そ

の結果、１７名申込みがあり、うち２名は祖母か

らであった。できるだけ公平に出役の声掛けをし、

支援の体験をできるように配慮した。 



 

 

（４）保護者ボランティアの支援 

 ６年担任より、ミシン実習をするため各班１名

の計６名の依頼があった。３日間で延べ１８名も

の保護者の協力を得て、ミシンを使ったナップサ

ックが仕上がった。 

 

 その後、５年担任から、ミシン実習のエプロン

作りの依頼が続いた。これも毎回６名、５日間で

計３０名の依頼であった。「KoSVo」の応援も受

けて無事、実習を終了することができた。 

 今までになく、一度にたくさんのボランティア

を確保でき、保護者の充実感もあって、この活用

方法に自信を持つことができた。 

 環境整備の面では、図書担当から「図書室の壁

面の展示」の要望があった。夏休みには、「KoSVo」
の協力もあって、本の並び替えや本棚のレイアウ

トを変えるなどをして、子どもたちがより本に親

しみやすい雰囲気にできた。 

 現在、壁面の飾り付けを季節感のある明るく楽

しい図書室になるよう学校登録のボランティアで

進めている。まち協の人材バンクと学校ボランテ

ィアの組織をうまく活用できるようになってきた

ことが収穫である。 

 

（５）企業の学習支援メニューの利用 

 地域コーディネーターのところには、多くの企

業の出前授業などの案内がくるので、教職員に回

覧して情報を提供している。また、県の学習情報

提供システムの「におねっと」の活用も図ってい

る。 

 その中で、ある企業の「エコ体験学習」が人気

であった。１年、５年、６年が活用した。 

１年生「どんぐりのヒミツをさがそう！」 
＜身近な木の実「どんぐり」を題材に、からだを

使いながら、生きものとのつながりを感じるプロ

グラム＞  

５年生「おいしく！エコに！ご飯をたこう」 

＜炊飯ノウハウを基に、鍋でのエコに配慮した炊

飯方法を学習するプログラム＞ 

 ６年生「電気の不思議・実験室」 

＜私たちの生活と密接に繋がっている電気。その

発電の仕組みを理解して、環境にやさしい新エネ

ルギー「燃料電池」を体験するプログラム＞ 

 ３，４名のスタッフが役割分担し、実物を提示

してわかりやすく指導がなされ、非常に効果的で

あった。 

 次に、バスケットボールのプロチームによる選

手の学校訪問を依頼し実施された。５，６年生は

体育科で学習しているので、プロの選手に直接、

指導を受け質問ができたので、意欲付けや練習メ

ニューの方法など非常によい学習となった。 
 

３【事業の成果】 

 今年度、この事業を受けることにより、４つの

点で成果が見られた。  

 まず第１に、専門的な知識や技能をもったボラ

ンティアが入ることによって、普段の学習以上に

より高度な、またわかりやすい学習となった。 

 次に、担任にとって内容を理解させるために多

くの支援者がいることで、授業にゆとりが生まれ、

子ども一人ひとりとしっかりかかわることができ

るようになった。 

 ３つ目に、保護者の中には、学校に出向くため

のきっかけを求めている人が案外多く、ボランテ

ィアになることで、そのきっかけ作りができ、開

かれた学校につなげることになった。 

 ４番目に、ボランティア等の学習では、子ども

が生き生きと活動し、企業や地域の大人が来校す

ることを楽しみにし、子どもだけでなく保護者か

らもアンケートでは非常に好評であった。 

 

４【今後の課題】 

 支援にこられたボランティアが何をしたらよい

か迷われている場面もあった。一定のルールや支

援のための打合せが必要であることがわかった。

ボランティアに明確な支援の意図や内容を短時間

でもよいので、しっかり伝えることの大切さを感

じた。 

 また、祖父母などもボランティアに加わってい

る現状から、校区の地域全体にボランティアの募

集をかけて、組織を拡大していくことが、多様な

要望、要請に応えていくことになると思われる。 

 



 

 

平 成 23 年 度「 読 書 で 支 援 絆 事 業 」      【米原市】 
                                   【学校支援地域本部名：米原市学校支援地域本部】
１【事業の趣旨】 
 米原市では“みんなで本を読もう”をキ
ャッチフレーズに平成 20 年度の 10 月から
3 年間、市内幼小中学校を対象に学校支援
地域本部事業の取り組みを子どもたちの読
書支援・読書環境の整備充実に絞り行って
きた。平成 23 年度より「読書で支援絆事業」
として引き続き読書に特化した形で、学
校・地域と連携・協力しながら子どもたち
の読書活動の支援を行っている。  
 
２【事業の概要、特色】 
○巡回文庫の実施  

市内全ての小中学校で取り組んできたの
が「巡回文庫」事業である。これは学校の
各学級に本を置くことで、子どもたちが本
に親しむ機会を増やし、恒常的な読書習慣
を身につけさせようとするものである。 

巡回文庫の箱に本を 40 冊入れ、その箱を
１ヶ月毎に移動させることで、子どもたち
が常に新しい本に触れられるようにしてい
る。平成 20 年 7 月から市内全域の小学 1 年
生に向けて開始し、平成 22 年 9 月からは小
学 2 年生に、平成 23 年 9 月から小学 3，4
年生にも事業を拡大した。現在、11 小学校
の 60 クラスに実施している。 

文庫の本は市内公共図書館や公民館図書
室の本を利用し、修理や紛失処理は図書館
が行っている。本の選書も図書館が行い、
学年に合った様々な分野の本がバランスよ
く入るようにしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
学校間の文庫移動はボランティアに依頼

している。読み聞
か せ や 本 の 紹 介
を 文 庫 移 動 に 併
せて行い、子ども
た ち が 本 を 手 に
取 る き っ か け づ
く り を し て も ら
っている。 

年度末には小中学校の図書館主任やボラ
ンティアとの意見交換・交流の場を設け、
次年度への参考とする。 
 
○学校図書館の整備 

「モデル校」を設定し、コーディネータ
ーが学校・地域と連携・調整しながら、子
どもたちの読書活動を支援している。 

「モデル校」は、市内の各地域の 4 小学校
（息長小学校・息郷小学校・山東小学校・
伊吹小学校）である。「モデル校」では、
読み聞かせボランティア、図書ボランティ
アが活発に活動をされている。読み聞かせ
は、毎月定期的に行われており、子どもた
ちの本への興味・関心が深まり、読書の幅
が広がるとともに、地域の方とのふれあい
の時間が持て、心の面でもプラスになって
いる。 
 図 書 ボ ラ ン テ
ィアは、新刊図書
の 装 備 、 書 架 整
理、配架など積極
的に活動され、子
ど も た ち が 図 書
館に集まり、楽し
い 雰 囲 気 の 中 で
本を選べる学校図書館の環境整備に力を注
いでいただいている。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

ボランティアや小・中学校の図書主任か
らの要望を受け、滋賀文教短期大学の平井
むつみ教授による「学校図書館の整備に関
わる講習会」を開催した 。(息長小学校：
7/28)大勢のボラ
ン テ ィ ア と 教 職
員の参加があり、
知識の共有化、共
通 理 解 が 得 ら れ
る場となり、講習
会後、各小・中学
校 で 活 か さ れ て
いる。 
 

○おはなしの講習会 
「おはなしの講習会」は学校支援地域本

部事業が始まった平成 20 年度から毎年開
催しており、今年で 4 年目になる。本年度
は、「モデル校」の図書室を会場に講師を
招き 2 時間程度でテーマに合わせて講習・
実演をしていただいた。参加料・事前予約
は不要で誰でも参加可能なため、米原市の
読書ボランティアや学校図書主任だけでな
く、子どもの読書に関心を持つ地域の方も
参加されている。内容は、すでに学校・園
や地域の施設などで読み聞かせを行ってお
られる方がほとんどのため、ボランティア



 

 

さんが活動していく上ですぐに役立つもの
を企画して行った。 
 第 1 回は、「読書の楽しさをすべての子
どもたちに」のテーマで、NPO 法人絵本に
よる街づくりの会 理事長 平松成美氏によ
るおはなし会のプログラムの立て方の実
演・絵本の紹介、小グループに分かれての
実習・発表会を行った。（山東小学校：8/23） 
 第 2 回は、「子どもたちへの本の紹介」
をテーマに、子ども・本・文化を考える会 代
表 大舩めぐみ氏による子どもたちへの本
の届け方、読書年齢に応じた選書、ブック
トークの実演を行った。（伊吹小学校：
10/26） 

第 3 回は「心を育てる・ことばを育てる」 
のテーマで、すずめの学校 代表 宮腰悦子 
氏による講習を行う。（息郷小学校：2/15） 
 
○成果報告会 
 平成 24 年 1 月 21 日（土）に米原市立近
江図書館かたりべホールにて、米原市学校
支援地域本部事業成果報告会を行った。[参
加者：128 名（関
係 者 を 除 く ） ]      
内容は、開会挨拶
の後、まず読書ボ
ラ ン テ ィ ア さ ん
に よ る エ プ ロ ン
シアター「おむす
びころりん」と大
型紙芝居「こぶとり」を実演していただき、
日頃体験することの少ない読み聞かせ手法
でおはなしを親子で楽しんでもらうことが
できた。 

次に平成 23 年度の活動報告を地域コー
ディネーターが行い、続いて「モデル校」
での取組、子どもの様子についての発表が
あった。 

また、今回、米原市民の方から「わたし
の好きなこの 1 冊」を広く募集し、その中
から 24 名に発表していただき、関係する本
の展示を行った。さらにこれらを冊子にま
とめ、当日来場者にプレゼントすることに
より、親子や友達同士で本に親しむきっか
けを作った。 

最後に、講師のすずめの学校 代表 宮腰
悦子氏より講評とまとめをしていただきま
した。 
 
３【事業の成果】 
 巡回文庫において、実施クラス数を増加
することができた。これに伴いボランティ
アの人数も増えてきている。 
 図書室整備においては、専門家による講
習会を受講したボランティアと教諭が正し
い知識の共有化が図れた。ボランティアが
新刊書の装備のような新しい技術を習得
し、活動内容が多様化した。定期的な読み
聞かせとともに図書室の季節飾りなどによ
り、子どもたちの読書活動への興味や意欲

が深まった。また、図書室ボランティアが
おられなかった学校でも新たにボランティ
アグループが立ち上がった。 
 講習会では、実践を交えた絵本の紹介、
おはなし会のプログラムの立て方、本の届
け方、選び方、ブックトークなどボランテ
ィア活動の参考になる内容で、より実践的
な技術向上や学習意欲を満たすものとなっ
た。またこれらは、ボランティア同士の情
報交換の場となった。 
 成果報告会では、地域の方にも、この事
業を通して子どもたちの読書に関心を持っ
ていただく機会となった。 
 
４【今後の課題】 
 巡回文庫については、5，6 年生への拡大
をめざしているが、ボランティア不足のた
め、学校と連携して募集し、市民と協働で
進められるようなあり方を検討していく。
また、ボランティアが学校に入り活動する
ことに対し、学校により温度差があるため、
校長先生へのアプローチと理解を深め、全
職員が共通認識を持ち、連携していけるよ
う働きかける必要がある。学校側とボラン
ティアとの連携不足がみられるため、双方
の調整をしっかり行い、話し合える機会が
持てるようにしていきたい。 
 また、この事業を広くＰＲすることで、
学校・地域・家庭で子どもが本に親しむ機
会が多く持てるような働きかけを検討して
いくとともに、読み聞かせだけではなく、
学校と連携し、読む教育を推進し、子ども
の読書活動を支援していく。 

さらに、おはなしの講習会やボランティ
ア同士の情報交換会を開催することで、子
どもの読書活動の推進に携わる人材の育成
を図っていくことが大切である。今まで以
上に子どもたちがより多くの本と出会える
よう、また、本への興味・関心が深まるよ
う、「すべての子どもがいつでもどこでも
楽しく読書が出来る環境づくり」に努め、
継続して読書活動の推進を図っていくこと
が、今後の課題である。 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

竜王町学校支援地域本部の取組        【 竜 王 町 】  

                                 【学校支援地域本部名：竜王町学校支援地域本部】 
 
１【事業の趣旨】 
 町 内 に お い て も 核 家 族 化 や 価 値 観 の
多 様 化 等 、子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 が 大 き
く 変 化 す る 中 で 、家 庭 や 地 域 の 教 育 力 の
低 下 が 懸 念 さ れ て い ま す 。  
 こ の よ う な 状 況 下 、こ れ か ら の 子 育 て
や 教 育 は 、従 来 以 上 に 学 校・家 庭・地 域
の 連 携 を 図 り な が ら 進 め て い く こ と が
必 要 で す 。  

そ こ で 、公 民 館 の 学 び や 人 材・情 報 等
を 活 用 し つ つ 、 学 校 支 援 の た め に 学 校
（ 園 ）と 地 域 人 材 を コ ー デ ィ ネ ー ト し な
が ら 、家 庭・学 校・地 域 に よ る 総 ぐ る み
で 学 校 支 援 体 制 を 整 え る こ と と 併 せ 、地
域 や 家 庭 の 教 育 力 の 向 上 を 図 り ま す 。  
 
２【事業の概要、特色】 
 竜 王 町 学 校 支 援 地 域 本 部（ 通 称：学 校
応 援 団 ） は 、 竜 王 町 公 民 館 を 拠 点 と し 、
3 名 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 非 常 勤 ） と 1
名 の 総 括 マ ネ ー ジ ャ ー（ 常 勤 ）で 事 業 を
推 進 し て い ま す 。  
 支 援 の 対 象 は 、竜 王 幼 稚 園 、竜 王 西 幼
稚 園 、竜 王 小 学 校 、竜 王 西 小 学 校 、竜 王
中 学 校 の 5 校 （ 園 ） で す 。  
 現 在 ま で の 学 校・園 か ら の 要 望 に よ る
支 援 回 数 は 、 竜 王 幼 稚 園 15 回 、 竜 王 西
幼 稚 園 8 回 、 竜 王 小 学 校 39 回 、 竜 王 西
小 学 校 10 回 、 ふ れ あ い 相 談 発 達 支 援 セ
ン タ ー 11 回 の 合 計 83 回 に な り ま す 。  

ま た 地 域 と 学 校 と の 一 層 の 連 携 を 図
る 環 境 づ く り と し て 、学 校 応 援 団 か ら の
働 き か け に よ る 花 壇 作 り の 支 援 回 数 は 、
248 回 に な り ま す 。  

以 上 の 事 業 に 協 力 頂 い た ボ ラ ン テ ィ
ア の 総 人 数 は 231 人 、 延 べ 人 数 は 705
人 に な り ま す 。  

以 下 に 、 実 践 事 例 の 一 部 を 紹 介 し ま
す 。  
（ １ ） 竜 王 小 学 校 の 家 庭 科 支 援  

6 月 3 日 か ら 6 月 30 日 ま で 週 2 回 と
10 月 12 日 （ 水 ） か ら 11 月 9 日 （ 水 ）
ま で 週 1 回 、 学 校 応 援 団 14 名 が 、 5 年
生 の 家 庭 科 実 習 補 助（ 運 針 と ミ シ ン ）の
支 援 を 行 い ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 児 童 達 は 、数 名 の グ ル ー プ に 分 か れ 応
援 団 の 方 々 か ら 、玉 結 び や 手 縫 い 、ミ シ
ン の 使 い 方 な ど わ か ら な い こ と を 教 わ
り ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ま た 支 援 最 終 日 に は 、ボ ラ ン テ ィ ア と
先 生 が 給 食 を と り な が ら 情 報 交 換 を 行
い ま し た 。  
 
（ ２ ） 竜 王 西 小 学 校 の 音 楽 支 援  
 11 月 11 日（ 金 ）か ら 11 月 22 日（ 火 ）
ま で 、学 校 応 援 団 2 名 が 、3 年 生 の 合 唱
と 合 奏 の 指 導 補 助 を 行 い ま し た 。       

応 援 団 か ら の「 高 い 声 を 出 す 時 は 、あ
ご を 上 げ ず に 出 す の よ 」な ど 適 切 な ア ド
バ イ ス の お か げ で 、児 童 達 は と て も 上 手
に 歌 え る よ う に な り ま し た 。  

発 表 会 で は 、自 信 に 満 ち た 歌 声 が 響 き
わ た り ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

（ ３ ） 竜 王 幼 稚 園 、 竜 王 西 幼 稚 園 の  
焼 い も 大 会 支 援  

11 月 22 日（火）竜王西幼稚園、11 月 25
日（金）竜王幼稚園の焼いも大会で、火付け
と焼いもの見守り支援を行いました。朝 8 時
にエントツに火を入れ、エントツの周りにも
み殻を置いて約２時間後、園児達が元気に、
さつまいもをもみ殻の中に放り入れます。   
さらに待つこと 1 時間、さつまいもは、こん
がりと焼き上がりました。風が強く、寒い中、
園児達の「おいしい、ありがとう」の元気な
声に、寒さも吹っ飛び、元気をもらいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竜王幼稚園での様子 
        
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       竜王西幼稚園での様子  
 
（４）学 校 花 壇 づ く り 支 援  

5 校園の花壇に、フ ラ ワ ー・ブ ラ ボ ー ・
コ ン ク ー ル へ の 参 加 を 契 機 と し て 、地 域
で 育 て る 花 壇 を 学 校 の 敷 地 内 に 作 る こ
と に よ り 、地 域 の 人 々 が 学 校 へ 足 を 運 ぶ
こ と で 、学 校 と 地 域 の 垣 根 を 低 く し 、地
域 住 民 に「 私 た ち の 地 域 の 学 校 」と の 意
識 付 け を 図 り 、常 日 頃 か ら 学 校 と 地 域 住
民 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ る 様 に
す る こ と を 目 的 に 、学 校 応 援 団 か ら の 働
き か け に よ る 花 壇 づ く り を 行 い ま し た 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

種まきの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花壇の前で児童と記念写真 
 

 そして、9 月にフラワー・ブラボー・コン
クールの地方審査を受け、竜王中学校が奨励
賞を頂きました。 
 
３【事業の成果】 
（ １ ） 竜 王 小 学 校 の 家 庭 科 支 援  
 児 童 達 に ア ン ケ ー ト を 取 っ た と こ ろ 、
90％ 以 上 の 児 童 が「 た い へ ん 良 く わ か っ
た 」 、 「 良 く わ か っ た 」 と 答 え て お り 、
ま た 応 援 団 の 方 々 か ら は 、「 参 加 し て 良
か っ た 」、「 子 ど も 達 か ら 元 気 を も ら っ
た 」、「 声 を か け て く れ た コ ー デ ィ ネ ー
タ ー に 感 謝 し て い る 」、先 生 か ら は 、「 た
い へ ん 助 か り ま し た 」と の 声 を 頂 き 、学
校 、地 域 共 に 満 足 で き る 支 援 が 出 来 ま し
た 。  
（ ２ ） 竜 王 西 小 学 校 の 音 楽 支 援  
 地 域 で ピ ア ノ を 教 え て い る 方 が 、応 援
団 に 登 録 し て お り 、質 の 高 い 支 援 が 出 来
ま し た 。  
児 童 達 へ の ア ン ケ ー ト 結 果 を 見 て も 90
％ 以 上 の 児 童 が 「 た い へ ん 良 く わ か っ
た 」、「 良 く わ か っ た 」と 回 答 し て い ま
す 。  
（ ３ ） 竜 王 幼 稚 園 、 竜 王 西 幼 稚 園 の  

焼 い も 大 会 支 援  
 最 近 の 家 庭 で は 、な か な か 出 来 な い 体
験 を 応 援 団 に 支 援 頂 く こ と で 、園 児 に 体
験 さ せ る こ と が 出 来 ま し た 。  
（４）学 校 花 壇 づ く り 支 援  
 地 域 の 方 々 に 、 水 や り な ど で 長 期 間 、
学 校 に 通 う こ と で 、学 校 と 地 域 の 垣 根 が
低 く な り ま し た 。  

ま た 子 ど も 達 、先 生 達 と 一 緒 に 苗 植 え
や 花 柄 摘 み な ど を 行 っ た こ と で 、学 校 と
地 域 の 方 々 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が さ
ら に 良 く な り ま し た 。  

 
４【今後の課題】 
〇 竜 王 中 学 校 よ り 、部 活 動 指 導 支 援 が あ

り ま す が 、ボ ラ ン テ ィ ア を 見 つ け ら れ
ず 苦 慮 し て い ま す 。今 後 も 、さ ら に 情
報 収 集 力 を 高 め 支 援 し て い き ま す 。  

〇 学 校 花 壇 づ く り 支 援 を 行 い ま し た が 、
写 生 や 植 物 観 察 な ど 授 業 に 活 か せ て
い な い の で 、今 後 は 、学 校 と 協 議 し 授
業 計 画 に 、 活 用 出 来 る よ う に し ま す 。 



【学校支援地域本部名：愛荘町学校支援地域本部】

１．はじめに 
愛荘町の学校支援地域本部事業は、事業

開始年度の平成 2 0年度から町内の全学校
（小学校 4校、中学校 2校）を対象に取り組
んできた。  
国の委託期間であった過去3年間で、学校

支援ボランティアの参加者は初年度より延
べ1,400人以上増加し、最終年の平成22年度
は年間ボランティア参加者が延べ4,400人を
超えるまでになってきた。  

また、この取
組をとおして、
「 ① 子 ど も た
ち の 学 力 が 向
上した」、「②
地 域 と の か か
わ り が 深 ま っ
た」、「③町全
体 と し て 組 織
的 に 取 り 組 め
るようになった」 【登下校の安全指導】  
等の成果も見られるようになってきた。  

平成 23年度から補助事業に移行したが、
本町ではボランティアに関する基盤がまだ
まだ脆弱で、より充実した学校支援体制づ
くりを今後も推進していく必要があり、今
年度も事業を継続していくことになった。  

そこで、今年度の本町の事業の取組を愛
知川東小学校の実践を中心に紹介する。  

 
２．愛知川東小学校の実践 
（１）事業の趣旨 
 愛知川東小学校校区は農村地域、商業地域、
新興住宅地域から成り立ち、近年、地域にお
ける人と人とのつながりが希薄化し、子育
てや青少年の健全な育成においても地域の
教育力が低下していると言われてきている。 
 このような地域の変容に伴い、子どもたちの生
活も大きく変化し、様々な教育課題が見られるよ
うになってきた。そこで、子どもたちの課題解決
を図るためには、学校だけがその役割と責任を負
うのではなく、学校・家庭・地域との連携を強め、
地域全体で子どもを
育てていくシステム
づくりが必要である。   

地域の方々による
学校教育への支援活
動を充実することに
より、子どもたちは、
地域に関心を持ち、地
域の方と接すること
を通し多様な生き方
や考え方を身につけ、
学校や教師も地域力を  【遊具のペンキ塗り】 
活用することにより、地域に根ざした教育を今以 

上に展開していくことができる。このようなねら
いを持って、学校支援本部事業に取り組んできた。 
 
（２）事業の概要・特色 
①しが学校支援センタ―の活用 
県では学習情報提供システム「におねっと」で、

様々な学校支援メニューを提供している。 
 本校でも専門的な知識や経験・技能を持った  
支援者に直接指導してもらえるこの情報提供シス
テムを活用している。 
卒業に向けての愛校活動の一つとして、６年生

の遊具のペンキ塗りを依頼し実施した。子どもた
ちにとっては、プロのペンキ屋さんの指導で遊具
をきれいに塗り終えた満足感は教室で味わうこと
のできないとても
貴重な体験となっ
た。多くの子ども
たちの感想に「そ
の道の達人」に教
えていただくこと
の喜びや感動が記
されていた。 
学校支援部会で

「におねっと」を
活用した実践交流  【シェフによる調理指導】 
を実施し、町内の他 
の学校でもこのシステムを活用して学習成果を上
げている。 
 しかし課題として、数多くの学校行事がある中
で活動時間を見つけ企業等と調整することの難し
さ、教師間の支援メニューに対する情報共有の弱
さ等があげられる。 
愛荘町内で「学校支援メニュー」を活用した取

組について 
○交通安全教室（佐川急便) 

 ○体のしくみや働きなどについて（滋賀医科大
学） 

○学校施設・遊具の塗装（おかけんリフオーム）      
○タイヤ製造工場見学（ブリヂストン彦根工場） 

 ○調理指導（彦根市調理師会） 
 ○マナー講習会（株式会社「宙」）等 
 
②子どもに直接関わらない場面での地域の支援 
 平成 20 年度から４年間の活動の中で、様々な
行事や活動に多くの地域の方々の支援をいただい
てきたが、子どもに直接関わらない場面や活動で
地域の方々に大変協力をいただいている。 
 ウサギの餌を継続して玄関にそっと置いておか
れる近所の方、学校周辺を掃除していただく方、
畑で作業をしながら子どもの安全を遠くから見守
っていただいている方等、直接子どもに関わるわ
けではないが、地域の多くの方々に学校が支えら
れていることを強く感じている。 
 

愛荘町における学校支援の取組          【愛荘町】  



③田んぼの学校 
 田植え・稲刈り・餅つき大会等で地域の大きな
支援をいただいている。幸い、学校の近隣に田ん
ぼ を 借 用
で き る 環
境にあり、
全 校 で 取
り 組 ん で
いる。 
稲 の 栽

培は、経験
や準備・管
理、機材等
が必要となり学校独   【稲刈り】 
自で進めることはとうていできない。そこで経験
豊富な地域の方々の協力をお願いしている。子ど
もたちは、田植えと稲刈り、餅つき等のほんの一
部の作業に携わっているだけで、除草や肥料・農
薬散布等の活動を含め、大部分はボランティアの
力で管理していただいている。 
参加していただいている方々は、子どもたちの

笑顔や歓声、活動の合間の子どもたちとの会話を
活動のエネルギーとし、子どもたちとのふれあい
を楽しみにされているようである。 
 
④本校の４年間の主な取組 
 ○登校・下校時の安全パトロール支援 
 ○PTA 総会や懇談中の託児支援 
 ○田植え・稲刈 
  りの指導支援       
 ○餅つき大会の 
  指導支援 
 ○自転車大会の 
  指導支援 
○図書室の整備   

  支援 
○運動会時の全           
校ダンスの指  【お餅を食べる】 

   導支援 
 ○ミシンを使った家庭科学習の支援 
 ○スキー教室での指導支援 
 ○ペンキ塗りの材料提供と支援 
 ○シェフによる材料提供と調理支援 
 ○昔の遊び体験の指導支援 
 ○道徳等でのゲストティーチャー等 

     多様な分野にわたって支援をいただくことがで
きた。 
 
（３）愛知川東小学校の事業の成果 
 学校の門は防犯上閉じられているので、地域の
方にとっては、学校に入ることをためらうことが
ある。学校へ気軽に声をかけてもらえる雰囲気作
りをしていくことが、地域から支援をしていただ
ける一つと考えている。 
 その実践例としてミシンボランティアの取組を
紹介する。 
本校は 5 年生の家庭科でミシンを使ってナップ

サックの作製に２年続けてボランティアをお願い
した。これは、愛荘町学校地域支援本部を中心と
したネットワークにより人材を派遣していただい
た。 
ボランティアの多くは昨年協力いていただいた

方がリピーターとして快く参加してもらえた。学
習が終わったときの感想の中に、『来年も手伝う
わ』、『こんなので役に立つのならいくらでも』、   
『楽しかった』等の声を聞かせてもらった。子ど
もたちのミシンの使い方が上手になることは、ボ
ランティアの方にとっても喜びとなる。このよう
に、何かきっかけをつかむことにより、学校と地
域の垣根は
より低くな
り、気軽に参
加していた
だける雰囲
気になられ
たのではな
いだろうか。 
子 ど も た

ちの感想に、
「トラブルを  【ミシン指導ボランティア】 
一瞬に解決してくれる魔法の手」、「困ったときに
すぐに対応してもらえた」、「まちがっても優しく
教えてもらえた」、「また家庭科の授業で来てほし
い」等、感謝や尊敬の感想が多く見られた。 
 ミシンボランティアだけでなく、実施した事業
については、ホームページや学校新聞を通じて内
容を紹介し事業の啓発に努めることができた。学
校の思いとしては、学校の教育活動に地域の力を
積極的に活用し、地域に根ざした教育をさらに推
進していきたいと考えている。       
 
（４）愛知川東小学校の今後の課題 
 本校では、本事業の担当者を校務分掌中に位置
づけ、全職員に事業の趣旨・取組の概要を周知す
る機会を持っている。しかし、事業内容が十分に
理解できず、活用方法がイメージできない教員も
残念ながらいる。 
 学校支援活動を通じて多くの大人の目で子ども
たちの育ちを見守ることは、今日の教育において
大きな意味がある。しかし、子どもたちの指導の
中心となる教師が、日々の業務の多忙さに埋没し、
新たな取組への挑戦に躊躇している面も見受けら
れる。特に、学校支援事業においてボランティア
との打ち合わせや準備時間の確保が、大きな障害
と捉えているようである。 
きめ細かな指導をおこない、より質の高い体験

学習を進めていく上で、地域の支援は必要不可欠
であり克服すべき課題でもある。 
 
３．愛荘町における実践の成果 
（１）「学校支援部会」の充実・強化が図れた 

 愛荘町学校支援地域本部事業の事務局を
支援し、本事業推進の実働部隊として機能
する「学校支援部会」の構成メンバーの充
実・強化を図ったため、学校支援活動が大



幅に増加した。 
 構成メンバーは下の図のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
おもな充実・強化面として  

○支援部員を10名から14名に増員  
○交通安全面でのアドバイザーとして愛

知川警部交番所長の加入  
○学校図書館支援の充実のため町立図書

館職員の加入  
○社会福祉協議会の福祉教育担当者に加

えボランティア担当者の補充  
○県教委で本事業の前担当者を教頭会か

ら、アドバイザー役で加入等  
があげられる。  
 
（２）今年は1,000人以上のボランティアの
増加が予想される 
 愛荘町内で学校支援に関わっていただい
ているボランティアの方々は、平成 22年度
の12月末では延べ3,371人、今年の同時期で
は4,288人となった。9ヶ月間の前年度比較
で917人の増となり、年間比較とすれば当然
1,000人以上の増が予想される。過去3年間
で1,400人強の増加であったが、今年一年間
で大幅な増加となることは確実である。  
 このことは、ボランティアに参加いただ
いた方々
のネット
ワークの
広まりと、
リピータ
ーとして
の参加の
度合いが
かなり増
加したこ
とがあげ
られる。  【図書館ボランティア】 
 また、学校支援地域本部とは別に、ある
地域の老人クラブでは、自発的に「子ども
見守り隊」を組織して、毎日子どもの下校

時に立ち番を行い、地域の子どもは地域で
守り育てる取組を実践されている例もある。
（統計集計には含めていない） 
 
（３）取組の工夫や改良で学校支援が充実 
 過去3年間の取組の結果、それぞれの学校
で「取組のノウハウの蓄積」や「子どもの
学力向上」、「地域との関わり」等におい
て成果が徐々に実感されるようになり、そ
れにともない取組の工夫や改良も行われ、
ボランティアの活動分野や参加人数の大幅
な拡大につながった。   

愛知中学校では教育実習予定者に前年度
から学習支援や部活動支援に協力を依頼し
たり、中学校時代に図書委員を経験した卒
業生に夏休みの図書館整備ボランティアを
お願いしたりして、地域の学生ボランティ
アの発掘と活動分野の拡大に努力された。  
 また、「しが学校支援センター」、「び
わこ学院大学（相互協力協定締結）」等の
町外関係機関との連携による支援を得て、
より専門的な体験学習を行うこともできた。 
 
４．愛荘町の今後の課題 
（１）地域コーディネーターがまだ必要 
 上記の成果等がみられるものの、まだま
だこの地域にボランティア活動の風土が十
分定着してきたとは言えない。地域のボラ
ンティアと学校を結ぶパイプ役のコーディ
ネーターがいなくなると、一挙に活動が低
下する危険性を残念ながらまだはらんでい
る。  
 
（２）ボランティアの高齢化に伴う人材育成 

   本町において、ボランティアの主力は時
間的にも余裕があるお年寄りである。今後
もその傾向は変わらないが、人材の補充を
していかなければならない。そのためには、
町老人クラブ連合会や町ボランティアクラ
ブとの連携を深めながら、各分野のボラン
ティアの核になる人を中心にネットワーク
の拡大を図っていく必要がある。 

また、学生やPTAを対象に意識的に若い人
材のボランティア導入を図っていくことも
重要な課題である。  

 
（3）各校の教育課題に応える積極的な取組を 

地域コーディネーター一人で町内の全学
校（6校）を担当しているため、それぞれの
学校の教育課題が十分把握できず、学校か
らの派遣要請に応えるだけの受身的な取組
に終始し、各学校の教育課題に直接応えら
れたとは言い難い。  

次年度は、より学校訪問を行い、学校の
意向や授業者の思いをしっかり受け止め、
子どもたちが活き活きと輝き、支援するボ
ランティアが輝いて参加し、地域全体で学
校を支援するシステムの更なる充実を目指
していきたい。  

愛荘町学校支援事業実行委員会 15 名 

愛荘町学校支援地域本部 

事務局（生涯学習課） 
地域コーディネーター1 名＋課員 

愛荘町学校支援部会１４名 

学校と地域を結ぶコーディネーター６名 
ボランティア代表（学習、登下校、行事）３名

関係機関代表（社協２、図書館１、警察１、

教頭会１）５名 



    

 

【学校支援地域本部名：甲良町学校支援地域本部】 

１【事業の趣旨】 

 学校支援地域本部事業を充実するには、

地域で子どもを育てる活動との連携が重要

である。そこで、学校支援ボランティア活

動と地域で子どもを育てる活動との連携を

有効に進める取組を模索している。この取

組を通して地域人材の発掘や先生との相互

理解を深めることにより、地域教育力再生

の基盤づくりを進め、学校支援地域本部事

業の充実を図りたい。 

 今年度は、地域連携の取組について報告

する。 

 

２【事業の概要、特色】 

(１)学校支援地域本部事業を支える地域

活動の創出 

①  放課後地域活動 

地域での豊かで安定した生活体験は、  

子どもの学校生活を積極的で意欲的にす

ると考える。  

そこで、甲良町では「子どもを中心に

据えた地域活動と子どもの居場所づく

り」に町内 13 集落で取り組んでいる。こ

の活動を通して子ども理解がすすみ、学

校支援ボランティアへの参加が増え、相

互の連携が深まることが望まれる。  

 

放課後集落活動での学習風景  

②  子どもの体験活動支援 

 体験活動を通して子どもたちの生活  

は豊かで充実したものとなる。  

  甲良町では子どもの体験活動として年

間を通して、4 年生対象にグリーンファ

イターズ、5・6 年生対象にせせらぎ探検

隊活動に取り組んでいる。  

  また、秋の自然を取り入れた子どもの

体験活動「ちいさい秋みつけた」のイベ

ントを開催している。  

これらの活動を通して地域の方の子ど

も理解の深化、学校支援ボランティアの

発掘、相互の連携強化を図りたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

        「秋の自然遊びコーナー」 

 

３【事業の成果】 

 学校を地域で支えようとする地域教育力

再生に向け、地域住民の目が少しずつでは

あるが学校へ向いてきているように感じ

る。  

 また、大人とのふれあいを通して放課後

の子どもの豊かな学び、遊び、体験活動の

取り組みも進んできている。  

 学校支援ボランティア活動と地域ふれあ

い活動が結びあうことが学校支援の豊かな

発展に繋がる。  

 

４【今後の課題】 

学校のニーズを把握し学校支援ボランテ

ィアの皆様の力を発揮してもらえる機会を

増やすと共に、地域活動との連携を豊かに

する取組の推進を図りたい。 

甲良町における学校支援支援ボランティア活動   【甲良町】  



 

 

 

                                 【学校支援地域本部名：多賀町学校支援地域本部】 
 
１【事業の趣旨】 
 近 年 、地 域 に お け る 人 と 人 と の つ な が
り が 希 薄 化 し 、地 域 で 子 育 て や 青 少 年 の
育 成 に 関 わ る 機 会 が 無 く な り つ つ あ り 、
ま た 見 守 る 力 が 低 下 し つ つ あ る 。し か し
な が ら 、地 域 全 て が 希 薄 化 し て い る の で
は な く 、個 々 で は そ の 力 を 発 揮 し 、活 動
の 場 を 求 め て い る 方 々 も 数 多 く お ら れ
る 。  
 一 方 、小・中 学 校 に お い て は 、本 来 の
業 務 以 外 の 多 様 な 課 題 を 抱 え 、子 ど も 一
人 ひ と り に 対 す る き め 細 や か な 時 間 を
持 て な い 場 合 も あ る 。  
 こ の よ う な 事 か ら 、地 域 の 力 を 学 校 教
育 の 現 場 で 発 揮 し 、小・中 学 校 に お い て
は 、地 域 の 力 を 活 用 す る 事 で 子 ど も 達 と
向 き 合 う 時 間 を よ り 多 く 持 て る よ う に
地 域 と 学 校 と の 連 携 体 制 の コ ー デ ィ ネ
ー ト を 図 る も の と す る 。  
 
 
２【事業の概要、特色】 
（ １ ）学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の コ ー デ ィ

ネ ー ト  
<特 色 >小 学 校 利 用 が 多 く 、本 年 度 初 め て

中 学 校 か ら の 依 頼 が あ っ た 。小 学
校 両 校 と も 、朝 読 書 に 力 を 入 れ ら
れ て お り 、読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ
ア の 依 頼 は 例 年 通 り（ ほ ぼ 同 じ メ
ン バ ー で ） あ っ た 。 各 校 別 で は 、
多 賀 小 学 校 は 学 校 行 事 で の 依 頼
が あ り 、大 滝 小 学 校 は 環 境 整 備 で
多 く の 依 頼 が あ っ た 。  

 
（ ２ ） 広 報 ・ 普 及 活 動  
 ○ 小・中 学 校 の 職 員 会 議 で の 事 業 説 明

（ ５ 月 ）  
 ○「 ボ ラ ン テ ィ ア だ よ り 」に よ る 活 動

報 告 ・ 普 及 活 動 （ 年 ８ 回 ）  
 ○ 町 内 有 線 放 送 で の 広 報 周 知  
 ○ 町 広 報 「 た が 」 に よ る 普 及 活 動  
 
 
◆ 本 の 読 み 聞 か せ  
 多 賀 小 学 校 ： ８ 名×１ 回 /週  
 大 滝 小 学 校 ： ２ 名×２ 回 /週  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆ 「 チ ー ム た が っ 子 」  ５ 月 ・ １ ０ 月  
 多 賀 小 学 校 ： 「 ゆ る キ ャ ラ で  

地 域 貢 献 活 動 」 
 

 
 
 
 
 
 
 
「 老 人 ホ ー ム 訪 問 」「 ゆ る キ ャ ラ ®ま つ

り ｉ ｎ 彦 根 」に 出 演  
※ 地 域 交 流 や 多 賀 町 Ｐ Ｒ に 大 活 躍 ！  

 
◆ 環 境 整 備  ６ 月 ・ ７ 月 ・ ９ 月  
 
 
 
 
 
 
 

多 賀 中 学 校     多 賀 小 学 校  
 
 
 
 
 
 
 
       大 滝 小 学 校  
 
◆ 児 童 託 児  ５ 月 ・ １ ２ 月  
 ※ 学 期 末 保 護 者 会 で の 一 時 預 か り  
 多 賀 小 学 校：宿 題 見 守 り 、紙 芝 居 な ど  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ プ ー ル の 監 視 補 助  ６ 月 ・ ７ 月  

多 賀 小 学 校：プ ー ル 授 業 の 安 全 見 守 り  
 
 
 
 
 
 
 
 




